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一話







『アルテシア・アイゼンフッド　享きよう年ねん三一六歳さい』

『帝てい国こくを支える公こう爵しやく家当主として、その責務を果たした末に眠ねむる』




　墓ぼ碑ひに刻まれている名前と一文。

　その名と文言を眺ながめながら――

「――何度見ても、ふざけているとしか思えません」

　墓前で頭を垂れながら、二十代後半の青年――カルツは墓碑に向かって言葉を掛かける。

「きっと、アルテシア様なら私の言葉に頷うなずいてくれるでしょう」

　十年前に逝せい去きよした主君の墓。

　かつてカルツは一人の女性に仕えていた。

　彼かの女じよは『時』という人理を超こえた魔ま法ほうを身に宿し、『アイゼンフッド公爵家』の当主として三百年以上に亘わたって帝国、家門、その他にも多くの者たちを守ってきた。

　だというのに――




「――私は、アルテシア様を殺した者たちが許せません」




　公的な記録には、アルテシアは『病死』と記されている。

　だが、実際は違ちがった。

　主君であるアルテシアの死後、帝国の情勢は大きく変動した。

　十年という僅わずかな歳さい月げつで大陸の勢力図は塗ぬり替かわり、帝国の柱である公爵家たちの主導によって、全ての国家は帝国の支配下に置かれた。

　その動きがあまりにも迅じん速そくで計画的であったこと、そして主君の死を発ほつ端たんとするように大きく動き出したことから、カルツは主君の死に疑念を抱いだいて調査を行った。

　そして――『黒幕』たちの手によって、アルテシアが謀ぼう殺さつされたことを知った。

「アルテシア様のいない世界に、もはや何も未練はありません」

　墓碑に向かって再び頭を下げてから、カルツは墓はか守もり小屋へと向かって歩き出した。

　今にも崩くずれそうな小屋に入り、テーブルに置かれた古びたティーカップを手に取る。

　アイゼンフッド公爵家は、家か紋もんとしてトリカブトの花を掲かかげていた。

　そして……手にしたカップにはトリカブトの煮に汁じるが淹いれてある。

　それを飲み干せば、即そく死しに至るには十分すぎるほどの量だった。

「これで、ようやく私もアルテシア様のいる世界に行けます」

　そうカルツは笑えみを浮うかべてから――




「――そのために、十年もの歳月を費ついやして準備を進めてきたのですから」




　足元の床ゆか板いたを勢いよく踏ふみ抜ぬいた。

　地下へと続く階段と、土を掘ほり上げただけの無骨な通路。

　それはカルツが悟さとられることがないように小屋の外へと出るための抜け道であり、計画の途と中ちゆうで放ほう棄きされた地下墓ぼ坑こうに立ち入るための入り口だった。

　そして、地下墓坑の部屋に収められているのは亡なき骸がらではない。

　貴族たちが好んで着ていた衣服、各国の商人たちが着ていた民族衣い装しよう、平民たちに普ふ及きゆうしている衣服、薄うす汚よごれて擦すり切れた貧ひん民みんの服など――カルツが自身の身分を偽いつわり、関連する場所を調査するために用意した衣服たちが並んでいる。

　それだけではない。

　別の部屋には地下や壁かべ越ごしに会話を窺うかがう盗とう聴ちよう器具が並び、超ちよう遠えん距きよ離りから対象の口元を視し認にんする遠視器具、複製した著名な貴族たちの徽き章しようや印いん璽じ、切り抜かれた古い新聞や書物などが山のように積まれ、溢あふれるような形で散乱している。

　今日に備えて、カルツはあらゆる情報を収集してきた。

　アルテシアを殺した黒幕がどのような意図を持って動いていたのか。

　どのような準備を進めてきたのか。

　そのために必要な物や重要な人物や関かん与よしていた者たちは誰だれか。

　その全てを調べ上げた上で――アルテシアの死を回かい避ひするために必要な人員、物資、条件、状じよう況きよう、展開、それら全てを想定して計画を組み上げた。

「アルテシア様が最さい期ごに遺のこしてくれた魔法を無む駄だにはしません」

　そうティーカップに向かって微笑ほほえんでから、カルツは静かに顔を上げる。




「今度は――『僕ぼく』がアルテシア様を救い出してみせます」




　その宣言と共に、カルツは手にしていたカップを勢いよく呷あおった。
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二話







　ゆっくりと、カルツは閉じていた目を開く。

　無む秩ちつ序じよに並んでいる建造物の合間にある薄うす暗ぐらい路地。

　近くを流れる下水から漂ただよってくる不快な臭におい。

　そして――




「――目が覚めたようね」




　カルツの頭上から凛りんとした声が聞こえた。

「怒ど鳴なり声が聞こえて来てみたら、ずいぶんと無む茶ちやをしたようね」

　頬ほおを撫なでる紫銀の髪かみ。

　こちらの顔を覗のぞき込こんでいる紫玉の瞳ひとみ。

　その声と姿は、どれだけの月日が経たとうとも鮮せん明めいに覚えている。

「どうやら同じ貧民の子供を守ろうとしたようだけど、子供が数人の大人を相手にするのは勇気ではなく無む謀ぼうでしかないわ」

　カルツを窘たしなめるように、彼女は僅かに眉まゆを上げながら言う。

　今でも当時のことは覚えている。

　その日、カルツは貧ひん民みん街がいにいる大人たちから暴行を受けていた。

　貧民街の子供が縄張りを知らずにゴミを漁あさってしまい、大人たちが子供に対して暴力を振ふるっていたのを助けようとして、カルツは返り討うちに遭あって袋ふくろ叩だたきにされていた。

　そんなカルツを助けてくれた人がいた。

「あな……たは……」

「ああ、見知らぬ人間に抱かかえられていたら確かに嫌いやよね」

　掠かすれた声で尋たずねると、彼女は毅き然ぜんとした表情と共に名乗る。




「――『アルテシア・アイゼンフッド』、それが私の名前よ」




　そう、アルテシアは微笑みながら力強く名乗った。

　十七年前、カルツのことを救い出してくれた恩人。

　何も知らない自分に様々なことを教えてくれた恩人。

　そして――自分が無力だったせいで、救うことができずに死なせてしまった恩人。

　だが、目の前にあるのは夢や幻げん覚かくではない。

　頬に触ふれる柔やわらかい髪の感かん触しよく。

　何度も頭の中で反はん芻すうしていた声。

　自分の身体からだを抱えている両りよう腕うでから伝わる温ぬくもり。

　それが現実であると理解したからこそ――

「アルテシア、様……」

　その名を呼びながら、カルツは涙なみだを流していた。

　二度と見ることができないと思っていた恩人の姿。

　二度と聞くことができないと思っていた恩人の声。

　二度と触れることができないと思っていた恩人の温もり。

　彼女を失った十年の間に募つのらせた想おもいが溢れ、涙として流れていく。

　そんなカルツの様子を見て、アルテシアは目を丸くしてから微笑んだ。

「緊きん張ちようが解けて安あん堵どしたんでしょうね。もうあなたを殴なぐっていた人たちは追い払はらったし、他の子供たちも治ち療りよう用の魔具を渡わたして逃にがしたから安心しなさい」
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　涙を流すカルツを宥なだめるように、柔らかい声こわ音ねで言葉を掛ける。

　彼女は誰よりも優やさしい人物だった。

　殴られているカルツを助けただけでなく、薄うす汚ぎたない貧民と蔑さげすむこともなく、その手を差し伸のべてカルツのことを普ふ通つうの『人』として扱あつかってくれた人物だった。

「だけど、さっきも言った通り勇気と蛮ばん勇ゆうを履はき違えてはいけないわ。たとえ他の子供たちを助けることができても、あなた自身が死んだら無む駄だ死じにというものよ」

　彼女は何事も素す直なおに口にする性格だった。

　言動には裏表がなく、嫌なことは嫌だと判然と言い切り、誰が相手であろうと態度を崩すことはなく、毅然とした言動を心こころ掛がけていた。

　それが『アイゼンフッド公爵家』の当主であると、自らの姿で示していた。

　だからこそ、カルツ自身も彼女に強く憧あこがれを抱いて崇すう敬けいしていた。

「他者を助ける精神は立派だけれど、闇やみ雲くもに助けようとするのではなくて自分のことも考えた上で最善の行動を取るように心掛けなさい」

「は、い……すみません、でした」

「よろしい。聞き分けが良い子は私も好きよ」

　返答に頷いてから、アルテシアは抱えていたカルツの身体を下ろした。

「治ち癒ゆ用の魔具は使ったけれど、身体に痛みや違い和わ感かんはあるかしら？」

「いえ……大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　言葉を返しながら、カルツは自身の身体を確かめる。

　傷だらけで薄汚れている小さな手。

　聞き馴な染じみのない高い声。

　見慣れない低い視界。

　以前とは大きく変わっている自分の状況。

　そして、既すでに故人であったアルテシアが生きて目の前にいる。

　それらの状況からカルツは一つの事実を確信した。




　それは――狙ねらい通り、十七年前の過去に『回帰』できたということだ。




「……ぼんやりしているけど、本当に大丈夫かしら？」

「ええと……はい」

「嘘うそはダメよ。治癒したとはいえ気絶していたんだし、私が立ち去った後に悪化したら、命だって落とすかもしれないんだから」

　そう言って、アルテシアが頬をむにむにと引っ張ってくる。

「助けた後に何かあって死なれたら私の寝ね覚ざめが悪いし……私の屋や敷しきに戻もどれば身体に異常が無いか調べてあげられるから、あなたが良ければ一いつ緒しよに来てくれるかしら？」

　それは前回の人生でも言われた言葉だ。

　彼女の言葉に頷いてカルツは屋敷に同行し、その後の人生を大きく変えた。

　アイゼンフッド公爵家の使用人。

　そうして、カルツは当主であるアルテシアの傍そばで七年の歳月を共に過ごした。

　それは他者から見れば短い年月かもしれない。

　人生という長い時間で考えれば僅かな時間かもしれない。

　だが、彼女と過ごした記き憶おくはカルツの中に深く刻まれている。

　彼女から教わった知識やアイゼンフッドの当主として示した言葉や姿。

　彼女が亡なくなった後も、その全ては色いろ褪あせることなかった。

　彼女と過ごした七年間は、何物にも代えがたい幸せな時間だった。

「他人の私を信用しろとは言わないわ。だからあなたが決めてちょうだい」

　カルツの警けい戒かいを解くように、アルテシアは微び笑しようと共に手を差し伸べてくる。

　この手を取れば、前回と同じ人生を歩むことができる。

　アルテシアと共に過ごした幸福な七年間を生きることができる。

　だが――

「お気き遣づかいありがとうございます。僕は本当に大丈夫です」

「……まさか、変に遠えん慮りよしているわけじゃないわよね？」

「はい。僕が無事ということを他の子たちにも早く伝えたいんです」

　自身の記憶と感情を押おし殺しながらカルツは笑みを向ける。

　前回と同じ人生を歩んではいけない。

　それでは――アルテシアが死ぬ未来を変えることができない。

「助けてくれてありがとうございました。この御ご恩おんは絶対に忘れません」

「あっ……ちょっと、あなた名前は――」

　引き止めるアルテシアの声を振り切るように、カルツは裏路地へと駆かけていく。

　同じ時間を繰くり返すために過去へと回帰したわけではない。

　今のカルツには、何があろうと果たさなくてはいけない目的がある。

「……名前はカルツ、年ねん齢れいは十歳。育ての親である貧民の老人と五歳の頃ころに死別。活動区域は『神樹帝てい国こくアルブサージュ』の帝都北部にある貧民街。回帰後の日付は帝てい国こく暦れき九〇八年の四月八日、現在時刻は十四時前後、後に時と計けい塔とう広場に移動して詳しよう細さい時刻を確かく認にん――」

　アルテシアが遺した魔法によって過去に回帰して彼女を死の運命から救い出す。

　それだけを生きる目標として、カルツは前回の人生で必要な情報を全て調べ上げた。

　カルツという人間は今も昔も無力な人間でしかない。

　富や地位もない、圧あつ倒とう的てきな武力もない、それらを凌りよう駕がする特異な力もない。

　だからこそ、カルツは十年という歳月を使って彼女を救い出す方法を計画した。

　未来の知識と情報を使い、彼女が生存する新たな未来を作り上げる方法――




「――僕自身が、新たな『黒幕』にならないといけない」




　そう、目の前にある薄汚れた建物を見上げながら呟つぶやいた。




◇




　帝国の人間には明確な身分差が存在している。

　一定の富や功績を持ち、爵しやく位いを授さずかっている貴族。

　帝国の市民権を保有し、定職や家を持つ平民。

　そして、定職や定住地を持たない貧民。

　だが、そんな最底辺の身分である貧民の中にも序列が存在する。




「――うちの奴やつらが世話になったみてぇだな、カルツくんよぉ？」




　北の貧民街にある所有者の放棄した酒場。

　そこに集まった者たちの中心には、横おう柄へいな態度で酒を呷る青年がいた。

「……すみません、グルードさん。見覚えのある子供が殴られていて、助けないといけないと思って咄とつ嗟さに殴りかかってしまいました」

「あーあー、気にしなくていいぜぇ？　そのガキがオレの縄張りで残飯を漁った制裁を受けていたなんて知らなかっただろうし、うちの奴らを殴り飛ばしたっていう女も貴族だったみてぇだしな。だからお前らも許してやれるよなぁ？」

　青年を守るように立つ、大おお柄がらな男たちが無言のまま頷く。

　グルード・ランギス。

　それが目の前にいる、北の貧民街を仕切っている男の名前だ。

　そして、グルードは元々男だん爵しやく位いを持っていた貴族でもあった。

　しかし父親が罪に問われて爵位を剥はく奪だつされたことがきっかけとなって一家は離り散さん、平民として生きることも叶かなわず、彼かれは貧民として生きることになった。

　だが、結果的にグルードにとっては最善の選せん択たくだった。

「さてぇ……これで今回の話は終わりだぁ。せっかく来たついでに何か仕事でも斡あつ旋せんしてやろうかぁ？　お前にピッタリの仕事を紹しよう介かいしてやるぜぇ？」

　下げ卑びた笑みを浮かべながらグルードは言う。

　元貴族という立場を利用して他貴族たちと繋つながりを持ち、グルードはそんな貴族たちから公にできない後ろ暗い仕事などを請うけ負うことで貧民街の頂点に登のぼり詰つめた。

「男だろうとお前みたいに顔が綺き麗れいな奴は貴族に人気があるからなぁ。そこで可愛かわいがってもらえば良い小こ遣づかい稼かせぎになるだろうぜぇッ!!」

　グルードが大声で笑うと、取り巻きの男たちも同調するように下品な笑い声を上げる。

　彼を端たん的てきに説明する言葉がある。

「猿さる山やまでのさばっているクズ野や郎ろう」

　本当にこれだけで説明できる小さな男だった。

「……あの、お金になりそうな話を聞いたので相談に来たんです」

「金だぁ？　そりゃお前みたいな貧民のガキだったらどんな額でも大金――」

「残飯を漁ってる時に、商人と貴族らしい人が話していたのを聞いたんです。今夜こっそり帝都に置いてある宝石とかを移せないかって」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、グルードが興味を持ったように目を細めたのを見み逃のがさなかった。

「てめぇ……適当なこと言ってたらタダじゃおかねぇぞ」

「う、嘘じゃないです……っ！　明日には色々な人たちが屋敷を見て回るから、どうにかして運び出さないといけないって話していましたっ!!」

　渾こん身しんの演技を披ひ露ろうしながらカルツは訴うつたえる。

　この話は全て事実だ。

　明日、一部の貴族たちに対して憲兵たちが財務調査を行う。

　その貴族は表おもて沙ざ汰たにできない財産を帝都にある屋敷に貯ため込んでいたが、今回の調査は急きゆう遽きよ決定したために運び出す機会を逃のがしてしまった。

　そのため、その貴族は行商人に金を握にぎらせて宝石や貴金属を商品に紛まぎれ込ませて、それらの財産を自身の領地に運はこび込ませることで調査の目を掻かい潜くぐるつもりでいる。

　その全てをカルツが語らずとも、グルードは話の大筋を理解できる。

　元貴族としてグルードは裏金等の話に馴染みがあり、今も当時の人脈を活いかして貴族たちの密輸を請け負って貧民街における強権を得ているからだ。

「その貴族の話を聞いたってんなら、どんな奴か言ってみろ。そいつの馬車や装そう飾しよく品ひんに紋もん章しようがあったり、会話の中で名前を言ったはずだろうからな？」

「その……名前は聞いてないです。だけど窓から覗いていた時、その貴族らしい人が商人に対して犬みたいな彫ちよう刻こくのある懐かい中ちゆう時計を見せていました」

「チッ……動物の紋章ってことはサマニエル派は閥ばつの貴族か」

　カルツの説明を聞いて、グルードが忌いま々いましそうに舌打ちする。

　その派閥はグルードの家が没ぼつ落らくした要因を作った一派だった。

　だからこそ、今もグルードは深い恨うらみと敵対心を抱いている。

「それなら――そいつらから金をブン取ってやらねぇとな」

　口こう端たんを吊つり上げ、下卑た笑みと共にグルードは言う。

　グルードなら持ち出そうとしている金品を簡単に押おう収しゆうできる。

　帝都を出るためには、各区画に配置された関所を通らなくてはいけない。

　しかしグルードは後うしろ盾だてである貴族の協力を得て一部の憲兵たちを買収し、自分たちが憲兵に扮ふんすることで貴族たちの密輸品などを素す通どおりさせて報ほう酬しゆうを得ていた。

　それと同じ要領で検品を行い、行商人が運び込もうとしている宝石や貴金属を秘ひ密みつ裏に抜き取ることも可能だろう。

　行商人は雇やとわれの身なので、文句を言われても軽く脅おどせば簡単に口を噤つぐむ。

「へッ……ガキにしては賢かしこいじゃねぇか。確かに金になる話だが、ガキのお前一人だとどうしようもならない話だろうからなぁ？」

「そ、その……話を持ってきたから、少しでいいので分け前をください……」

「ああ、お前も働いたら分け前をやるよ」

　先ほどとは打って変わり、上じよう機き嫌げんな様子でグルードが軽く手を叩たたく。

「オレたちが行商人の馬車を止めている間に、子供のお前が荷台に潜もぐり込んで荷物の中に紛れている金目の物を漁って盗ぬすみ出せ。その一部をお前にくれてやるよ」

「い、いいんですか……？」

「当たり前じゃねぇか。俺おれたちと仕事をするって言うなら今後は仲間として大目に見てやるし、お前も残飯じゃなくてマシな飯を食えるようになって一石二鳥だろ？」

　そう、グルードは友好的に笑いながらカルツに対して話を持ち掛ける。

　しかし、彼の笑え顔がおは嘘によって塗り固かためられている。

　日々の食事に困らないという提案は、飢うえた貧民の子供にとって魅み力りよく的てきなものだ。

　そして力を持たない子供にとって『仲間がいる』というのは心の拠より所どころにもなるため、仲間として認めるというグルードの話に乗った子供たちは数えきれないほどいた。

　だが――そんな子供たちをグルードは何度も利用し、最後には使い捨てた。

　ある時は自身の罪を被かぶせ、憲兵に金を握らせて身代わりに子供を投とう獄ごくさせた。

　仕事に失敗した時には、腹いせに暴力を振るって小さな命の灯とも火しびを消したこともあった。

　使い物にならないと見た時は、貴族たちに玩具おもちやとして売り飛ばした。

　つまり――

「――それなら、僕も頑がん張ばって仕事をさせていただきます」

　こちらが利用したところで、一いつ切さい良心が痛まない相手ということだ。
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　陽が落ちて帝都が静まり返ったところで、カルツたちは関所へと向かった。

　グルードが憲兵たちと軽く言葉を交かわしたところで……憲兵たちは制服を着き替がえ、その手に金を握り締しめながら詰つめ所しよを出て街中に姿を消して行った。

「カルツ、てめぇは外で行商人の顔を確認しろ。取引をしたって商人の顔を確認したら合図を出して、俺たちが憲兵として止めている間に荷台を漁って金目の物を見つけてこい」

「はい、頑張りますっ！」

　子供らしく笑顔を見せてから、カルツは詰所の外で馬車が来るのを待った。

　該がい当とうする行商人の馬車が通る時間は、前回の人生で調べて把は握あくしている。

　そして前回はグルードたちの関与がなく、馬車は問題なく関所を通過していた。

　だが――今回は別の道を辿たどってもらうことになる。

「……馬車が来ました。僕は物もの陰かげに入っておきます」

　詰所のドアを叩き、伝言を残してからカルツは暗がりに身を潜ひそめる。

　そして……しばらくしてから、一台の馬車が関所に向かってきた。

　二頭立ての大型馬車。

　御ぎよ者しやの背後に見える荷台は幌ほろによって覆おおい隠かくされているだけでなく、周囲を囲っている壁かべには魔法による厳重な保護と防護が掛けられている。

　その馬車が関所へと近づいたところで、憲兵に扮したグルードたちが立ち塞ふさがった。

「止まれッ!!　通行の前に荷台の中について確認させてもらうッ!!」

　その言葉を聞いて顔を覆っている御者は馬車を止めた。

「……何を言っている。事前に話は通してあるはずだ」

「我々は憲兵として荷台の中を確認するだけだッ！　ただし我々の業務に抵てい抗こうするのであれば、帝国法に則のつとり然しかるべき処しよ罰ばつを与あたえることも辞さないッ!!」

　グルードが慣れた様子で言葉を並べ立てる。

　それが『本物』の行商人なら、その言葉と態度を見て荷台を素直に開けていただろう。

　しかし――

「お前たちの所属を言ってみろ」

　御者の一人が声音を低くし、覆われた外がい套とうの下から鋭するどい眼光を向ける。

　しかし、グルードたちも退ひく様子は見せない。

「こちらの所属を明かす必要はないッ!!　応じない場合は処罰対象と見なすぞッ!!」

　帝国の憲兵隊は貴族に次ぐ権力を有している。

　だからこそ、ただの行商人であれば強気に出ればいいと思っているのだろう。

　だが――目の前の男が何者なのか、グルードは気づいていない。

「こちらの要求に応えないのであれば処罰を――」

「処罰？　それを受けるのはお前たちだ」

　冷れい徹てつな言葉と共に――男は懐ふところから短たん銃じゆうを取り出した。

　精せい緻ちな意い匠しようが施ほどこされた、大きな紅玉が嵌はめこまれている短銃。

　その装そう飾しよく銃じゆうを持つ者は、特定の一派に属する者たちが所有するものだ。

　過去に錬れん金きん術じゆつと呼ばれていた技術を魔法理論に組み込んだ家門。

　その中で至高の物質と語られる『賢けん者じやの石』を象しよう徴ちようとして掲げる家門の者たち――




「――錬金魔法を司つかさどる公爵家、『オルナメント』の派閥に属する者を止めたのだからな」




　その言葉にグルードたちが反応するよりも早く、男は短銃の引き金を引く。

　直後――地面が大きく鳴動して姿を形成していった。

『岩石の巨きよ人じん』

　そう称しようするべき歪いびつな岩がん塊かいが、グルードたちの身体を拘こう束そくして掴つかんでいた。

「なッ――なんで、魔法士が馬車に乗って――ッ!?」

「質問をするのはこちらだ。お前たちは憲兵ではないな」

「そ、そうだッ！　オレたちはサマニエル一派の貴族が裏金を持ち出そうとしているって話を聞いて、憲兵を買収してそいつから金を巻き上げようとしただけだッ!!」

「……我々と対立しているサマニエルか。それならばお前の本来の所属を言え」

「裏にいるのはコーリア家だッ！　オルナメントの派閥に属する家門だろッ!?」

「コーリア……なるほど、末まつ端たんに属している家名の一つとして聞き覚えがあるな」

「知らずに引き留めたのは謝罪するッ!!　だから殺さないでくれよッ!!」

　涙を流しながら懇こん願がんするグルードの声が周囲に響ひびき渡る。

　その騒さわぎを聞きつけて、徐じよ々じよに周囲の人々が何事かと窓から顔を覗かせ始めていた。

　周囲の様子を見て、魔法士の男が軽く舌打ちをしてからグルードに告げる。

「いいだろう、末端とはいえ派閥に属する者たちを殺すつもりはない」

「あッ、ありがとうございま――」

「だが、お前はコーリア家に雇われている末端以下の人間なのだろう？」

　そう、口を裂さくように男は笑みを浮かべてから――

「――それならば、ゴミらしく相応の報むくいを受けろ」

　男の言葉に従って、巨人の指がグルードの片足を握り潰つぶした。

「ああああああああああああああああアアアアアアアアアアアッッッ!!」

　グルードと仲間の絶ぜつ叫きようが、静まり返った帝都に響き渡った。

　その絶叫を耳にして、駆けつけた本物の憲兵たちが男を取り囲んでいく。

「な、何事だッ!?」

「私はオルナメント公爵家に仕える、ジェイド家のフィデルだ。所用にて関所を抜けようとしたところ、憲兵に扮した者たちに襲おそわれたので防衛のために対処した」

　外套の男――フィデルが淡たん々たんと告げると、憲兵たちは慌あわてた様子で敬礼を向ける。

「し、失礼しましたッ!!　ジェイド卿きようの手を煩わずらわせてしまっただけでなく、我ら憲兵隊の不始末によって多大な迷めい惑わくを――」

「そちらについては構わない。賊ぞくについては足を潰して動けないようにしておいた。応急処しよ置ちを施した後に素す性じようの詳細や動機などを尋じん問もんするといい」

「ハッ！　ご協力感謝致いたしますッ!!」

「貴族であり魔法士としての責務を果たしたまでだ。これで私は失礼する」

　それだけを言い残し、フィデルは御ぎよ者しや台だいに乗って帝都の外へと向かって行った。

　帝国において、貴族だけに扱うことが許された『魔法』という技術。

　魔法という絶対的な能力によって、強大な権力を有する『魔法士』という存在。

　単身で他国の部隊や軍隊に対処できる能力を持ち、神樹帝国アルブサージュという国を大陸最大の国家に至らしめて今も支え続けている帝国の象徴。

　そんな魔法士こそが――カルツが今後立ち向かうことになる『敵』だ。

　しかし、ただの貧民の子供でしかないカルツでは相手にならない。

　先ほどのグルードたちと同じように、一息で握り潰されるだろう。

　だが――

「――囮おとりとしては上々の働きだったな」

　腕うでに薬くすり瓶びんを抱えながら、カルツは薄暗い路地から動向を見守っていた。

　カルツの目的は貴族が運ぼうとしていた金を奪うばうことではない。

　子供たちを食い物にしていたグルードたちに制裁を加えるためでもない。

　あの馬車に積まれていたのは、研究用の薬やく剤ざいと『特別な試料』だ。

　それらを盗み出し、ある人物に使うのが目的だった。

　前提として、アルテシアを救い出すためには協力者が必要不可欠だ。

　しかし、貧民であるカルツの言葉に耳を傾かたむけてくれる者は誰だれ一ひと人りとしていない。

　だが……耳を傾けてくれる可能性のある人物が一人だけ帝都に存在している。

「――――ッ!!」

　そう記憶したルートを辿っていた時、視界の先に倒たおれている人ひと影かげが見えた。

　夜や闇あんに紛れる漆しつ黒こくの外套をまとった茶ちや髪ぱつの女性。

　その女性の表情は大きく歪ゆがんでおり、口の端からは血が流れている。

　それだけでなく……彼女が横たわる場所には、大きな血ち溜だまりができていた。

　おそらく致ち命めい傷しようを負いながらも、先ほどの騒ぎを利用して逃とう亡ぼうしてきたのだろう。

　そんな彼女に対して――

「――まだ息はあるか、ルチア・ディーネス」

　カルツが名前を呼ぶと、倒れていた女性が僅かに顔を上げた。

「な、んで……？」

「僕が君の名前を知っている理由は後だ。今はここから逃げる必要がある」

「だ、め……戻ってくる前に、あなたは逃げなさい……ッ!!」

　荒あらい息と共にルチアが首を横に振る。

　先ほどの騒ぎによって一時的に姿をくらましたようだが、彼女に危害を加えた者たちは再び彼女を見つけて確実に息の根を止めに戻ってくる。

　彼女の傍にいれば、目もく撃げき者しやであるカルツの命も躊躇ためらいなく奪うだろう。

　しかし――

「君を置いて逃げるのなら、僕は最初からここには来ていない」

　笑みを浮かべながら、カルツは鉄管を手に取って配管の隙すき間まに差し込む。

　関所のある帝都の外周部は『帝国内にいる貧民や難民の数を減らす』という名目で区画整理が実じつ施しされ、集合住宅がいくつも急造された区画だった。

　しかし、その開発計画に割り当てられた資金は少ない。

　そのため建造や住居設備のコストを下げる目的で、一つの大型魔ま導どう炉ろから水道や電力関係の設備に繋ぎ、そこから大型の配管を各住居に張り巡めぐらせている。

　その全てがカルツの頭には入っている。

「――僕は、君を確実に救い出すために来たんだ」

　バギンッと鉄が歪んで曲がる音が路地裏に響いた直後、歪んだ箇か所しよから勢いよく蒸気が噴ふん出しゆつし、白はく煙えんと熱気が周囲に大きく広がった。

　カルツが今破は壊かいしたのは電力関係の配管だ。

　魔導炉によって熱された水を蒸気に変え、周辺一帯の住居に電力を供給している。

　それらを壊こわした意図は――

「なんだッ!?　いきなり電気が消えたじゃねぇかッ!!」

「おいッ！　向こうの配管から煙けむりが出てるぞッ!?」

「ちょっとッ！　誰でもいいから早く憲兵とか呼んできてッ！」

　異常を察したことで、周辺の住民たちが苛いら立だち混じりに窓から顔を覗かせる。

　この騒ぎによって、通報を受けた憲兵たちが現場へとやってくる。

　襲しゆう撃げき者しやたちの目的は彼かの女じよを秘密裏に葬ほうむることだ。

　そして……前回の人生で、彼女は誰に知られることもなく闇の中に葬られた。

　だが、騒そう動どうによって人目がある状況では近寄ることができなくなる。

　そのまま蒸気と喧けん騒そうに紛れ、カルツは下水道の蓋ふたを開けて女性と共に滑すべり込む。

「ッ……想定していたとはいえ、子供の身体だと余計に重く感じるな……ッ」

　引きずるようにして女性の身体を運びながら、カルツは下水道の奥おくへと向かっていく。

　地下の水路図は前回の人生で頭に叩き込んである。

　その記憶を頼たよりにカルツは作業路を進んで行き……開けた場所に出たところで、担かついでいたルチアを地面に横たわらせた。

「……ルチア・ディーネス、君なら自分の状況を既に理解しているはずだ」

　カルツが呼びかけると、女性がゆっくりと目を開ける。

　しかし、その瞳は既に焦しよう点てんが合っていない。

　貫つらぬかれた腹部からは今も止めどなく血が流れている。

「私は、いいから……このことを他の子たちに伝えないといけないの……ッ」

　気力を振り絞しぼるように彼女は首のチョーカーを引き千切る。

　そこにはおそらく、仲間たちの情報や緊きん急きゆう時の連れん絡らく手段が記されているのだろう。

「あの子たちを、死なせるわけにはいかないから……ッ!!」

　自身の死が迫せまっているというのに、今も仲間の身を案じている。

　その姿を見つめながら――カルツは静かに首を振った。

「それは君自身の言葉で伝えるべきことだ」

「あなた……なにを、言って――」

「僕なら君を助けることができる」

　言葉を返しながら、カルツは鞄かばんの中から廃はい材ざいで作った粗そ末まつな器具と薬瓶を取り出す。




「だから――君の命を僕に預けてくれ」




　そう告げた直後、彼女は眠ねむるようにして静かに目を閉じた。
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　数時間後。

　太陽が昇のぼり始めたところで、カルツは外に出て周囲の様子を窺った。

　彼女が寝ねている間に地下へと続く道も確認したが、付近に侵しん入にゆうされた形けい跡せきは無かった。

　そして――

「――――ん、ぅ」

　自分の寝ね床どこから持ってきた毛布を掛かけたところで、小さな呻うめき声が上がった。

「目が覚めたようで何よりだ、ルチア・ディーネス」

「私……どうして、生きて……」

「その質問には、君が自分の姿を確認した後に答えよう」

　そう言って、カルツは眼前に流れている水道を指さして促うながす。

　まだ意識がはっきりしていないのか、彼女は緩かん慢まんな動作で水を覗き込み――

「――――え？」

　映し出された自分の姿を見た瞬間、覚かく醒せいしたように目を見開いた。

　煌きらびやかに輝かがやく金色の髪。

　自身の姿を映している、淡あわい桃もも色いろの輝きを放つ瞳。

　しかし、彼女に起こった変化はそれだけではない。

「なんで、私の昔の姿が映ってるの……？」

　その顔立ちは昨日と比べて幼くなっていた。

　おそらく十六歳さい程度といったところで、少なくとも女性というよりは少女と呼ぶのが相応ふさわしい顔立ちと言えるだろう。

「君の髪と瞳の色が変わったが、それが昔の姿ということでいいのか」

「え、まぁ……仕事をする前はこんな感じだったけど……」

「それなら問題ない。傷が治癒する際の副作用は知っていたが、容姿まで大きく変わったから想定していない影えい響きようがあったのかもしれないと思ってな」

「治癒って……あなた、私の身体に何をしたの？」

「薬を投とう与よした」

「薬――ッ!?」

「今から詳細を説明する。少なくとも命の危険はないから話を聞いてくれ」

　困こん惑わくと警戒の色を見せたルチアを落ち着かせるため、カルツは淡々と静かに語る。

「君に投与したのは、『不完全なエリクシル』という薬物だ」

「……なによ、それ？」

「エリクシルは錬れん金きん魔法の中で『万ばん能のうの霊れい薬やく』と語かたり継つがれる伝説の存在だ」

　飲めば不老不死となり、如い何かなる病であろうとも完治させ、その傷を瞬しゆん時じに癒いやし、永遠の命を得ることができるという伝説の霊薬がある。

　それを錬金魔法では『賢者の石』と並ぶ至高の霊薬とし、生成という偉い業ぎようの功績と永遠の命を求めて、過去に錬金術師と呼ばれた者たちが研究を行ってきたという歴史がある。

　だが、その逸いつ話わは伝説でしかなかった。

「その薬は病や傷を治癒する力はあるが、代わりに服用者の寿じゆ命みようを削けずるものだ」

「……寿命を削る？」

「人体を構成する物質を無理やり超ちよう活かつ性せいさせた結果によって起こっているということだ。それによって傷病は一瞬で治癒し、少量を服用することで老化の進行だけでなく若返りの効能も見られたが……服用者たちは例外なく『老ろう衰すい』で死亡している」

　当初、本物のエリクシル生成に成功したと関係者たちは歓かん喜きした。

　しかし……伝説の再現という偉業によって目が曇くもったのか、寿命が犠ぎ牲せいになっているという副作用を見落とす結果となり、「永遠の命を手に入れることができる」という謳うたい文もん句くに踊おどらされた多くの服用者たちが『老衰』によって命を落とした。

　だからこそ、その薬物は『不完全なエリクシル』と称された。

「君の傷の具合と年齢の逆行具合から、十年ほど寿命が短くなったと見ていい。事前に承しよう諾だくもなく薬を投与したことについては改めて謝罪する」

「まぁ……その話が本当だったら私は昨日の内に死んでいたんだろうし、あんまり長生きできるような人生を送ってないから、寿命が削られたって言われても気にしないけどさ」

「それに追われている身でもあるからな。まさか向こうも追っている人間が若返って、子供の姿になっているとは思わないだろう？」

　副作用による容姿の逆行も、カルツの想定には組み込こまれている。

　魔ま法ほうを用いれば、容姿を別人のように変えるということは可能だ。

　しかし、殺害対象が魔法以外の方法で若返って子供の姿になっているとは想定しない。

「君について深く知っている者でも、『本来の姿』まで変わったと考える者はいないはずだ。水路に逃にげ込んだことを想定して遺体の捜そう索さくはするだろうが、明日は大雨によって水量が増して、最終的に遺体は流されたと判断されて調査を中断する」

「……あんた、何者なわけ？」

「疑問には全て答えるつもりだ。だから僕ぼくを信用して欲ほしい」

「それは内容次し第だいってやつかしらね」

　子供が相手だろうと、警戒を緩ゆるめることなくルチアは言う。

　そんな相手に対して、カルツは今から自身の境きよう遇ぐうについて語らなくてはいけない。

「僕は――十七年後の未来から、記憶と意識を持って過去に戻ってきた人間だ」

　未来の記憶と意識を持って『回帰』してきた人間。

　そんな荒こう唐とう無む稽けいな話を信じる人間は皆かい無むと言っていい。

　だが――彼女ならば、その話を理解することができる。

「……まさか、あんたアイゼンフッドの関係者なの？」

　ルチアが目を見開きながら言う。

　神樹帝てい国こくアルブサージュには、六つの公こう爵しやく家が存在している。

　精せい霊れい魔ま法ほう、神聖魔法、召しよう喚かん魔法、錬金魔法、付ふ与よ魔法、呪じゆ詛そ魔法。

　それら六種の魔法の始祖であり、現行の魔法体系の頂点に君臨する家門であり、長い帝国の歴史における栄えい華がと繁はん栄えいに大きく貢こう献けんしてきた象しよう徴ちよう的てきな家門として、帝国だけに留とどまらず大陸中に名が知れ渡わたっている高名な家門たち。

　それが現在の帝国における『六大公爵家』だ。

　だが――その中に『アイゼンフッド公爵家』は存在していない。

　その名は三百年前に公から忘れ去られてしまった。

「……アイゼンフッド公爵家は三百年前に領地や家臣、それに公爵家としての権限も全て失って没落したはずよ。その後も当主であるアルテシアだけを残して、家臣などを持つことは禁じられ、帝都内から出ることさえ許されていないって聞いてるけど？」

「そこまで調べ上げたということは、だいぶ深くまで潜り込んでいたみたいだな」

「それが私の本業だもの。だから――あんたの言葉を無視できない」

　過去に回帰してきたという事実。

　それが『事実である』という可能性をルチアは否定できない。




「なにせ――アルテシア・アイゼンフッドは『時』を操あやつる存在なんだから」




『魔法』は長い年月によって培つちかわれた知識によって確立された理論を基き礎そとし、技術体系化して貴族位を持つ者たちの間で継けい承しようされている秘術だ。

　しかし、その中で先天的に魔法と近しい『異能』を宿す者たちがいた。

　アイゼンフッド公爵家は自分たちの異能を『固有魔法』と名付け、その異能によって多くの武ぶ勲くんを立てたことで、当時の皇こう帝ていから七番目の公爵家として名乗ることを許された。

　それほどまでに、『固有魔法』は世界の理ことわりを超ちよう越えつした力だった。

「アルテシア・アイゼンフッドは自身の固有魔法を使って三百年前から肉体年齢を止めている。そうして実際に三百年の時を生きている以上……その『時』を操る固有魔法を使えば、あんたを未来から過去に送り込むことも不可能じゃないでしょうしね」

「理解が早くて助かる。公爵家について調べていた君なら、僕の突とつ拍ぴよう子しのない言葉についても耳を傾けてくれるだろうと踏ふんでいたからな」

「……そこまで確信を持っているなら、私の目的も知っているってことよね？」

「ああ。『徐々に魔力が欠けつ乏ぼうしていく病の原因究明』だろう？」

　そこでようやく、ルチアが僅わずかに眉まゆを動かした。

「その病に罹かかっているのは君の後こう援えん者しやであり、依い頼らい主ぬしでもある人間の孫まご娘むすめだ。不調を訴えた際に著いちじるしく魔力が減少していることが確認されている。その後の経過では当人が持つ魔力総量まで減少し、その後も回復することなく緩やかに減少し続けている――」

「はぁ……こりゃ本当に全部知っているみたいねぇ……」

　溜ため息いき混じりに答えてから、ルチアは表情を改めた。

「それで、どうしてアイゼンフッドの人間が私を助けたってのよ？」

「アルテシア様にも同様の症しよう状じようが出ている」

「…………え？」

「そして七年後には魔力が完全に尽つきて死ぬ」

「ちょ、ちょっと待って……彼女は自分の魔法で肉体の時を止めているんでしょう？」

「そうだ。本来なら病に罹ることはない。そして過去には『皇帝の絶対守護者』とも称されていたアイゼンフッドの人間を凌駕するのは一国を落とすよりも困難なことだ」

　先天的、後天的に発現した異能を『固有魔法』として名付けて象徴とし、他の六大公爵家とは異なる魔法体系によって強大な能力を保有していた家門。

　アルテシアの『時』を始め、無から有を生み出す『創成』、既き存そん法則を無視した空間を作り出す『異界』など、その力は全ての公爵家を凌駕したと語り継がれている。

　皇帝に忠誠を誓ちかい、和平のために力を振ふるう絶対守護者。

　そんな強大な力を持ち、殺すことさえ叶わない存在だったからこそ――




「――だから、アルテシア様は六大公爵家が生み出した『魔法』によって謀ぼう殺さつされた」




　カルツが告げた瞬間、その意味を理解したルチアが目を見開いた。

「……つまり、六大公爵家が結けつ託たくしているってこと？」

「そうだ。帝国の象徴である『世界樹』の魔力を利用し、各魔法分野に精通した六大公爵家が知識を集約して創り上げた魔法……それが魔力枯こ渇かつを引き起こす病の正体だ」

　無意識の内に、カルツは強く拳こぶしを握り締める。

「最初の一年は何もなかった。二年後には軽い運動をすると頻ひん繁ぱんに息を切らすようになった。三年後には散歩をした直後に倒れ、四年後には屋や敷しきの中から出ることさえままならなくなった。五年後には屋敷の中でも半日程度しか活動することができなくなり、六年後にはベッドの上で過ごすようになり――そして、七年目に彼女は息を引き取った」

　感情を押おし殺しながら、アルテシアの辿った末路を語る。

　そして、緊きん張ちようを解くように深く息を吐はいた。

「彼女の死後は地じ獄ごくだった。その魔法は『世界樹の呪のろい』という原因不明の奇き病びようとして流行し、一いつ般ぱん人じんだけでなく他国の重じゆう鎮ちんたちからも死者が出た。その状じよう況きようで六大公爵家は原因の究明と対処法を発見し、この世界において圧あつ倒とう的てきに優位な立場を築いた」

　それは筋書きどおりだったのだろう。

　アルテシアの死後に『世界樹の呪い』は流行したが、その原因が解明されるまでの流れは異様なほどに迅じん速そくだった。

　実際に流行から一年足らずで『世界樹の呪い』は終息して帝国民は被ひ害がいを免まぬがれたが、罹り患かんした他国の重鎮たちは自身や自国の民を救うために苦く渋じゆうの選択を迫られた。

「治ち療りよう法ほうの開示を条件に、六大公爵家は他国に対して一方的な条約を結んで支配下に置いた。その頃ころには『世界樹』の管理を担になう立場にあるアルブサージュ皇帝は責任を追つい及きゆうされて権限を剥奪され、代わりに実権を握った六大公爵家が我わが物もの顔がおで大陸全土を支配した」

　以前の人生で辿ることになった未来。

　そうして、たった十年という短い歳さい月げつで大陸全土は六大公爵家の手に堕おちた。

「君が殺されたのは公爵家の周辺について嗅かぎ回っていたからだ。六大公爵家が魔法の試用実験を終えて、アルテシア様に魔法を掛けた直後だから警けい戒かいを強めていたんだろう」

「……その試用実験っていうのは？」

「君の依い頼らい者しやの孫娘を含ふくめた五名だ。『世界樹の呪い』は体内の魔力総量によって進行が異なるから、六大公爵家は対象を選定して意図的に病を発はつ症しようさせて経過観察を行っていたという経けい緯いがある。発症時期は全員が半年前、その内の三名は現時点で死亡している」

「……あんたは、その治ち療りよう方法を知っているってことよね？」

「手順と条件は全て把握している。しかし今の僕では何もできないのが現状だ」

　今のカルツは何も持たない貧ひん民みんでしかない。

　どれだけ知識と情報があろうと、それを為なすための武力と人間が足りない。

「僕はアルテシア様を救うため、全てを捧ささげて過去に戻もどってきた」

　アルテシアの亡なき後、十年という歳月を懸かけて悲願を果たす計画を立てた。

「アルテシア・アイゼンフッドという崇すう高こうな人間が犠牲となり、邪じや悪あくな思おも惑わくと私欲に塗まみれた公爵家たちが大陸を支配する未来を回かい避ひしたかった」

　そう、カルツは拳から血を流しながらルチアに向かって告げる。

「だから――僕に力を貸してくれ、ルチア・ディーネス」

　ルチアに向かって、深く頭を下げながらカルツは請せい願がんする。

　そんなカルツの言葉に対して、ルチアはしばらく沈ちん黙もくしてから――

　ぽんぽんと、カルツの頭を撫なで回していた。

「……何をしているんだ？」

「いやぁ……なんか見た目が子供だから思わず撫でたくなっちゃって」

「……見た目が子供というだけで、僕の実じつ年ねん齢れいは二十七歳だ」

「おー、それなら私と歳も近いじゃん。ちょっと親近感」

　嬉うれしそうに軽く頭を叩いてから、ルチアは笑えみを浮うかべた。

「それと……あんたの大切な人を救いたいっていう気持ちとか、その目的を絶対に果たしたいって意志とかは私も分かるからさ」

　血が滴したたっているカルツの手を解きながらルチアは言う。

「あんたの名前は？」

「カルツだ。前世ではアイゼンフッドの使用人だった」

「オッケー。私たちの利害は一いつ致ちしてるし、あんたには命を救われた恩もある。だから私は『友人』として色々と手助けしてあげる」

　そう、桃色の瞳ひとみを輝かせながら笑う。




「――だから、私を上う手まく使ってちょうだいね？」







三話







　前回の人生で、カルツはアイゼンフッドの使用人として過ごしていた。

　だが、実際の使用人とは少しだけ違ちがうものだったと今にして思う。

　その理由は――

「――カルツ、お勉強をしましょう」

　どさりと大量の本を用意しながら、アルテシアは言った。

「最初は文字の読み書きから始めるわ」

「すみません、読み書きすらできなくて――うあっ」

「謝あやまるのは禁止、いいわね？」

　そう言って、アルテシアは指先でカルツの頬ほおをツンツンと突つついてきた。

　アルテシアは何か指し摘てきする時、必ずカルツの頬を突いてきた。

　最初はアルテシアの癖くせだと思っていたが、これも今なら意味が分かる。

　カルツは貧民として他者から虐しいたげられて過ごしてきた。

　それこそ頭を撫でるために上げた手に対して、「殴なぐられる」と思って身構えてしまうような生活を送ってきたのだ。

　そんな境遇を理解していたからこそ、アルテシアはなるべくカルツが恐きよう怖ふ心しんを抱いだかないようにと考えて「頬を突く」という形を取ったのだろう。

「最初は誰だれだって何も知らないわ。赤子に文字を読めと言う人間なんていないもの」

「だけど……普ふ通つうの十歳なら、文字の読み書きはできると思います」

「そんなことはないわ。以前と比べて平民の識字率や就学率は上がっているけれど、あなたと同じくらいの年ねん齢れいでも文字の読み書きができない人間はいる。それでも仕事や生活はできるけれど、世の中は知識や学がないと損をすることが多いようにできているの」

「……そうなんですか？」

「ええ。たとえば、あなたにパンを売ってくれる人がいたら買うわよね？」

「それは……お金があったら買うと思います」

「それじゃ、『おにぎり』を売ってくれるという人がいたらどうするかしら？」

「えっと……それってなんですか？」

「お米を手で握にぎり固めた携けい行こう食しよくで、東方の島国ではパンと同じように食べられている物よ。だけどカルツは食べ物と知らなかったから、きっとパンを買ってしまうでしょうね」

「……食べ物じゃなかったらお金がもったいないので、たぶんそうすると思います」

「それと同じようなことが世の中では日常的に起こるわ。パンの相場を知っていれば安いパンを選ぶことができる。パンよりも栄養があって安い物を知っていれば別の食べ物を選ぶことができる。これらはパン以外にも当てはまって、『知らないことで損をする』ことを避さけ、『知っていたら得をする』ことに知識や勉学は役立つのよ」

　無知なカルツに対して、アルテシアは分かりやすく十の意味を添そえて答えてくれた。

「その中で文字や言葉の意味を知ることは多くの場面で役立つわ。カルツは今まで帝てい都との外に出たことがあるかしら？」

「いえ……一回もないです」

「この世界は広くて大きいから、帝都を出ても分からないことが多いわ。だけど他人が記した本を読めば文字から外の情報を知ることができる。その著者が『海』というものを詳しよう細さいに記していて、記した言葉の意味を知っていれば想像することができる。想像することができれば後で『海』の写真を見た時に『海』であると認にん知ちできる。そうして知識と知識を繋つないで掛け合わせれば、また新たな知識を増やして蓄たくわえることができるの」

　そこまで言い終えたところで、アルテシアはペンを手て渡わたしてきた。

「そうして蓄えた知識は、必ずあなたを助ける『力』になってくれるわ」

　そう微笑ほほえみながら言うアルテシアに対して、カルツは頷うなずいてペンを取った。

「……はい。やったことないですけど、頑がん張ばってみます」

「良い子ね。頑張って勉強したら何かご褒ほう美びもあげましょう」

「……ご褒美ですか？」

「そうね……今日は何も用意していないから、私がたくさんカルツのことを褒ほめてあげようかしら。いっぱい頭を撫でてあげたりとか」

「それはいいです」

「どうして拒きよ否ひするのよ」

「それは子供みたいで恥はずかしいので……」

「十歳だから子供でしょう。それに言葉だけで褒められるより、頭を撫でられたり抱きしめられたりすると、頑張った実感や達成感を強く認にん識しきできて自信や向上心に繋がるのよ」

　そうアルテシアは両手を広げながら理り屈くつっぽいことを言っていた。

　そこで拒否してしまったことがきっかけで、アルテシアは勉強の成果を確かく認にんすると褒めながら頭を撫でたり、抱きしめたりするようになったのだと今にして思う。

　そうしてアルテシアが褒めながら自分のことのように喜んでくれてたからこそ、カルツ自身も嬉しいと感じるようになり、その後も勉学に励はげむことができた。

　それが習慣となったから、知識を得るという楽しさも早い段階で理解できた。

　だが……もしかしたら、その頃には何かを意識していたのかもしれない。




　そうして培った『力』で、アルテシアのことを助けたいのだと。




◇




　ルチアと協力関係を結んだ後。

　カルツたちは帝都にある宿屋の一室を借りて身を置いていた。

「――なるほど、それでアルテシア様を助けるために過去へ戻ってきたと」

　改めて事情を説明したところで、ルチアが納なつ得とくしたように大きく頷く。

「だけど、その時には既すでにアルテシア様は亡くなっていたんでしょ？　どうやってカルツは過去に戻ってきたわけ？」

「アイゼンフッドには家門を確実に存続させる措置として、意図的に固有魔法の発現を促す方法であったり、当主が不ふ慮りよの事故で亡くなった際には後こう継けい者しやに当主の固有魔法を継承するといった術法を確立しているんだ」

　そう答えながら、カルツは自身の手を見つめる。

「その方法を使って、僕はアルテシア様の固有魔法を継承して過去に回帰したわけだ」

「ほえー、つまり今はアルテシア様と同じ魔法を持ってるってこと？」

「それは過去に回帰した時点で失われている。それに固有魔法の完全継承を行うことができるのはアイゼンフッドの血統だけで、僕では一度の回帰が限界だった」

「うーん……それなら、失敗した時に今回も継承してもらうってのは？」

「それもできない。『回帰』という方法で過去に戻れたとしても、その魔法を行使する存在が持っている『時間』は戻らない」

「……えっと、分かりやすく言うと？」

「簡単に言えば、どんな物にも寿命があるという話だ」

　机に置かれていたペンを取り、カルツは手の内でくるくると器用に回す。

「ペンを使い続ければ、いずれペンの先は潰れてインクも尽きる。それは『回帰』を行ったとしても元には戻らない。だから無限に回帰することはできないということだ」

「んー……それじゃ、どうしてアルテシア様は三百年も魔法を使えてるの？」

「それもペンで例えるが、用よう途とによってインクの量が変わるといったところだ」

　適当な紙を引っ張り出し、そのまま机の上でペンを走らせる。

「肉体年齢を止めるのは、文字数で言えば数文字程度のインク量でしかない。それに対して過去への回帰は紙が埋うまる程度の文字数を必要として大量のインクを消費する」

「ふんふん。しかもインクだけじゃなくてペン先も長く消しよう耗もうすることになるから、回帰すると消耗とか負担も普ふ段だんより大きいみたいな？」

「そういうことだ。それに『時』を操ると言えば超ちよう越えつ的てきな能力に聞こえるが、何事に対しても万能というわけじゃない。『対象の時を止める』といった単純なものは消耗も少ないが、過去に干かん渉しようして遡さかのぼるといった複数の工程を必要とする場合は多くの寿命を消費する」

「なるほどねぇ……なんで魔力が失われているって分かった時に回帰しなかったんだろうって思ったけど、そういう色んな制約があったわけか」

　実際、その制約が無ければアルテシア自身が回帰するという方法もあっただろう。

　だが……アルテシアには、その手段を取ることさえできなかった。

　取ることができない理由があった。

「ところで気になったんだけどさ」

「なんだ」

「その魔法で回帰してきたカルツも寿命が大きく減ったってことでしょ？」

「そうだな。だがアルテシア様を救えるなら些さ事じでしかない」

「ふーん……良い覚かく悟ごしてるじゃん。そういうの私は好きだよ？」

　そう言いながら、ルチアがニコニコと笑いながらカルツの頭を撫でてくる。

　その手を軽く払はらい除のけてから、カルツはじとりと視線を向ける。

「ところで……地下水道の時から気になっていたが、なんで非常用の服がそれなんだ」

　ルチアが非常用に備えていた衣服。

　それは――メイドの給きゆう仕じ服だった。

　しかし、ルチアがサイドテールを揺ゆらしながら頬を膨ふくらませる。

「帝都だと一番便利なんだって。この格好だったら貴族たちの多い中心地にいても怪あやしまれないし、潜せん入にゆうする時も紛まぎれ込みやすい。ちゃんと理に適かなってるんだから」

　確かにルチアが着ているメイド服はどこか伝統的というか、大きな特とく徴ちようが見当たらない当たり障さわりのない意い匠しようをしている。

　一部の貴族は使用人たちに専用の意匠を施ほどこして権けん威いや所属を示したりするが、その数は決して多いものではなく、貴族たちの屋敷や店てん舗ぽが多い中心地に溶とけ込めるだろう。

「……まぁいい。君にはそういった格好をしてもらうつもりだったしな」

「え……もしかして、メイド服が好きとかって趣しゆ味み？」

「やめろ、僕に変なイメージを付けるな」

「だって買って来いって言われた服もそんな感じだったしさ」

　悪びれた様子もなく、ルチアはひょいと紙かみ袋ぶくろを掲かかげて見せる。

　それはルチアに買ってくるように指示したカルツの衣服だ。

「子供用の紳しん士し服ふく一式ってことは……つまり、メイドのお姉さんとお坊ぼつちゃんっていう感じのプレイをするってことじゃないの？」

「語ご弊へいのある言い方をするんじゃない」

「だって地下水道で私の服を剥はいでたじゃん。だからそういう目的も多少あるのかなって一応考こう慮りよしておいたんだけど」

「考慮するな。君の服を脱ぬがして毛布を掛けておいたのは、追手に見つかって衣服で正体を特定されないためだ。それ以上の理由はない」

　そうカルツが不ふ貞て腐くされたように答えると、ルチアが目を細めながらにまりと笑う。

「ははぁーん……なるほど、もしや童どう貞ていね？」

「君は余計なことを言わないと死ぬ病気なのか」

「別に恥ずかしがらなくてもいいでしょ。なんだったら命助けてもらってるし、お姉さんが人ひと肌はだ脱ぬいで筆下ろし手伝ってあげようか？」

「いいだろう。今後君については病人だと思って接しようじゃないか」
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「はいはい冗じよう談だんだってば。まぁ対象に近づくためにハニートラップ仕し掛かける時もあったし、お礼としてそれくらいしてあげても構わな――あれ、でも今って身体からだが十代に戻ってるから私も処女なのか。身体は未経験なのに経験豊富ってなんか面おも白しろくない？」

「……もう面めん倒どうだから話を戻していいか」

「はいはいどーぞー」

　そうルチアは楽しげに笑いながら、リラックスした様子で足を組む。

　おそらくこちらが彼女の素の性格であり、少なからずカルツを信用して接してくれているということなのだろうが、何とも反応に困るので気き疲づかれしそうだ。

　そんな心情を振り払うように、カルツは軽く咳せき払ばらいをする。

「とりあえず、僕は貴族の子息で君は僕に付いているメイドっていう体ていで行動する。さすがに貧民の身分のままだと何もできないからな」

「そうねー。身なりとか服装ってのは相手に与あたえる印象に大きく影響してくるし」

　身分や立場の意味は大きい。

　貧民の子供の言葉など、誰も耳を傾かたむけることはない。

　しかし身なりが整っていて、貴族然とした子供の言葉であれば話は変わる。

　人々は多少なりとも耳を傾け、その話に信しん憑ぴよう性せいを抱くようになる。

　貴族の子息に扮ふんしたカルツが一人で出歩いていたら別の意味で怪しまれるだろうが、その傍そばにメイドとしてルチアがいれば周囲に怪しまれることもなく、「貴族の子息」という印象を相手に対して確実に植え付けることにも繋がる。

「そんじゃ、私は坊ぼっちゃんって呼んだ方が良さそうかな？」

「ああ、そうしてくれ」

「で、そっちは私のことを何て呼んでくれるの？」

「……呼び捨てにすればいいだろう？」

「ルチアお姉ちゃんとか呼んでみる？」

「却きやつ下かだ」

「だけど貴族の子供として甘あまやかされて育った世間知らずな子供っていう体でいくなら、メイドのことをお姉ちゃんって呼んで甘えるパターンもあるでしょ？」

「……そんな体ていではいくつもりはないから、妙みように具体的な例を出さなくていい」

　深々と溜息をついてからカルツは額に手を当てる。

「とりあえず、サイズを確かめるために一度着るから服を渡してくれ」

「……え、まさか今の状態で着るつもり？」

「今の状態って……ああ、いや確かにそうか」

　改めて自分の格好を見てからカルツは頷く。

　ただでさえ貧民として過ごしていてボロボロだというのに、地下水道を歩き回ったせいで酷ひどい有様だ。

　この状態で服を着れば、洗う手間が増えて二度手間だろう。

「それなら僕は一度身体を洗ってくる」

「オッケー。そんじゃ私も一いつ緒しよに入ってあげるね」

「そろそろ僕も怒おこるぞ」

「いやこれは真面目な理由だってば。貧民としての生活が長かったなら垢あかとか汚よごれも頑がん固こで落ちにくいし、自分じゃ見えないところが洗い切れなかったりして、些さ細さいなところから違い和わ感かんを持たれて相手に疑念材料を与えることになるよ？」

「……本当にまともな理由だったな」

「そりゃ理由があって提案してるし。あと私も匂においとか気になるからお風ふ呂ろ入りたい」

「それは別々に入れば済むだろう」

「貴族の子息として振る舞まうんでしょ？　そういった人間は他人に全ての世話を任せるし、普段からメイド相手に遠えん慮りよとか羞しゆう恥ち心しんを見せたら変に思われるでしょ」

　諜ちよう報ほう活動を行ってきた経験によるものか、ルチアが真面目な表情で助言してくる。

「ということで、素す直なおに洗われなさい」

「…………わかった、そこまで言うなら頼たのんだ」

「はい、素直になれて偉えらいわねー」

　仏ぶつ頂ちよう面づらを浮かべるカルツに対して、ルチアが笑いながら頭を撫で回してくる。




　しかし――それが間ま違ちがいだったかもしれないとカルツは後から思った。




「――いやー、なんか弟ができたみたいで少し楽しいなぁ」

　ルチアが上じよう機き嫌げんに鼻歌を口ずさみながら、カルツの頭をわしゃわしゃと洗い回す。

「さてカルツ坊っちゃん、痛いところとか痒かゆいところない？」

「…………問題ない」

「なんで不貞腐れてんのよ？」

「不貞腐れてるんじゃなくて、なるべく後ろを見ないように目を閉じてるんだ……」

　そう、疲つかれ切った表情で項うな垂だれながらカルツは椅い子すに座すわっていた。

「だから私は別に気にしないってば」

「僕が気にしているという事実を全力で無視しないでくれ」

「だいたい服を脱がせた時に私の裸はだかくらい見てるでしょ？」

「ちゃんと気き遣づかって見ないように配はい慮りよして脱がせたに決まってるだろう……」

「おー、身体には自信があったから少しくらい変なことされちゃってるかなーとか思ってたんだけど、ちゃんと紳しん士し的てきに扱あつかってくれるとか本当にイイ奴やつじゃん」

「感謝はいらないからタオルを巻いてくれ……」

「だって邪じや魔までしょ。私だって身体洗うんだし」

「君には女性としての羞恥心がないのか？」

「ない」

「二文字で即そく答とうするほどか……」

「そんじゃ頭にお湯流すから、そのまま目は閉じておいてねー」

　まるで子供に言い聞かせるように、ルチアが上からお湯を流してくる。その度に素す肌はだが触ふれ合ったり、明らかに豊かな胸が当たっている感かん触しよくがするので何とも居い心ごこ地ちが悪い。

「ほい頭はオッケー。次は身体洗っていくよ」

「絶対に背中以外は洗わなくていいからな……ッ!?」

「いや必死か。もしかしてお姉さんの裸に興奮しちゃってる最中？」

「誰がお姉さんだ。僕は見た目が子供というだけで、中身は二十七だと説明しただろう」

「私とそこまで変わらないじゃん。どちらにせよ見た目は私の方が上だし」

「そんなところに妙なこだわりを持ち始めないでくれ……」

「いやぁ、最初は十年前の身体に戻ったって言われて違和感あったけど、よく考えたら髪かみ艶つやが戻って肌もスベスベだと思ったらテンション上がってきちゃってさー」

「その若返りに免めんじて前だけは自分で洗わせてくれ……ッ!!」

「それは構わないけど、後でちゃんと洗えてるか前も含めて全部見るよ？」

「それは本気で言ってるのかッ!?」

「本当に用心深い奴なら下着や肌着の汚れまで確認するってことよ。あんまり駄だ々だこねてグダグダ言ってると、メイドとして夜の御ご奉ほう仕しを食くらわせるわよ」

　意味不明な脅おどし文句と共に、がっちりとルチアが身体を掴つかんでくる。

　もはや選せん択たくの余地はないようだった。

「もう好きにしていいから手早く済ませてくれ……」

「よろしい。そんじゃ洗っていくから痛かったら言ってねー」

　そうしてルチアに身体を洗われながら、カルツは全てを諦あきらめて再び深くうなだれた。




◇




　翌日。

　まともな寝ね床どこで疲ひ労ろうを回復してから、カルツたちは次の準備を進めていた。

「――よし、これで完かん璧ぺきっ！」

　手にハサミと櫛くしを持ちながら、ルチアが満足げな声を上げた。

　その言葉を聞いて、カルツはゆっくりと目を開けて鏡を見る。

　伸のばし放題だった髪は綺き麗れいな長さに切り揃そろえられており、整せい髪はつ料りようによって派手すぎない程度に形が整えられ、微かすかに柑かん橘きつ系けいの香こう油ゆの匂いが漂ただよってくる。

「これは……驚おどろいたな」

「ふふん、そうでしょ？　元の顔立ちが良いから流行の髪型に寄せるよりシンプルな方が似合うし、坊っちゃんが何かヘマしなければ完璧に騙だまし通せるってもんよ」

　自身の成果を見て、ルチアが誇ほこらしげに胸を反らす。

　カルツも前世で変装などは行っていたが、それらは全て独学だ。

　髪型や見た目、所作などによる印象や記き憶おくの残り方については意識していたが、指先の手入れや些細な匂いまで相手に与える印象が変わると説明された時には素直に感心した。

「あとはもう少し身長とか肉が付いてればよかったんだけどねぇ……」

「貧民の子供に無む茶ちや言わないでくれ」

「だって今の坊っちゃんの肉体年齢って十歳さいなんでしょ？　その割には小こ柄がらで軽すぎるし、相手によっては怪しまれそうなんだよねぇ……」

　元々カルツは貧民の子供の中でも小柄だった上に、日々の食事にさえ困る生活を送ってきたので発育に必要な栄養も足りていなかった。

　前回の人生でアルテシアに付いて行った時も、年齢を告げた時には「もっと小さい子だと思っていた」と驚かれたくらいだった。

「体格は直近まで病を患わずらっていて、適切な運動や食事ができなかったと説明するつもりだ。辺境のトリフェン伯はく爵しやく公子が同じ境遇で、前回の人生でも病が完治するまで屋敷外の人間に接せつ触しよくしていなかったから、足あし掛がかりまでの詐さ称しよう身分としても利用しやすい」

「おー、さすが坊っちゃんは用よう意い周しゆう到とうだねー」

「……待て、どうして褒めながら僕の身体を抱かかえ上げた」

「抱っこしやすい大きさと軽さだったもんで」

「そんな理由で軽けい率そつに抱え上げないでくれ……」

　ひょいとルチアに抱えられ、カルツは不満そうに眉をしかめる。

　子供の姿だから仕方ないとはいえ、中身の年齢もあるので複雑な気分だ。

「そろそろ出かけよう。混雑する前に目的地へ向かいたい」

「はいはい、仰おおせのままに坊っちゃん」

　ルチアが笑いながら頭を下げたところで、カルツたちは部屋を出た。

　二人で並んで歩いていると、ルチアが身体を傾けて顔を覗のぞき込こんでくる。

「そんで坊っちゃん、今日は何をするわけ？」

「とりあえず金を稼かせぐ必要がある。ルチアが緊きん急きゆう時に用意していた金も多くはないし、宿代や食事代で数日中には尽きることになるからな」

　全ての物事に『金』という存在は関連してくる。

　日々の生活だけでも金が飛んでいき、貴族の子息という体面を維い持じするためにも消費し、今後の活動に必要な道具の購こう入にゆうや人を雇やとうことを考えたら莫ばく大だいな金が必要となる。

　そして『金』とは権力に次ぐステータスでもある。

　たとえ家の歴史が浅くとも、多額の金を保持しているというだけで信用や人望を得ることができ、本来は会話ができない者たちとも繋がりを作ることができる。

　しかし、今のカルツたちが多額の金を得るのは半ば不可能と言っていい。

　そのための足掛かりとして――

「ルチア、手持ちの残金はいくらだ？」

「んーと、帝てい国こくのガルド単位換かん算さんだと百万くらいかな。爵しやく位い持ちと同等の生活水準で過ごすなら一ヵ月は大だい丈じよう夫ぶだと思うけど」

「分かった、それを全額使い切るとしよう」

「いきなり不ふ穏おんすぎること言わないで坊っちゃん」

「借りるだけだ。ちゃんと倍以上にして返す」

「うちの坊っちゃんがクズ男みたいなこと言い出しちゃった……」

「ほら、もう着くから頼むぞ」

「もう着くって――」

　そうカルツが告げると、視界に映った場所を見てルチアが言葉を止める。

　帝都の中部区画にある娯ご楽らく街。




　その先には『競けい竜りゆう場』と掲げられた看板があった。




「うちの坊っちゃんが本物のクズ男になっちゃった……」

「君は本当に遠慮が無くなってきたな」

「ほ、本気で手持ち全額突っ込むつもりなの？」

「当然だ」

「さすがに仕事のためとか坊っちゃん相手ならいいけど、知らない男に身体を売って稼いでこいとか言われたら私も逃にげるよ!?」

「そんな方法で少ない金を稼いでどうする。僕ぼくは勝算があるから言っているんだ」

　わざわざ『貴族の子息』といった体てい裁さいを取り、ルチアという使用人が傍にいる状況を作ったのは、娯楽街にある『競竜場』に立ち入るためでもあった。

　娯楽街は暇ひまを持て余した貴族たちに用意された場所と言っても過言ではなく、平民や貧民といった金を持たない者が立ち入れば巡じゆん回かいしている憲兵たちに追い出される。

　しかし、その判断基準は「見た目が貧ひん相そう」といった杜ず撰さんなもので、見た目さえ整えておけば爵位の提示どころか憲兵から声を掛かけられることもない。

　そして競馬は古くから貴族たちに嗜たしなまれてきた娯楽であり、そこから派生した『競竜』は貴族たちの間で高い人気を誇っている。

　馬よりも見た目が派手な竜たちが競きそい合う光景、他の娯楽と比ひ較かくして歴史が浅いという目新しさから、話題作りのために飛びついた貴族、投資目的の資産家たちが数多く関かん与よしたことで現在は莫大な金額が動く目玉興行となっている。

　本来、そこで巨きよ万まんの富を得られるかは時の運によるものだが――

「――僕がどこから来たのか、忘れたわけじゃないだろう？」

　笑みを浮かべながら、カルツは指先で軽く頭を叩たたく。

「今日のレースは前回の人生でも起こったことで、僕は全ての着順を記憶している」

「……つまり、確実に当たる竜が分かるってこと？」

「そうだ。しかも今日のレースは帝都中の話題になったものだった」

　そう語りながら、カルツは頭を叩いて前回の記憶を掘ほり起こす。

「とある貴族が競竜に傾けい倒とうして育成に力を入れ、最高傑けつ作さくと称しようする竜を育成した。それから出場した全てのレースで一着を取るという名に恥じない結果を残し、今回のレースで出場一周年という節目ということから大多数の人間が賭かけ金きんを投じたんだ」

「そんじゃ、その竜が今回も一着ってこと？」

「いや今回のレースでは最下位になる」

「…………マジ？」

「その竜が異常なほど強かったのは、過度の調教と薬物による増ぞう強きよう剤ざいが理由だ。それを一年近く続けていた竜は既に限界に達していて、それでも無理やり走らせようとして増強剤を投とう与よした結果、出走した後に頭の血管が切れて転てん倒とうする」

　しかも、事故はそれだけで終わらなかった。

　先頭を走っていた竜に二番、三番人気の竜たちも巻き込まれてしまい、後続の竜たちは怯おびえて足を止めてしまった。

「そして間の悪いことに、今回のレースには一番不人気の竜も出場していたんだ。出場するレースの大半は最下位、あまりにも最下位が多すぎて毎回倍率を跳はね上げるせいで、業界の中では『無勝の竜りゆう王おう』と揶や揄ゆされていたくらいだ」

　だが、事故が起こったことによって番ばん狂くるわせが起きた。

「最さい後こう尾びを走っていたことで事故にも巻き込まれず、生来のマイペースな性格によって事態に怯えることもなく走り続け、そこで『無勝の竜王』は初めて一着を獲とった」

　その結果によって多くの貴族たちは大金を失うことになり、レースを無効にしろと騒さわぎ立てたことで半ば暴動に近い状況にまで発展した。

　そんな貴族の醜しゆう態たいが平民や貧民たちには痛快だったのか、その詳細は帝都中に号外として新聞がばらまかれていたほどだった。

「ちなみに『無勝の竜王』は負けすぎて誰だれ一ひと人りとして賭ける者がいなくて、運営する商会が想定していた以上の倍率となって上限が掛かっている状況だ。そこに五十万ガルドを賭けると、商会の出せる最高上限額に到とう達たつする」

「……それってどれくらい？」

「五億ガルドだ」

「ごッ――!?」

　配当額を聞いて、ルチアが目を丸くしながら言葉を失う。

　五億ガルドは侯こう爵しやくや辺境伯といった上位貴族の年収に近い大金だ。

　その大金があれば、爵位と領地を得て人生を一変させることも不可能ではない。

　しかし、ルチアは不安そうに眉まゆを下げる。

「戻る前の未来ではそうだったかもしれないけど……今回は私が坊っちゃんに助けられているわけだし、それで未来が変わってる可能性だってあるんじゃないの？」

「確かに未来は変わることもある。しかし基本的に『過去』は既に確定されている事象であって、その出来事が与えた影えい響きようによって未来が変動する条件も変わる」

「坊っちゃん、もう少し私にも分かりやすく」

「僕が知る過去は再び起こって、その過去は簡単には変わらないということだ」

　補足を加えながらカルツは指を立てる。

「『時間』というものは大きな川のようなもので、その流れや川の形は些細なことでは変わらない。君という人間一人を助けても未来は変わらないということだ」

「んーと……歴史に残るような大事件の結末を変えたら、その後の未来も変わるとか？」

「その認識で構わない。その変動条件は複雑で今すぐ説明できないが、少なくとも僕は条件を考慮した上で計画を組んで、仮に未来が変動しても複数の別案を用意している。だから基本的には僕が言った通りの出来事が起こって、確実に対処できると思ってくれていい」

「ふんふん。難しそうだから坊っちゃんは賢かしこくてすごいってことで納得しておく」

「適当な言葉を返しながら頭を撫なでるな」

　溜ため息いきをついてから、カルツはニコニコと頭を撫でてくるルチアの手を払い除ける。

「そういうことだから、僕が示した竜券を買ってくれ」

「だけど、いくら私がいるからって競竜場に子供と使用人の二人で入るのは少し不自然なんじゃない？　競竜場の近くとか中にも憲兵がいるだろうしさ」

「そこは……今から自然に入れるようにしてやる」

　そう言って、カルツは競竜場の入り口付近で静かに息を吸ってから――




「――わぁっ！　見て見てルチアっ！　竜たちがレースするんだってさっ!!」




　にぱりと笑ってから、カルツは子供らしい高い声を上げた。

「ねぇねぇっ！　ちょっとだけ見て行こうよっ！」

「そうですねぇ。坊っちゃんはまだ子供ですから、ここには入れないと思いますよ？」

「だけど、お父様がすごく迫はく力りよくがあって面白いって言ってたんだっ！　今日はお父様から好きに使っていいってお小こ遣づかいをもらったし、少しだけ見て行こうよっ！」

「うーん、それじゃ窓口のお姉さんが大丈夫って言ってからにしましょうね？」

　先ほどとは大きく変わったカルツの言動を見て意図を察したのか、ルチアは顔色一つ変えることなく会話を合わせる。

　そしてカルツの手を引きながら、窓口に立つ女性に向かって言葉を掛けた。

「使用人の私が保護者として付いておりますので、入場しても構いませんか？」

「はい、構いませんよ。入場には竜券の購入が必ひつ須すとなっておりますので、こちらのリストに載のっている竜のなかから選んでご購入ください」

「坊っちゃん、どれか気に入った竜はいますか？」

「こっちの小さくて黒い竜と、赤くて身体の細い竜が速そうっ！」

　カルツが無む邪じや気きな声で指定すると、窓口の女性が困ったように口を挟はさんだ。

「その、そちらは十六番人気と十番人気の竜ですが……本当によろしいですか？」

「あらまあ……だけど、坊っちゃんはそれが気に入ったんですよね？」

「うんっ！　僕が応おう援えんしてあげたら勝ってくれるよっ！」

「そうですねー。それじゃ勝つことを願って少し多めにお金を出しましょうか」

　そう言って、ルチアは窓口の女性に対して紙し幣へいを差し出す。

「それぞれに五十万ガルドでお願いします」

「か、かしこまりました……お気に入りの竜が勝てるところを見られるといいですね」

「うんっ！　ありがとうお姉さんっ！」

　引きつった笑えみを浮うかべる窓口の女性に手を振ふり、カルツは無邪気な笑みを振りまきながら竜券を握り締しめて駆かけ出す。

　そのまま入場口から中に入り、人目が少ない物もの陰かげに入ったところで――

「ああ……既に辛つらすぎて精神がやられそうだ……」

「大丈夫だよ、坊っちゃん。ちゃんと可愛かわいくて無邪気な子供だったと私だけは褒めるよ」

「子供の演技を維持するので手て一いつ杯ぱいだから反論する元気はないぞ……」

「うんうん。帰ったら慰なぐさめてあげるから、もう少し頑がん張ばろっか」

　ルチアにぽんぽんと肩かたを叩かれながら、カルツは色々と犠ぎ牲せいにして子供を演じ続けた。
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　しばらく競竜場を見て回り、竜を眺ながめる無邪気な子供を演じた後。

　人が少ない観覧席の端はしに座りながら、カルツは深々と溜息をついた。

「…………疲れた」

「お疲れー。ここに柔やわらかい膝ひざ枕まくらが用意してあるよー」

「そうか……それはすごく子供らしい姿に見えそうで良いな……」

「めちゃくちゃ精神磨すり減ってるねぇ……」

「まぁ膝枕についてはは遠慮しておこう……後ではしゃぎ疲れて寝ねた子供のフリをして、君に背負ってもらってレースの結果が出た直後に換かん金きんして立ち去る予定だからな……」

「まだ坊っちゃんの苦難は終わらないんだね……」

　ルチアが憐あわれむような視線をカルツに向けていた時、不意にこくんと首を傾かしげる。

「そういえば、なんで竜券を二つ買わせたの？　たぶんもう一つも高額配当なんだろうけど、五億の高額配当があるなら必要なかったでしょ？」

「ああ……一番の超ちよう高こう額がく配当は五億だが、そちらの用途は――」

　カルツが説明しようとした時、視界の中に見覚えのある人物を見つけて顔を上げる。

　くすんだ輝かがやきを放つ青灰色の髪。

　感情の起き伏ふくに乏とぼしい表情の中に浮かぶ金色の双そう眸ぼう。

　その傍には屈くつ強きような二人の男が付いており、少女を守るように周囲を警けい戒かいしている。

　だが、もう一つ目を引いたのは少女の装よそおいだ。

　ハンチング帽ぼうに似たキャスケット。

　女性用にサイズを合わせたロングジャケット。

　その下に着ているブラウスやスカートも帝てい都とでは見かけないデザインであり、少女の整った容姿もあって大衆の中でも大きく目立っている。

　そんな少女の挙動を横目で観察しつつ、カルツは声を潜ひそめながら告げた。

「ルチア、僕はまた子供として振る舞う」

「めっちゃ面白いこと言われてるけど了りよう解かい」

　そう小声で打ち合わせをして、タイミングを見計らってからカルツは立ち上がった。

「ねぇルチアっ！　なんか喉のど乾かわいちゃったから飲み物買いに行こうよっ！」

「ですが……もうすぐレースが始まってしまいますよ？」

「急げば大丈夫だってっ！　すぐそこに売り場があったから――」

　そうしてカルツは背後を向きながら駆け出し――

　そのまま勢いを止めることなく、屈強な男たちの合間を縫ぬって盛せい大だいに転んで見せた。

「うおッ!?　何だってんだッ!?」

「いきなり危ねぇだろガキがッ!!」

「ご、ごめんなさい……僕、レースが始まると思って急いじゃって……っ!!」

　顔に傷がある男と無ぶ精しよう髭ひげの男に睨にらまれ、カルツが身体を震ふるわせていた時――




「――ノー、二人は邪魔」




　少しだけ訛なまりのある、淡たん々たんとした声が少女から発せられた。

　二人の男を制してから、少女は尻しりもちをついているカルツに向けて手を差し伸べる。

「少年、怪け我がは？」

「だ、大丈夫です……その、ぶつかっちゃってごめんなさい」

「イエス、ちゃんと謝罪できるのは素す晴ばらしいこと」

　小さく微笑ほほえんでから、少女はカルツの手を取って引っ張り上げる。

　カルツに怪我がないことを確かめるように、少女がぽんぽんと服を叩きながら埃ほこりを払っていたところで……ルチアが慌あわてた様子を見せながら駆け寄ってきた。

「す、すみません……坊っちゃんが急に走り出してしまって……ッ！」

「てめぇが保護者かッ!?　ガキが怪我したらどうするつもりだッ!!」

「もし怪我してたら治ち療りよう費ひとか払わせろやァッ!!」

「二人とも、気遣ってるのは分かるけど顔と言葉が怖こわい」

「お嬢じようッッ!!　顔のことを言われたら俺おれたちの繊せん細さいな心が傷ついちまうぜッ!?」

「親からもらった大事な顔と故郷の言葉を怖いとか言わないでくだせえッッ!!」

「……柔らかい表情で、声を小さくして喋しやべればいいだけの話」

　呆あきれたように男たちへ言葉を返してから、少女はカルツに向き直った。

「だけど、危ないのは事実。歩く時は前を向かないといけない」

「はい……次からは気を付けます」

「グッド、お利口さんには飴あめちゃんをあげる」

　カルツの頭を撫でてから、少女は包装紙に包まれた小さな飴あめ玉だまを手て渡わたした。

　その飴玉を見てから――カルツは『少しだけ賢い子供』を演じる。

「わあ……これって北方の国の飴ですよね？　北方はベリーの種類が豊富で、それを煮に詰つめて混ぜた飴を子供の頃ころから食べるって聞いてますっ！」

「イエス。知っているとは意外と物知りさん」

「前にお父様が仕事に行ったことがあって、調べたことがあったので覚えてましたっ！」

「私は今でもよく舐なめてる。気に入ってくれたら嬉うれしい」

「はいっ！　それじゃ……僕からはこちらのお菓か子しをあげますっ！」

　そう言って、カルツはポケットから小さな箱を取り出した。

「キャラメルという南部の島国から輸入された砂糖菓子です。お父様が貿易で仕入れた時にくれた土産みやげ物もので、甘くてすごく美お味いしいですよっ！」

「ふむ……南部の物品は私も興味深い。商売に携たずさわっている身だから」

「お姉さんも商人なんですか？」

「イエス。だからこういった贈おくり物は素直に嬉しい。ありがたく受け取っておく」

「はいっ！　今度お会いすることがあったら、ぜひ感想も聞かせて欲ほしいですっ！」

「もちろん。その時には感想を言わせてもらう」

　頬ほおを緩ゆるませながら、少女はカルツの手からキャラメルの箱を受け取る。

「またどこかで会えたら話そう、少年」

　淡々としながらも、どこか友好的な雰ふん囲い気きと共に少女は軽く手を振る。

　その姿が見えなくなったところで……ルチアが身を屈かがめて耳打ちしてきた。

「……どうしてあの子がここにいるの？」

「やっぱり君も知っていたか」

「当たり前でしょ。こっちはともかく北部では有名人なんだから」
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「その有名人と会うのが一番の目的だったんだ。これで用は済んだから帰ろう」

　観覧先から視線を外し、カルツは出口に向かって歩き出す。

　競竜場を訪おとずれた目的は当面の資金だけではない。

　彼かの女じよに出会って『貸し』を作るのが、次の計画に必要だった。

　直後、レースの始まるラッパの音が場内から響ひびき渡わたってくる。

「換金所に向かおう。騒そう動どうに巻き込まれて身元を確かく認にんされたら面倒だ」

「はいはい。それじゃこっちおいで」

「……なぜ背中じゃなくて両手をこっちに向けているんだ」

「抱だっこの方が嬉しいかと思って」

「そろそろ僕も接し方に慣れてきたぞ」

「慣れても可愛い反応してくれるから私は好きだよ？」

「……今は時間がないから、早く背負って換金所に行ってくれ」

「それじゃまた別の機会にするかー」

「そんな機会を待ち望まないでくれ」

　屈んだルチアの背に乗ってから、カルツは目を閉じる。




　その後――想定通り、観覧席から悲鳴に似た大だい音おん声じようが響き渡った。




　従業員たちが慌てた様子で行き交かう中、ルチアが換金所にいる男に声を掛ける。

「すみません、もうレースの結果って出ましたか？」

「え、ああ……ついさっき出たところだが……」

「うちの坊っちゃんが競竜の券を買っていたのですが、はしゃぎ疲れて寝てしまったようでして、起きた時に報告しておきたいので結果を教えてもらえませんか？」

「そりゃあ……お気の毒というか、そっちのお子さんには伝えない方がいいかもな。レース中の事故で番狂わせが起きて、人気の竜が続々と脱だつ落らくしちまったからよ……」

「なるほど……どの竜が勝ったんですか？」

「十六番、十三番、十番人気の竜が着順入りだ。どれも複勝形式ですら賭けられない竜たちだから、今回のレースで買っている奴なんて――」

「えーっ！　それなら当たってますよっ!!」

　食い気味に答えてから、ルチアは背負っているカルツのポケットに手を入れ――

「…………え」

　その途と中ちゆうで、ルチアはぴしりと表情を強こわ張ばらせた。

「おい嬢ちゃん、今回のレースで当たったのか!?」

「は、はい……こちらの券なんですけど……」

　そうルチアが声を震わせながら、「一枚」の竜券を差し出す。

「ほ、本当に当たってるじゃねぇかッ！」

　渡した竜券を何度も確認しながら、男は興奮した様子で告げる。

「『十番人気の竜』だから三千万ガルドの配当金だッ!!　よく当てたなすげぇよッ!!」

「……ちなみに十六番に同じ金額を賭けていたらいくらだったんですか？」

「そんなもん当てていたら新聞社の奴らがこぞって取材にくる額だよ!!　十六番人気の奴に同じ額を賭けていたら最高上限額の五億ガルドまでいってたぞッ!?」

「あはは……そうなんですかぁ……」

「……おい嬢ちゃん、なんで泣きそうな顔してるんだ？」

「いえ……とりあえず換金券の発行をお願いできますか……」

「お、おう……とにかく良かったな。そっちのお子さんに良い報告できるじゃないか」

「ええ、きっと坊っちゃんも喜んでくれるでしょう……」

　そう力無く答えてから、ルチアは肩を落としながら競竜場を後にした。
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　ルチアが配当金とカルツを背負って宿に戻もどった後。

「――坊っちゃん嫌きらい」

　ルチアは頬を膨ふくらませながら枕まくらを抱いてゴロゴロと転がっていた。

「……日が経たつにつれて君の言動が子供っぽくなってないか？」

「十六歳だから子供だもーん」

「中身がニ十六歳の人間として恥はずかしくないのか」

「十六歳に戻ったから相応の言動にしてるだけですぅー。だから坊っちゃんみたいに無理して子供のフリをしてるわけでもないし、変に大人ぶって私の裸に興奮しないとか言っておきながら胸をチラチラ見てくるようなこともしないでーす」

「後半は単純に背せ丈たけの問題だから冤えん罪ざいだ」

「はい今の発言で私のおっぱい見てたのが証明されましたー。やーい、むっつりー」

　ベッドに横たわりながら、ルチアが不満を表すように足をパタつかせる。

　明らかに拗すねていた。

　言動が子供っぽくなっただけでなく、拗ね方かたまで子供っぽくて面めん倒どうな感じになっていた。

「最高額の配当は五億ガルドになるとは言ったが、僕たちが手に入れる予定とは言ってなかっただろう。それで余計な注目を浴びれば僕たちの素す性じようを調べようとする人間が出てくるし、余計な人間の接触も増えるから今後の足あし枷かせになる」

「それは分かってるけどさぁ……五億ガルドなんて私でも見たことないのにさぁ……」

「確かに現状では大金だが、今後の活動規模を考えれば五億も小こ銭ぜにに変わる。なにせ僕たちは七年という僅わずかな期間で公こう爵しやく家に匹ひつ敵てきする規模に成長しなくちゃいけない」

　飴玉を口に放り入れてから、カルツは今後の展望を頭の中に浮かべる。

　七年後にアルテシアは命を落とすことになる。

　しかし、それは単純に『世界樹の呪のろい』を解けばいいという話ではない。

　没ぼつ落らくしたアイゼンフッドの復興、失われた土地や財産の回収、他の公爵家たちと交わした約定の撤てつ回かいなど……アルテシアを取り巻いている状じよう況きようを解消しなければ、彼女を本当の意味で救い出せたとは言えない。

　そのためには、公爵家に匹敵する『力』を築き上げる必要がある。

「五億も今後に必要な投資というやつだ。だから理解してもらえると助かる」

「まぁ別に本気で怒おこってたわけじゃないからいいけどさー。説明してくれなかった罰ばつってことで三千万ガルドは私がもらうけど」

「それでいい。最初から君に渡すための金だったからな」

「え、本当にいいの？」

「元は君から借りた金だ。それに――君に仕事を頼むには十分な金額だろう？」

　その言葉を聞いて、ルチアが僅かに目を細める。

「……依い頼らい内容は？」

「次に僕たちはオークション会場に潜せん入にゆうする。あとで僕が指定する取引記録、帳ちよう簿ぼ、その他の関連資料を回収して然しかるべき人物に渡してもらいたい」

「ほいほい。それ以外には？」

「オークションの主しゆ催さい者しやであるサンドル・ウレキ子し爵しやくの殺害だ」

　抑よく揚ようのない、淡々とした声こわ音ねでカルツは告げる。

「不測の事態、潜入等で対処が必要と判断したなら他者の殺害も構わない。ただし、当日のオークションに訪れるギレンツィオ・バリス伯爵は確実に生かしておいてくれ」

「ウレキとバリスって……オルナメント公爵家の派は閥ばつに属している奴らよね？」

「そうだ。サンドル・ウレキは派は閥ばつ内ないでの立場は低いが、各地方に細々とした人脈を持っていて、稀き覯こう本ぼん、宝石、貴金属など幅はば広ひろく商品を取り扱っているが……その中には盗とう品ひんや押おう収しゆう品ひん、人間や亜あ人じんの奴ど隷れいなどもオークションで出品している」

　奴隷という存在はいつの時代にも存在している。

　それは止やむを得えない事情……紛ふん争そうによって生まれた孤こ児じたちに残された僅かな選せん択たく肢し、そして寒村など貧しい地域における口減らしの手段などに利用されているからだ。

　そのため、奴隷の存在や売買契けい約やくは認められている。

　しかし奴隷契約は両者の合意によって交わされるものであり、他者を奴隷身分に貶おとしめる、誘ゆう拐かい等による犯罪で奴隷身分に墜おとす行こう為いは固く禁じられている。

「そこで違い法ほうに捕とらわれた一人のエルフが出品される。その救出が依頼の最優先事じ項こうだ」

「……ま、アイゼンフッドの人間なら亜人は助けるのも当然って感じか」

　納なつ得とくしたようにルチアは軽く頷うなずく。

　過去、人間種と亜人種は敵対関係にあった。

　その中でアイゼンフッド公爵家は亜人種たちと積極的に交流を交わし、種族間の仲ちゆう介かい役やくを担になうことで大陸中に広がっていた争いを調停したという歴史がある。

　だからこそ、亜人たちにとって『アイゼンフッド』とは人間種の中でも特別な家門であり、アイゼンフッドの人間も亜人たちを『同志』と呼んで友好関係を築いてきた。

　だが――その関係は三百年前の事件を発ほつ端たんとして崩くずれた。

「坊ぼっちゃんの計画だと、亜人たちを仲間に引き入れるって話なんでしょ？」

「そうだ。『同志』としてアイゼンフッドと協力関係にあった者たちを引き入れる」

「……正直に言うけど、亜人たちは協力しないと思うよ。そのあたりの事情は坊っちゃんの方が詳くわしいと思ってるけどさ」

　渋じゆう面めんを作りながらルチアは言葉を返す。

「なにせ……今も亜人たちは三百年前の『異族狩がり』のことを恨うらんでるからね」

　三百年前、亜人に狙ねらいを定めた傷害や殺人事件が多発した。

　犯行は通り魔まのような突とつ発ぱつ的てきな内容から、口論といった些さ細さいな原因から大規模な戦せん闘とうに至った事例もあり、その中には多くの死傷者が出る凄せい惨さんな事件に発展した内容もあった。

　それらの蛮ばん行こうを亜人たちは『異族狩り』と称した。

　そして問題を解消するため、亜人たちはアイゼンフッドに対して嘆たん願がんした。

　亜人にとって、アイゼンフッドは人間の中で唯ゆい一いつ信しん頼らいできる者たちだったからだ。

　しかし――亜人たちの嘆願をアイゼンフッドは全て無視した。

「公爵家を調査する過程で亜人たちから『異族狩り』の話も聞いたし、亜人は人間よりも長命だから当時のことを知っている人もいた。誰だれもが語りながら当時の当主に対して怒りや恨み言を口にして、名前を口にすることさえ嫌きらうような人もいた」

　もしも嘆願を無視しただけならば、それほどの反感を買うことはなかったかもしれない。

　しかし当時のアイゼンフッド当主は保有している権限、領地、財産の全てを放ほう棄きして皇こう帝ていと六大公爵家に委い譲じようし、逃げ隠かくれするように公の場から姿を消した。

　その後に皇帝と六大公爵家が事態の収しゆう拾しゆうに尽じん力りよくし、亜人たちを脅おびやかしていた『異族狩り』は終息したが……亜人たちが抱いた負の感情は消えなかった。

　全ての矛ほこ先さきは当主であった一人の少女に向けられた――




「――だから、彼女は亜人たちから『大罪人』って呼ばれているんだよ」




　全ての決断を下した当主は、当時十七歳のアルテシアだった。

『異族狩り』の問題が表面化する前に両親を事故で失い、幼くして当主の座に就ついた直後、アルテシアは決断を迫せまられて家門が保有する全ての権限を放棄した。

　アイゼンフッドは家名だけを残して全てを失い、同じ人間たちからは名前すらも忘れ去られ、その名を覚えている亜人たちの中では憎ぞう悪おの対象として刻まれた。

　そんな自身が敬愛する主人の悪名を聞いた上で――

「――――そうだな」

　感情を押おし殺すように、カルツは短く言葉を返した。

「そうだなって……坊っちゃんにとっては恩人なんでしょ？」

「彼女が自分の意志で公爵家の権限を放棄して亜人たちを見捨てたのは事実だ」

　その事実は変わらない。

「だが――彼女は間ま違ちがいなく、アイゼンフッドの当主として最善の決断を下した」

　アルテシアと七年の時を過ごし、アイゼンフッドの薫くん陶とうを受け、連綿と受け継ついできた歴史と意志を読み解き、彼女が決断を下すために全てを賭としたという事実を知っている。

「彼女は間違いなく最高の当主だった。そこにはアイゼンフッドが掲かかげる意志があった」

　アルテシアが誇ほこらしげに語っていた言葉。

「我ら鋼鉄の意志は揺ゆるがない。姿形が違ちがえど流れている血に貴き賤せんはない。ならば我々は全ての者を『同志』と呼び、和平のために鋼鉄の意志を以もつて我々の血を尽つくすと誓ちかおう」

　アイゼンフッドという家門が掲げていた家訓。




「――それこそが、我らアイゼンフッドの掲げる『鉄血の誓い』である」




　アルテシアという恩人から受け継がれた、決して揺るがない意志。

　たとえ時が戻ろうとも、この身に血が流れ続ける限り消えることはない。

　そんな自身の心に刻まれた言葉を口にしながら、カルツは静かに顔を上げる。

「何かを成なし遂とげようとする意志は君にも理解できるはずだ、ルチア・ディーネス」

「……そこで同意を求められると、ちょっと照れくさいじゃん」

　初めて出会った時、ルチアは自身の名を呼ばれて驚おどろいた様子を見せた。

　それは『ルチア・ディーネス』という名が過去に捨てた名前だったからだ。

「私がお嬢じよう様さまのままだったら……社交場に着ていくドレスに悩なやんだり、お茶会とか開いて談だん笑しようしたり、適当な貴族と結けつ婚こんして気ままに楽しく過ごしていたんだろうけどさ」

　ディーネス家は北部地域における辺境伯級の地位を持っていた。

　その領地は周辺国の国境と隣りん接せつしており、他国からの侵しん攻こうや侵略を防ぐだけでなく、国境線を巡めぐる紛争を鎮ちん圧あつする命を担っていた。

　だが……ディーネス家は国境線を巡る紛争に巻き込まれ、大きな被ひ害がいを受けた。

「大切な人を失う気持ちとか、誰かを守りたいって気持ちは私もよく分かってるからさ」

　遠い過去を思い返すように、虚こ空くうを見つめながらルチアは語る。

　紛争による被害は間接的なものでしかなかった。

　紛争が続いたことで国境を守護していたディーネス家は大きく疲ひ弊へいし、その状況を好機と見た傭よう兵へい崩くずれの野や盗とうたちが領地に侵しん入にゆうしたことに気づけなかった。

　そして――野盗たちは最終的にディーネス家の者たちを襲しゆう撃げきした。

　金品を奪うばうだけでは飽あき足らず、野盗たちは紛争の鬱うつ憤ぷんを晴らすように殺さつ戮りくの限りを尽くし、全てが終わった後には多くの亡なき骸がらが領地に積み上がった。

　襲撃の最中に両親や兄弟たちは命を賭してルチアを守り、幼いルチアを連れて領地の外に逃げたと、回帰前に情報を提供してくれたディーネス家の元使用人は語っていた。

「だから私は最悪な孤こ児じ院いんの中でも生き残れた」

　全てを失った後、ルチアは自国にある孤児院に引き取られた。

　しかし、実際は孤児院ではなく異なる目的で設立された施し設せつだった。

　帝国が持つ魔ま法ほうという強大な力に対たい抗こうするため、孤児院に引き取られた子供たちは諜ちよう報ほう技術や戦闘技術といった特とく殊しゆな訓練を強しいられていた。

　身体能力や感覚を限界まで引き上げるために薬物を投与され、その過程で命を落とした子供たちも数えきれないほどいたと、孤児院にいた元職員は懺ざん悔げするように語った。

　だが、彼女は自分の意思で孤児院に行くことを決めた。

　自身の両親や親しかった領民たちの仇かたきを取る『力』を得る必要があった。

「ま、全部知ってるから坊っちゃんは私を選んだんだろうけどさ」

「そうだ。僕にとって君は先せん輩ぱいみたいなものだからな」

「あは、確かに見方によってはそうかもね？」

　笑みを浮かべながら、ルチアはくるりと身を翻ひるがえし――




　どこからともなく、その両手に大おお振ぶりのナイフを取り出して見せた。




　闇やみ夜よに溶とけ込こむような漆しつ黒こくの刃やいば。

　それはルチアが仕事を行う際に使っていた得物だった。

　彼女の消息が途と絶だえた後、その消息を辿たどって危険を冒おかしながらも帝都内を捜そう索さくした結果、水路の底で見つけることができた唯ゆい一いつの形見だと彼女の友人は涙なみだと共に語っていた。

　その刃によって、彼女は自身の定めた悲願を果たしてみせた。

「――みんなの仇を取ることだけが、私にとっては生き甲が斐いだったからさ」

　普ふ段だんとは違う、血のように赤く染まった瞳ひとみを向けながら言う。

　現時点から十年前、まだカルツが生まれていない時に一つの大きな事件が起こった。

　国境付近の地域を往来して、各国の軍から逃にげ延のびていた野盗集団。

　その規模は仕事のない傭兵や各地で罪を犯おかした無法者たちを取り込んでいったことで、百人近くに至っていた。

　各国と該がい当とう地域の領主は野盗集団を危険視し、会談を行った後に連合軍の形成および派は遣けんを決定するほどの深刻な事態に陥おちいっていたと、過去の資料や証言が残されていた。

　しかし、最終的に連合軍の派遣には至らなかった。

　斥せつ候こう部隊が野盗たちの潜せん伏ぷく先を探さぐっていた時……隠れ家と思おぼしき場所に野盗たちの姿はなく、代わりにある『物』が並び立てられていたと報告書には記してあった。




　そこには、百人分の切断された男たちの首が並んでいたと。




　罪人の首を断頭台で刎はね飛ばし、その罪を証明するように晒さらされていた首級。

　野盗たちの異様な死に様については詳しよう細さいが伏ふせられ、周辺の領地で結成した自警団たちが対処したという内容で処理された。

「それはもう最高の気分だった。あいつらが私の家族や領民たちにやったように……その首を一つずつ並べてやる光景を見ることができたんだから」

　過去を思い返すように、ルチアは遠くを見つめながら語る。

　そうして、ルチア・ディーネスという少女は『復ふく讐しゆう』という悲願を果たした。

「語っといてなんだけど、やり方としては褒ほめられたものじゃないだろうけどね」

「別に構わないだろう。『復讐は何も意味を為なさない』と何も知らない人間が綺き麗れい事ごとをほざくこともあるが、少なくとも当人にとって意味のある行為だと僕ぼくは考えている」

「なかなか理解のあるご主人様じゃん」

「僕がやろうとしていることもアルテシア様を救うと言えば聞こえは良いが、本質的には彼女を死に追いやった者たちに対する復讐も含ふくまれているからな」

　死の運命にあるアルテシアを救い出す。

　その目的は間違いなくカルツの本心だが、その裏には確実に彼女を苦しめて死に追いやった者たちに対して、同様の報むくいを与あたえるという黒い感情も否定できない。

「それに君は悲願を果たした後、後こう援えん者しやの力を借りて諜報組織を作り、同じような境きよう遇ぐうの者たちを集めて復讐を志す者たちに方法や技術を教える立場を選んだ。それは世間的には非難されたとしても、無力で嘆なげくだけしかなかった者にとっては間違いなく救済だ」

　暗殺や復讐といった非合法な仕事を生業なりわいとしていたが、そこには彼女たちなりの『正義』があり、その理念に沿わない仕事は引き受けず加担しないという信条があった。

「だから僕はルチア・ディーネスという人間を『同志』に選んだ。復讐を果たすという意志や、他者に手を差し伸のべる姿勢はアイゼンフッドに通ずると思ったからな」

「別に難しく言わなくていいでしょ。要は類友ってことでさ」

　そんな言葉と共に、ルチアは嬉しそうに笑みを浮かべる。

「そんな『友人』のことを信じて私は付いていくだけ。その友人が目的を果たせるように、面倒なことは私が全部引き受けて迷わないように手を貸してあげる」

　そうルチアは口にしてから――




「――その報ほう酬しゆうとして、たくさん私の頭を撫でて褒めてちょうだいね？」




　蠱こ惑わく的てきで人の心を弄もてあそぶような笑み。

　物事を軽かろんじるような茶ちや化かす言葉。

　しかし――その笑みと言葉は、誰よりも心強いものに見えた。







四話







　アイゼンフッドの人間として優ゆう秀しゆうだったか。

　そう問われたら、カルツは間違いなく首を横に振る。

　なにせ怒りこそしなかったが、よくアルテシアには呆あきれられていたからだ。

「……カルツ、何度も言っているでしょう」

　目の前に立ちながら、アルテシアが腕うでを組んで目を細める。

「私をボコボコにするつもりで掛かかってきなさい」

「使用人が自分の主人を全力で殴なぐれるわけないでしょう……ッ!?」

　記き憶おくの中で、過去の自分がアルテシアに食って掛かる。

　この頃には屋や敷しきに来てから二年が経ち、だいぶ彼女との生活や接し方にも慣れていた。

「アルテシア様も分かってるでしょう……僕に武術とかの才能はないって」

「そうね。最初の頃は軽い運動だけでも転ぶくらいだったし、今日も簡単な護身術を教えようと思ったけれど、組み合おうとすれば動きがぎこちなくなるし」

「……アルテシア様は当主なんですから、気軽に組み合うなんて難しいですよ」

　そうカルツは言葉を返しながらも、他にも理由はあった。

　三百年以上生きているとはいえ、肉体の時間を止めていたアルテシアの容姿は十七歳さいの少女そのものであり、誰もが思わず振り返るほどの整った容姿だった。

　月に一度だけ許された散歩で帝都を歩けば、老ろう若にやく男なん女によ問わずに視線を向けられ、その視線や気配をカルツですら感じ取れるほどだった。

　当時のカルツは思春期に差し掛かった頃ころ合あいで、多少の気き恥はずかしさも覚えていた。

「訓練とはいえ、僕も男なんですから気軽に触ふれさせるようなことをしないでください」

「だけど、あなたは子供でしょう」

「……それは強く否定できませんけど」

「それに私は見た目が変わらないとはいえ三百歳を超こえているんだもの。あなた以外でも人間なんて基本的には子供のようなものよ」

　勝ち誇るように、アルテシアは豊かな胸むな元もとを反らしながら笑みを浮かべていた。

　普段こそアイゼンフッドの当主として相応ふさわしい言動や振る舞まいを見せていたが、先ほどのように時折不安になるような発言をすることもあった。

　おそらく、それも三百年という長い歳さい月げつを孤こ独どくに過ごしてきた弊へい害がいだったのだろう。

「だから私の胸を借りるつもりでドーンと来なさい」

「いえ……だから僕には向いていな――」

「ダメよ、やりなさい」

　カルツの言葉を遮さえぎって、アルテシアは語気を強めながら言った。

「たとえ不向きであろうと、時には腕わん力りよくや暴力が必要になる場面はある。それは自身に危害を与えようとする人間を排はい除じよする時だけではなく、大切な人間を守るためや、友人が誤った道へ進もうとするのを諫いさめて止める時に使うこともあるわ」

　そう語る彼女の姿は『当主』と呼ぶに相応しいものだった。

「私はあなたに強くなれと言っているわけじゃない。そういった場面の時に立ち向かえるだけの覚かく悟ごと心構えを持っていて欲しいということを教えたいの」

　当主として語る時、いつもアルテシアは真まっ直すぐ目を見ながら語ってくれた。

　カルツのことを想おもって口にしている言葉だと目で示してくれた。

　それを理解していたからこそ、カルツもそれ以上は何も言わなかった。

「……すみませんでした」

「よろしい。ちゃんと素す直なおに言うことを聞いてくれるのがあなたの良いところよ」

　素直にカルツが頷くと、アルテシアは笑いながらカルツの頬を突つついてきた。

「それじゃ、今度こそ私の胸にドーンと飛び込んできなさい」

「……わざわざ胸に飛び込む必要はないんじゃないですか？」

「体当たりは様々な場面で有効な護身術なのよ。体格差で劣おとっていたとしても相手の動きを阻そ害がいしたり、その後に関節を極きめる動きに移行できるんだから」

「確かにそうかもしれませんけど……ッ!!」

「あなたが来ないなら私の方から行くけれど」

　有限実行と言わんばかりに、その後アルテシアは体当たりと共にカルツを組み伏した。

　あまりにも容よう赦しやがなかったので、途中からカルツも考えるのをやめて半ば意地になってアルテシアに向かっていくようになったことを覚えている。

　そうして何度も地面に倒たおされながら、アルテシアは正しい身体からだの使い方や護身術などをカルツに叩たたき込んでくれた。

　本当に、彼女はカルツに対して様々なことを教えてくれたが――




　その日、自室で意識を失って倒れたことは教えてくれなかった。




◇




　カルツたちが競けい竜りゆう場を訪れた五日後。

　回帰前と同じように、競竜場で起きた貴族たちの暴動事件は大々的に報じられた。

　しかし――記されていた一文には僅かな変化があった。

『競竜場での番ばん狂くるわせ。貴族たちの嘆きと怨えん嗟さから憲兵が出動する暴動にまで発展。その裏に存在していた僅かな光を掴つかみ取る商神に愛された少女』

　手にしていた新聞を座席に置き、カルツは馬車の客室から夜の帝都を眺ながめる。

　綺き麗れいに整備された街並み。

　馬車や原動機車の通行を想定して敷しかれた石いし畳だたみ、景観を彩いろどるように意識して配置された街路樹、そして帝都の中心へと向かう大通りには夜間でも安全に通行できるように街灯が等とう間かん隔かくに並んで煌こう々こうと周囲を照らしている。

　下町などで見られる酔よっ払ぱらいたちの姿や市場のような喧けん噪そうはなく、落ち着いた雰囲気の看板や外観の店が立ち並んでいる。

「――坊っちゃん、着きましたよ」

　ルチアに声を掛けられて、カルツは馬車が止まっていたことに気づいた。

「ああ……すまない、少しぼんやりとしていた」

「あらら、お子様だから眠ねむくなっちゃったんですか？」

「そんなことはない。僕は三日間睡すい眠みんを取らなくても問題なく活動できる人間だ」

「坊っちゃん……私が添そい寝ねしてあげるから睡眠は取ろうね？」

「添い寝はいらないが睡眠不足には気をつけよう」

　そう答えてから、二人は馬車の客室を出て目的地を見上げる。

　豪ごう奢しやに彩られたオークション会場。

　カルツたちが会場の入り口に向かうと、待機していた背広の男に止められる。

「恐おそれ入ります、身分証明のために家か紋もん等を提示していただけますか」

「こちらでお願いしたい」

　落ち着いた言動を意識しつつ、カルツは家紋の入った懐かい中ちゆう時計を取り出す。

　懐中時計の紋もん章しようや造りを確認してから、背広の男は大きく頷いて札を手渡してきた。

「お手数をお掛けしました。トリフェン伯はく爵しやく公子に来訪していただけるとは、我々としても大変光栄であります」

「父から見聞を広めるようにと言われているものでね、遠方から帝てい都とを訪れたので良い機会と思って立ち寄らせてもらった。付き添いは僕の侍じ女じよだけだが構わないか？」

「ええ、問題ありません。何かありましたら遠えん慮りよなく我々をお呼び付けください」

　従業員たちに深々と頭を下げられながら、カルツたちは会場内へと進んでいった。

　客席に向かう中、ルチアが声量を絞しぼりながら言葉を掛けてくる。

「さすが坊っちゃん、大人っぽい振ふる舞いとか応対は完かん璧ぺきだね」

「僕の失態は主人であるアルテシア様の失態として見なされるからな。そういうところを突くのが好きな貴族たちが何も言えないように前回の人生でも相当な努力をした」

「私は無理して子供っぽい演技する坊っちゃんも好きだよ？」

「無む駄だ口ぐちを叩く前に目的の人物を探してくれ」

「それなら――客席中央の右だね」

　ルチアの言葉に従って顔を向けると……そこに見覚えのある後ろ姿があった。

　そして、カルツはその人物に向かって歩いていき――




「――またお会いできて光栄です、エデル・メルカトル様」




　カルツの呼びかけに対して、青灰色の髪かみを持つ少女が振り向いた。

　少女……エデルは驚きながらパッと表情を輝かがやかせる。

「競竜場で会った少年！」

「えぇッ!?　あの時のガキですかいッ!?」

「ガキとか言うんじゃねぇ、グラッドッ！　ここは丁てい寧ねいに『お子様』って言えやァッ!!」

「グラッド、ギザイア、うるさいから静かに」

　強こわ面もての男たちを制しながら、エデルは椅い子すから立ち上がって握あく手しゆを交わしてくる。

「少年を探してた。渡したいものがあったから」

「……渡したいものですか？」

「イエス、これを少年に渡したい」

　そう言って、エデルは脇わきに置かれていたケースの一つをどかりと椅子に載せる。

　そこには――綺麗に敷き詰つめられた札束が収まっていた。

「このケースには五億ガルド入ってる」

「……それを僕に渡すんですか？」

「イエス。少年からもらったお菓子の箱に竜券が挟はさまっていた。きっと少年が購こう入にゆうしたものだったから、私の方で換かん金きんして渡すために探していた」

「つまり、竜券の配当金を僕に渡すと？」

「イエス。本来は少年が受け取るべき物だった」

　申し訳なさそうにエデルは眉まゆを下げながら言う。

『金』は人間を容易に歪ゆがませて惑まどわせる。

　それも五億ガルド……少なくとも一いつ般ぱん的てきな平民であれば、多少贅ぜい沢たくな暮らしをしながら生しよう涯がいを終えることができるほどの大金と言えるだろう。

　それを「自分の物じゃないから」という理由だけで、本来の持ち主に返へん却きやくしようと考える人間は数えられる程度しかいないだろう。

「お金は大切なもの。だからこれは少年が受け取るべき」

　そう、エデルは金色の瞳を向けながらケースを差し出す。

　その瞳をカルツも真っ直ぐ見つめ返してから――

「――いえ、受け取れません」

　笑えみを浮うかべながら、静かに首を横に振った。

「竜券は僕の不注意で失くした物です。一ひと度たび紛ふん失しつした以上、大金が当たっていたからといって僕が受け取るわけにはいきません」

「……ノー、そんなことない。これは少年のだから受け取ってもらう」

「お嬢じようの言う通りだぜ、お子様ァッ!!　本当だったらお前が当てて大金を手に入れていたんだから素直に受け取っておけやッ!!」

「その金で両親に日ひ頃ごろの感謝を込めてプレゼントとか買ってやれやァッ!!」

　強面の二人がエデルの言葉に同調するが、それでもカルツは譲ゆずらない。

「うーん……どうしても貰もらい受けないといけませんか？」

「イエス。少年が貰ってくれるまで私はケースを下げない」

　絶対受け取ってもらうと言わんばかりに、エデルはふるふると首を横に振る。

　しかし、その金を受け取るわけにはいかない。

　それでは『エデル・メルカトル』という少女の気を引けない――




「――では、その五億ガルドで発生した利益を上乗せしていただけますか？」




　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、エデルの表情が僅かに動いた。

「その竜券による配当金が僕の物であるならば、『五億の配当金を当てた』という事実なども僕が本来得られるはずだった利益となります。しかし既すでに配当者はエデル様として報じられているため、僕はその利益を得ることが叶かないませんでした」

　カルツが言葉を並べ立てると、その意味を理解した強面の男たちの雰ふん囲い気きも変わる。

「おいてめぇ……さすがに今の言葉は聞き捨てならねぇぞ」

「まさかお嬢に向かって吹ふっ掛けようとか考えてやがるのか」

「ストップ、二人は黙だまって」

　二人を手で制してから、エデルは淡たん々たんとした声音で言葉を返す。

「分かった。まずは少年の要求を聞きたい」

「強いて言うなら、その五億ガルドを受け取らないことでしょうか」

「……ふざけている？」

「僕は至って真面目ですよ」

　そうカルツは笑みを崩すことなく答える。

「出資、投資……それらが気に食わなければ、エデル様が帝都に進出した際の祝い金として、五億ガルドをお贈おくりさせていただくといった形でも構いません」

「……その理由は？」

「目先の五億という大金よりも、こうしてエデル様と会話ができる機会を得たことが僕にとって一番の幸運と利益だと考えたからです」

「そんな理由で、五億の大金を手放すの？」

「はい。お金は大事ですが……大金に目が眩くらんで、使いどころを誤ったり惜おしんだりして、お金で買えない大切なものを逃のがしてしまうことが最大の不利益だと僕は思います」

　カルツの言葉を聞きながら、エデルは見定めるように金眼を向けている。

　そして――




「――ブリリアントっ！　少年は素す晴ばらしいっ!!」




　ぱぁっと表情を輝かせてから、エデルはむぎゅりとカルツの身体を抱だきしめた。

「…………エデル様？」

「ノー、私のことはエデルでいい。呼び捨ては友人の証」

　先ほどまでとは打って変わって、ニコニコと友好的な笑みを向けながらエデルは言う。

「私はお金を大切にする人が好き。だけどお金を大切にしすぎる人は嫌い。お金は使うものであり、その使い所を正しく見み極きわめることが私は楽しいと思っている」

　それは回帰前の人生で、エデルが取材を受けた時に語った言葉だ。

『お金は自分の子供と同じようなもの。とても大切だけど、可愛かわいがりすぎて大切にしすぎたらダメになる。そのお金が将来どんな風に変わるのか、そこで使ってあげるのが正しいのか、そうやって真しん剣けんに考えてあげるのが楽しかったから今の私がある』

　そして彼かの女じよは六大公爵家が世界を支配していく中で――唯一『金』という武器を駆く使しして対等に渡わたり合うことができていた人物だった。

「少年、名前は？」

「カルツです。諸事情で家名を名乗れないので、名だけ覚えていただければ――」

「オーケイ、カルツ。私はもっと君と話がしたい」

「エデル様にそう言っていただけるとは光栄で――」

「ノー、友人だったら固い言葉はダメ。あと名前も呼び捨てがいい」

　そう言って、エデルがぷくりと頬ほおを膨ふくらませた。

　彼女は前回の人生でも淡々とした口調や、常に淡たん泊ぱくな表情で他人と接していた。

　だから他者と友好的に接することのない人物だと思っていたが……どうやら打ち解けた相手にだけ気さくに話してくれる性格だったらしい。

「……分かりました、エデル。しかし言こと葉ば遣づかいを崩すことには慣れていないので、そちらは普段通りでも構いませんか？」

「グッド、それでカルツが自然に話せるなら私も構わない」

　満足そうにふんふんと頷いてから、エデルは再び椅子にぽすんと腰こしを落とした。

「グラッド、ギザイア。静かに喋しやべりたいから二人きりにして欲ほしい」

「へいッ!!　承知しました、お嬢ッ!!」

「『うるさいからどこか行け』って言わないお嬢の心こころ遣づかいに感謝するぜぇッ!!」

　エデルの言葉に答えてから、付き人である男たちが離はなれていく。

　それを好機と見て、カルツもルチアに向き直った。

「ルチア、君も外してくれて構わない。僕はしばらく彼女と話しているから、オークションが終わった後にでも迎むかえに来てもらえるか」

「承知しました。私は外で待機しておりますので、御ご用ようがあればお声掛けください」

　カルツたちに頭を下げてから、ルチアも席を離れて人混みに紛まぎれていく。

　これでルチアも問題なく仕事をこなしてくれるだろう。

「カルツ、早く私とお話しよう」

「はい、それでは隣となりに――」

「ノー、隣じゃなくてこっち」

　隣の席に座すわろうとしたカルツを見て、エデルはおもむろに手を引き――

　そのまま、ぽすんと自分の膝ひざの上にカルツを乗せた。

「グッド、素晴らしいフィット感」

「……いえ、なぜ僕を膝の上に乗せたのでしょうか」

「隣の席はケースが置いてある。それにカルツの身長だと、椅子に座ったままだと品物がよく見えない。だから私の膝の上に乗せてあげようと思った」

「……それは理解しましたが、抱かかえる必要はないと思うのですが」

「私がリラックスできる。一人の時はぬいぐるみとか枕まくらを抱くと落ち着く」

　カルツの身体に腕を回し、お気に入りのぬいぐるみを愛めでるように頭をぽんぽんと撫なでていた。言動や振る舞いを変えても子供扱あつかいは避さけられないらしい。

「それに――こっちの方が二人きりで内ない緒しよ話ばなしもしやすい」

　囁ささやくような声量でエデルが告げる。

「私の友人になりたいと言ってきた人間は山のようにいた。しかし私は基本的に友人というものを作らないようにしている。その理由が分かる？」

「……純じゆん粋すいな友人関係を築くことが難しいからでしょうか？」

「イエス、やはり君はとても賢かしこい」

　口元に笑みを浮かべながらエデルは言う。

「私が定義する純粋な友人関係とは、他の要因に左右されない対等な立場を指す。しかし私は自分の立場や肩かた書がきから、たとえ友人であっても『価値』を見定めて天てん秤びんに掛ける。そんな私が相手と対等な関係を築くことは極めて困難だと言っていい」

　大半の人間は、彼女に対して打算的な考えを持ちながら近づいてくる。

　それこそカルツも彼女の立場や詳細を知っていて近づいた身だ。

　そんな境遇に身を置いてきたからこそ、エデルにとって他者との関係性は「自分から見て価値のある人間か」という面で見るしかなかったのだろう。

「だけど、カルツは私のそういった面も理解していると感じた」

「エデルが『五億の配当を当てた』という事実を利用させてもらった代わりに、配当金である五億ガルドを渡して僕を黙らせようとしたところですかね？」

「イエス。そうして君は私の意図を理解して対等な立場で交こう渉しようを行う姿勢を見せ、最終的には五億ガルドという大金を『友人への贈り物』と称しようして手放した。それは予想外だったし、私が他人に対して価値ではなく『興味』を抱いたのは初めてと言っていい」

　表情を和やわらげながらエデルは語る。

「だから私はカルツと友人になりたいと思った。そこに打算的な理由があって私に近づいたのだとしても、その意図や目的について私は興味がある」

　そんなエデルの言葉に耳を傾かたむけていた時……会場の明かりが落とされ、舞ぶ台たい上に現れた司会によってオークションの開始が宣言された。

　司会が会場を盛り上げて煽あおる中、カルツは静かに口を開いた。

「それでは、僕という友人の頼たのみを一つだけ聞いていただけますか」

「イエス、友好の証として聞いてあげる」

「僕の後援者になっていただきたい」

「こちらが出資する内容と、その見返りについて教えて欲しい」

「今日のオークションで出品される『人』を競せり落としてください」

「……人ということは、奴ど隷れい？」

「はい。正確には人間ではなくエルフの女性です」

「……その歳で奴隷を欲しがるのは、情操教育に良くないと思う」

　エデルが眉をひそめながら指先でカルツの頬を突いてくる。

　奴隷とは主に労働力として買われる存在だ。

　しかし、オークションといった形で出品される奴隷は見た目が整っている者……つまり愛あい玩がん目的として購入するものであり、大多数の者は奴隷に性的な奉ほう仕しを行わせる。

　そんな奴隷を十歳の子供が欲しがっていると知れば当然の反応だろう。

「だから個人的には賛同できない」

「僕が奴隷を競り落としたい理由は他にあります。しかし子供の僕が奴隷を競り落とせば他者から疑念を向けられるので、あなたに手に入れて欲しいのです」

「疑念を向けられるのは私にも言えること」

　エデルに向けられる疑念というのは、同性の奴隷を欲しがるという醜しゆう聞ぶんではない。

「私は奴隷が好きじゃない。その労働力で一時的な金は生まれるけども、それは奴隷の命を使い捨てて得ただけであって、それ以上の価値を生み出さない」

　エデル・メルカトルという女性は奴隷制度を快く思っておらず、人手が必要な時でも頑かたくなに奴隷を使わないという奴ど隷れい嫌ぎらいとして有名だった。

　その本心を聞いたのは初めてだが、なんとも彼女らしい理由だと言える。

　しかし、その奴隷だけは何があろうと競り落とさなくてはいけない。

「約束します。奴隷を競り落とすことでエデルの評判が落ちることはありません」

「……その根こん拠きよは？」

「今は話せません。しかし僕が五億という大金と他の利益を全て捨てて、エデルとの友好を図はかって代理落札を依い頼らいした理由があります」

「不十分。そこに私が出資するだけの見返りがあるとも思えない」

　自身の信条ということもあってか、エデルは強固な姿勢を崩くずさない。

　だからこそ――

「――メルカトルの鉄道計画を有利に進めることができる、と言ってもですか？」

　カルツが告げた直後、エデルの表情が一いつ瞬しゆんだけ固まった。

　その反応は想定していた。

「北方の大商家である『メルカトル大商団』は大陸の主要箇か所しよに鉄道を敷く計画を進めているはずです。そのために必要な土地調査を行うのが帝国への訪問理由であり、それらを悟さとられないように帝都で新たな事業を興おこす予定だったのでしょう？」

　回帰前の人生で、最初にエデル・メルカトルは帝都で衣料品店を立ち上げた。

　北部のデザイナーたちが作り上げた衣い装しようを流行させて、帝国民の衣装を刷新したことで帝国内における立場と知名度を確立した。

　その裏で――メルカトルは必要な土地を買い上げて北部と南部を縦断する『鉄道計画』を進めており、大陸内における輸出入、運うん搬ぱん事業の全てを担になって巨きよ万まんの富を築き上げた。

　その総額は帝国の国庫金にまで匹ひつ敵てきするほどであり、六大公こう爵しやくでさえ存在を無視することができないほどの影えい響きよう力りよくをメルカトル大商団は手にした。

「あの竜券で計画が三年は早まったでしょう。取材を受け、号外には帝都で売り出す予定の衣服を着たエデルの姿が帝都中に知れ渡り、広告等の莫ばく大だいな費用が浮いたはずです」

「……だから、『五億ガルドにいくら上乗せするか』って訊きいてきたと」

「そういうことです。エデルは『金』の価値や使い方を知っていて、それ以上に『時間』が貴重で価値があることも知っています。ですが、あなたは竜券によって得た正しい利益ではなく当選額の五億ガルドを提示してきました」

「……だけど、カルツはそれを受け取らなかった」

「はい。全てを理解した上で、僕は五億ガルドと竜券によって生じた利益を放ほう棄きします」

　そう答えながら、カルツは口元に笑みを浮かべる。

「これで、僕はエデル・メルカトルという商主に大きな『貸し』を作ったことになります」

　エデルが求めているのは、世間一いつ般ぱんにおける『友人』ではない。

　どのような利益を生み出せるか。

　どれほどの『価値』を生み出す存在なのか。

　交渉や会話において、狡こう猾かつに相手を出し抜ぬくことができるか。

　エデルという人間の思考をどれだけ理解して凌りよう駕ができるか――




「――これが、エデル・メルカトルの『友人』として出した答えです」




　取り入ろうと媚こびを売るのではなく、すり寄るために機き嫌げんを取ろうとするのではなく、顔色を窺うかがうのではなく、対等な立場の『友人』としてカルツは告げる。

　そんなカルツの答えを聞いたところで――

「――オーケイ、君のことを私の『友人』として認めよう」

　口元に笑みを浮かべながら、エデルは楽しげに言葉を弾はずませる。

「カルツは私に大きな『貸し』を作った。だけど商人は『借り』を作るのが嫌いだし、今後も対等な友人関係を続けていくためにも余計な要素は排除したい」

「ええ、重々承知しています」

「だから『借り』を返してあげる。改めて言って欲しい」

「今回のエルフを競り落としてもらうだけで結構です。それがメルカトルの鉄道計画に繋つながることも約束しますし、今後も友人としてお力ちから添ぞえさせていただきます」

「……落札したい理由は言えないけど？」

「然しかるべき時が来たら説明すると約束します」

「……カルツは賢いけど、すごく意地悪な子」

　頬を膨らませながら、エデルはむにむにとカルツの頬を引っ張った。

「カルツは目先の利益だけじゃなく、色々な情報から今後の展望を類推して大きな利益を生み出すことができる思考もある。友人として、ビジネスを行う上でのパートナ―としても申し分ないと思った」

　そうエデルは静かに答えてから――

「――だから、君に対する価値を私から提示してあげる」

　そんな囁くような言葉の直後。

　舞台を照らしていた光源が一いつ斉せいに中央へと向けられた。

『――それではッ！　次の商品をご紹しよう介かいしますッ!!』

　オークションを進行していた司会が熱を込こめながら口上を述べる。

『こちらの商品は亜あ人じんの奴隷ですッ！　下げ賤せんな奴隷に興味を持たない方であっても、本日の奴隷には多大な好こう奇き心しんを抱くことでしょうッ!!』

　そんな下品な煽り文句と共に――覆おおい被かぶさっていた布が取り払はらわれた。




『本日ご紹介する奴隷は――「紅眼のエルフ」ですッ!!』




　ライトを浴びて輝く緑金色の髪。

　紅々とした炎ほのおを宿すように輝く、鮮あざやかな紅色の瞳ひとみ。

　そんな奴隷の姿を見たことで、会場内から僅わずかに声が上がる。

『一般とは異なる緑が強く出た金きん髪ぱつッ！　そしてエルフの中では「火」を連想する忌いみ子として処理されてきた紅眼ッ!!　その稀き少しよう性せいは宝石以上の価値を持ちながら、エルフ特有の男女問わずに魅み了りようする整った顔立ちと豊満な肉体は実用性にも長たけておりますッ!!』

　司会の謳うたい文もん句くを聞きながら、奴隷の少女は身体を震ふるわせていた。

　会場にいる男性客たちの粘ねばついた卑ひ猥わいな劣れつ情じようの込められた視線、そして女性客から向けられる侮ぶ蔑べつと好こう奇きに満ちた視線を受けて、その紅眼は恐きよう怖ふによって大きく揺ゆれていた。

「――ナッハッハッ！　これは素晴らしいッ!!」

　客席から粘ついた笑い声が聞こえ、カルツは静かに視線を向ける。

　怠たい惰だな生活によって醜みにくく太った肉体と、悪あく趣しゆ味みな宝石や貴金属を身に着けた男。

　ギレンツィオ・バリス伯爵。

　元々はオルナメント公爵家の派は閥ばつに所属する数ある子し爵しやくの内の一人だったが、錬れん金きん魔ま法ほうによって作り出された新薬の開発によって富を得て、現在の地位にまで登のぼり詰めた。

　しかし……その新薬は数多あまたの奴隷を犠ぎ牲せいにして作り上げたものであり、手に入れた奴隷たちを散々弄んだ後に人体実験の材料にしていた。

　そんなギレンツィオに落札されたことによって、奴隷の少女は欲望のままに凌りよう辱じよくされて尊厳を貶おとしめられ……最後には凄せい惨さんな死を遂とげた。

　その未来を繰くり返すわけにはいかない。

　彼女を救い出すことが――アルテシアを救い出すことに繋がる。

「ぜひとも手に入れさせてもらおう――一千万ッ!!」

　ギレンツィオが奴隷の相場には不ふ釣つり合いな高額を宣言する。

　大だい胆たんな金額と稀少性などに惹ひかれたのか、他の者たちも競きそうように札を上げる。

　しかし、提示された額を上回るようにギレンツィオは入札を釣つり上げていき――

「五千万ッッ!!」

　奴隷入札における歴代最高額を大おお幅はばに超えた金額を宣言した。

　ギレンツィオの宣言によって、客席が静まり返る。

　いくら金が余っている貴族であっても、たかが奴隷にそんな馬鹿げた金を出すような者はギレンツィオという酔すい狂きような者しかいない。

　だから前回の人生で、ギレンツィオは五千万ガルドという額で奴隷の少女を落札した。

　だが――




「――――五十億」




　さらに馬鹿げた入札額と共に、エデルが高々と札を上げた。

　その声を聞いた瞬間、会場にいた全ての人間がざわめきながら振り返り、舞台上の司会も困こん惑わくした表情を浮かべながら訊き返す。

『え、は……ご、五十億？』

「イエス、五十億で入札する」

『ご……五十億での入札ですッ！　ほ、他に入札を希望される方は――』

「ふざけるなッ!!　これは入札妨ぼう害がいだろうッ!?」

　エデルの入札額を聞いて、ギレンツィオが顔を真っ赤にしながら立ち上がる。

「衛兵ッ!!　払えもしない額を提示して進行を妨さまたげる奴やつを今すぐ捕とらえ――」

　近くにいた衛兵に向かって、ギレンツィオが怒ど声せいを浴びせた直後。




　エデルは席に置いていたケースを勢いよく蹴けり飛ばした。




　衝しよう撃げきによって留め具が外れ、ケースに入っていた金券が空中を舞い踊おどる。

「――この金は、そこの豚ぶたがオークションを中断した迷めい惑わく料りようとして寄き贈ぞうする」

　金札の雨が降り注ぐ中でエデルは不敵な笑みを浮かべる。

　そうしてエデルが注目を浴びたことで、方々から騒ざわめきと共に声が上がった。

「あの髪かみ色いろと金眼……まさか、彼女がエデル・メルカトルなのかッ!?」

「メルカトルって、あの北方の商流を牛ぎゆう耳じっているメルカトル大商団ですかッ!?」

「北方で手て掛がけた事業の全てで成功を収め、商団の拡大に大きく貢こう献けんして現当主から直々に後こう継けいとして指名された才女がいると噂うわさでは聞いていたが……」

　彼女の詳しよう細さいを知る耳みみ聡ざとい者たちが口々にその名を呼ぶ。

　大陸を両断するように隔へだてる、巨きよ大だいな山脈の向こうに広がる北方の国々。

　分散している数多の国々を束ねれば帝国にも匹敵する規模であり、帝国に次ぐ人類領土として人々には認にん知ちされている。

　北方の国々で『メルカトル大商団』を知らない者はいない。

　北方大陸において数多の事業を手掛け、北方大陸に存在する全ての国々に商館を置き、北方で生活する上で人々は何かしらの関連を持ち、各国の王族とも繋がりを持つ大商家。

　そんな生家の力に頼たよることなく幼少期から独力で莫大な富を築き上げ、帝都に進出した数年後には帝国貴族たちが築いた商流領域の大半を塗ぬり替かえ、自身が計画し発ほつ足そくした鉄道事業によって『全ての富の頂点に立つ者』とまで言わしめた。

　そうして、彼女は『金』の力で六大公爵家と肩かたを並べた――




「――私と『金』で殴なぐり合えないのなら、喚わめいてないで黙って座っていろ」
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　客席で立ち尽つくすギレンツィオに対して、エデルは侮蔑を込めた視線と共に告げる。

　その言葉に対して、ギレンツィオは何も答えない。

　むしろ、怒いかりで染まっていた顔が徐じよ々じよに青ざめている。

　ギレンツィオが余よ裕ゆうに満ちた表情で入札を行っていたのには理由があった。

　それは――奴隷の入札を条件に、ギレンツィオに対して大金が手て渡わたされていたからだ。

　今回の入札を命じたのは公爵家だった。

　その奴隷は公爵家にとって重要な意味合いを持っていた。

　何があろうと競り落とさなくてはいけない奴隷だった。

　しかし……その命を果たせなければギレンツィオは派は閥ばつ内ないで処分を受けるだけでなく、家門の存続どころか命さえ危あやぶまれる状じよう況きように陥おちいる。

　だが――

「私の入札は五十億。オークションである以上、次に発する言葉は金額だけ」

　煽るようにエデルが軽く顎あごを上げて見せる。

　五十億という大金を払えるだけの財力がギレンツィオにはない。

　公爵家であれば動かせない金額ではないが、五十億を超こえる大金が動いたとなれば他の公爵家たちに余計な疑念を抱かれる。

　そうなれば、ギレンツィオは責任を追つい及きゆうされて公爵家から処分を受ける。

　つまり――どう足あ掻がいても、この場でギレンツィオに打てる手立てはない。

「――――クソがァッ!!」

　そう口くち汚ぎたない言葉を発して、ギレンツィオは地面に帽ぼう子しを叩きつけて立ち去る。

　当然ながら、他に入札の手を挙げる者は誰だれ一ひと人りとしていない。

『こ、こちらの奴隷……五十億ガルドの金額で落札と、なります……』

　そう落札宣言が行われた後も、会場内は不気味なほどに静まり返っていた。

　ただ一人、エデルはぽすんと椅子に腰こし掛かけるが、なぜか少しだけ不満そうだった。

「むぅ……本当は百億って言いたかったけど、今使えるのが五十億だったから残念」

「……いえ、気持ちは十二分に受け取りました」

「オーケイ。私にとって君はすごく価値のある友人。だから今後も仲良くして欲しい」

　友好的な笑みと共に、エデルが手を差し出してくる。

　そんな彼女の笑みに頷うなずいてから、カルツは差し出された手を握にぎり返した。

「落札した奴隷はどうすればいい？　すぐにエッチなことをするつもりなら、今すぐ引き取って適当な宿屋に置いておく」

「……いえ、だからそういった目的ではないです」

「だけど、男の子は胸の大きい子が好きだってグラッドとギザイアが言ってた。君のメイドや奴隷の子も大きかったから好きなんだと思っていた」

「それは本当に偶ぐう然ぜんかつ大きな誤解です」

「照れなくてもいい。ちょっと早いけど男の子なら仕方ないと理解している」

　エデルが優やさしい眼まな差ざしと共にぽんぽんとカルツの頭を叩たたいてきた。多少の子供扱いなら我が慢まんできるが、その不ふ名めい誉よな誤解だけは確実に撤てつ回かいしたいと思う。

　そんな場ば違ちがいな考えを捨てるように、カルツは大きく息を吐はいて表情を改めた。

「落札した奴隷は帝都にある亜人特区……そこにエルフたちが経営している商館があるので、そちらに何も要求せず送り届けてください」

「……同族のところに奴隷を渡したら、すごく嫌いやそうな顔をされると思う」

「最初はそういった反応をされるかもしれませんが……それでエデルに危害が及およぶことはありません。むしろ後ほど大きな利益を生むので期待しておいてください」

「……オーケイ。五十億を手放すのは私も痛いけど、カルツを信じることにする」

　ふんふんとエデルが頷いたところで、カルツは静かに立ち上がった。

「大だい丈じよう夫ぶです。エデルの五十億は失われませんし、あなたに落札をお願いしたのは先ほどの男を妨害してもらうのと――彼女に顔を覚えてもらうためでしたから」

　舞台上から連行されていく奴隷の少女を見つめながらカルツは言う。

「エデル、今すぐ護衛の二人を呼んで入り口の近くで待機していてください」

　懐中時計を確かく認にんしつつ、カルツはゆっくりと踵きびすを返してから――




「――もうすぐ、ここで大きな騒さわぎが起こりますので」




◆




　オークション会場に併へい設せつされている関係者だけが立ち入りを許された区域。

　普ふ段だんは貴重品や稀き覯こう品を扱う関係上、緊きん張ちよう感や粛しゆく々しゆくとした空気が漂ただよう場所でもある。

　しかし、今は剣けん吞のんな雰囲気に包まれていた。

「――どういうことだ、ウレキ子爵ッ!!」

　ギレンツィオが顔を赤くし、耳みみ障ざわりなほど鼻息を荒あららげながら怒ど鳴なり声を上げる。

　その怒りを受けている丸眼鏡を掛かけた壮そう年ねんの男……サンドル・ウレキは青ざめた表情で頭を下げ続けていた。

「も、申し訳ありません……ッ!!　まさか北方のメルカトルが入札に加わるなんて――」

「言い訳をするなァッッ!!」

　ギレンツィオが金色に輝く悪趣味な杖つえを振り上げ、サンドルに向かって打ちつける。

　うずくまるサンドルに向かって、怒りのままに幾いく度どとなく杖を振り抜く。

「だからオークションではなく内密に取引を行えと言ったんだッ!!　どうせ私が落札するのだから変わらないだろうにッ!!」

「そ、そんなことをすれば事が露ろ見けんした時に我々が破は滅めつしますッ！　内密に取引を行ったという記録が見つかれば、その価値や意味を事前に知っていたとッ!!」

　万ばん全ぜんを期すならば、内々で取引を行っていればよかった。

　しかし事が露見すれば、間ま違ちがいなくサンドルは重罪に問われる。

　だからこそ複数の奴隷商人を経由させて、彼女が『本物』であることを知らずに出品したという体てい裁さいでオークションの出品物にしたのだと彼かれは語っていた。

「それにッ……バリス伯はく爵しやくは確実に落札できる金額として五億ガルドを大公から受け取り、その余よ剰じよう金きんを報ほう酬しゆうとすることで私の方法に合意されていたではありませんか……ッ!!」

「ハッ！　そうだなァッ!?　その結果が生意気な小こ娘むすめに奴隷を奪うばわれてッ!!　私は大公からの命を果たせなかった間ま抜ぬけとして断罪されるわけだッ!!」

　サンドルの眼鏡が割れて頭から血が流れようとも、ギレンツィオは杖を振ふるい続ける。

「今すぐあの奴隷を私の下に持ってこいッ!!」

「で、できません……会場を訪おとずれていた者たち全員がエデル・メルカトルの落札を目もく撃げきしているんですッ!!　他の貴族ならば金だろうとコネだろうと全ての手段を使って解決できましたが、北方の人間である彼女に我々の力は及ばないんですッ!!」

「それをどうにかしろと言っているんだろうがァッッ!!」

　醜く太った短い足でサンドルの腹を蹴け飛とばし、肩で息をしながら指を突つきつける。

「いいかッ！　あの奴隷を小娘に引き渡した後だったら、主しゆ催さい者しやである貴様の責任の範はん囲い外がいとして言い逃れできるッ！　それで生意気な小娘を殺して奴隷を回収してこいッ!!」

　そんな無む茶ちやな要求を突きつけ、ギレンツィオは唾つばを吐いて部屋を出て行った。

　しばらく経たってから、サンドルは足を震わせながら立ち上がり――

「あの……豚ぶた野や郎ろうがッ……!!」

　ギレンツィオを口汚く罵ののしりながら、乱暴に引き出しを漁あさり始めた。

「破滅するのはこちらだって同じなんだ……ッ!!　あの奴隷嫌いのメルカトルが入札して、五十億なんて馬鹿げた金を提示するなんて誰だれが予想できたって言うんだ……ッ!!」

　サンドルの言葉は正しい。

　こんな事態になるとは、誰一人として予想していなかっただろう。

　その背後に一人の『黒幕』がいたと気づける者はいない。

「いっそ引き渡しをせず会場に火でも付けてやろうか。その騒そう動どうで奴隷が逃にげ出したことにして、あの豚野郎にでも渡してしまえば――」

「おー、坊ぼっちゃんと同じようなこと考えてるじゃん」

　背後から声を掛けられたことで、サンドルが勢いよく振り返った直後――




　サンドルの喉のど元もとに、漆しつ黒こくの刃やいばが突き刺ささった。




「かッ――!?」

「散々殴られた後に殺されるとか同情するよ。まぁ今までの贖しよく罪ざいってことで」

　おどけた口調と共に――ルチアは静かにナイフを抜き、サンドルの服で血を拭ぬぐう。

「さてさて。この鍵かぎが保管庫、金庫にある取引帳ちよう簿ぼとかはこっちの鍵っと」

　事前に下調べを終えていたため、対応する鍵や保管場所は理解している。

　慣れた様子で鍵を漁り、隠かくされた書類や帳簿などを回収していく。

「そんじゃ、もう少し運びやすくさせてもらおうかな」

　遺体となったサンドルに冷れい徹てつな視線を向けてから――

　ルチアは遺体に向かってナイフを振り下ろした。

　肉と骨が断たたれる鈍にぶい音が室内に響ひびき渡る。

　過去の人体実験によって得た、常人を超えた身体能力。

　少女とは思えない軽い素そ振ぶりで四し肢しを切断し、サンドルの肉体をバラバラに解体して持っていた鞄かばんの中に収納する。

「あーあ……この鞄かばん魔ま具ぐだけで百万ガルドしたのに、血で汚よごれたから廃はい棄きかなぁ……。色々と収納できて便利だし、あとで坊っちゃんにおねだりでもしよっかな」

　軽口を叩きながらルチアは残っている血けつ痕こんに薬品を散布して流し、部屋の電球などを割って発覚が遅おくれるように工作する。

　そして……遺体の入った鞄を手にしてから、ルチアは保管庫へと向かって行った。

　サンドルは怒いかり狂くるったギレンツィオと会話を行うため、事前に人ひと払ばらいをしていた。

　既にギレンツィオは立ち去ったが、その剣けん幕まくを見れば当分近づく者はいないだろう。

　それに――たとえ誰かいたとしても、ルチアならば即そく座ざに気づいて対処できる。

　人体実験によって得た力は身体能力だけではない。

　視覚や聴ちよう覚かくといった五感も他者より鋭えい敏びんであるため、僅かな物音や息いき遣づかいであろうとも知覚し、たとえ気配を消そうとしても感知することができる。

　そのまま音を立てることなく、ルチアは保管庫の鍵を開けて室内に足を踏ふみ入れた。

　厳重に保管されているオークションの出品物。

　異い彩さいを放っている厳重な檻おり。

　そこには――緑金色の髪かみを持つエルフの少女がいた。

　口元には猿さる轡ぐつわをかまされ、手足は枷かせによって自由を奪われており、首元には奴隷用の首輪が嵌はめられている。

　そしてルチアの姿を見た瞬しゆん間かん、少女は怯おびえたように鎖くさりの音を何度も響かせた。

「はいはいー、怯えなくていいよー。私はあなたを助けに来た人間だから、変に騒いで他の人間が来るようなことはしないでちょうだい。オッケー？」

　ルチアの言葉に対して、少女は迷うように瞳を揺らしながらも頷いた。

　その様子を確認したところで、ルチアは檻の鍵や拘こう束そくを解いていく。

「――――けほっ」

　猿轡を外した直後、少女が軽く咳せき込んでから顔を上げる。

「ぁ……なたは……？」

「今は時間がないから、助かりたいなら私の指示に従ってちょうだいね」

　外がい套とうや着き替かえと共に、折り畳たたまれた数枚の紙を放り投げながらルチアは言葉を続ける。
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「着替え終わったら向こうにある換かん気き口こうから外に出なさい。そこから路地を抜けて人混みに紛れた後、あなたのことを落札した女の子を探して助けを求めなさい。その子が亜人特区にあるエルフの商館まで送ってくれるから、後は指示書に従って動けば大丈夫」

　そう告げてから――ルチアは鞄の中に入れていたサンドルの遺体を取り出した。

　奴隷用の拘束具をサンドルの遺体に取り付け、少女の背せ丈たけに近くなるようにトリミングしてから檻の前に配置していく。

「今からここは炎に包まれる。檻の中にいた奴隷は熱によって檻が開いたものの、その炎によって逃げ場を失って途と方ほうに暮れ……崩ほう落らくした瓦が礫れきによって原形を留とどめないほど押おし潰つぶされた状態で発見されるが、その場に残されていた拘束具によって死亡が確認される」

　それがカルツの描えがいた筋書きだ。

　回帰前、この奴隷少女の死によって世界の命運は大きく傾いたと彼は語っていた。

　そして――彼女が生き残ることで後の悲劇を回かい避ひできるだけでなく、六大公爵家の一角を崩すための足あし掛がかりになるとも語った。

「無事に逃げて、あなたを落札したエデル・メルカトルに助けを求めなさい。彼かの女じよは北部の出身として周辺国を渡り歩いているし、直接会えばあなたの正体にも気づくだろうから」

「お待ち……なさい……」

　ルチアが着火の用意を進める中、掠かすれた声こわ音ねで少女が声を掛けてくる。

「なぜ……あなたは、わたくしのことを助けたんですの」

　それは奴隷には相応ふさわしくない言葉遣いだった。

　それが彼女の本来あるべき姿だ。

　彼女は奴隷身分に堕おちるような立場や境きよう遇ぐうになかった。

　しかし公爵家の謀ぼう略りやくに巻き込まれ、奴隷と偽いつわられて帝てい都とに運はこび込まれたのだ。

　カルツがそんな彼女を助けた一番の理由は――




「――それが『鉄血の誓ちかい』だと、私の主は言っていたわ」




　その文言を告げた瞬間、少女が大きく目を見開いたのが見えた。

　それと同時にルチアは火を放ち、保管庫内に炎が広がっていく。

「それじゃあ、また会いましょうね――フェイユ・ブラスカス」

　そう少女の名を口にしてから、ルチアは炎が燃え広がる保管庫から立ち去った。







五話







「――アイゼンフッドの呼ぶ『同志』とは、肩を並べて共に歩む者たちのことなの」

　そうアルテシアは庭先で木こ漏もれ日びを浴びながら語ってくれた。

「そこに人種や上下関係はない。互たがいの距きよ離りや時間も関係ない。『同志の全てを分かち合い、その苦楽や敵も自身の物であると心得よ』というアイゼンフッドの家訓を互いの誓せい約やくとして交かわし、共に笑って、喜んで、怒って、泣いて、悲しんで……そうして一いつ緒しよに同じ時間を生きてきた者たちのことを、私たちは『同志』と呼んでいたわ」

　今までアイゼンフッドの歴史について聞かされてきたこと、そして屋や敷しきに来てから四年が経ったこともあり、カルツもアルテシアを取り巻く状況については理解できていた。

　当然――彼女が亜人たちから『大罪人』と呼ばれて恨うらまれていることも含ふくめてだ。

　それでもアイゼンフッドの歴史について語る時、いつもアルテシアは楽しげに笑い、その家に生まれたことを誇ほこるように嬉き々きとした表情を浮うかべていた。

「まぁ……他でもない私が、彼らと交わした『鉄血の誓い』を破ってしまったけれど」

　その名は初代当主の『鉄血』という固有魔ま法ほうに由来する。

　自他問わず、流れ出た血液を操あやつるという異能。

　しかし、他の者たちは「魔法とさえ呼べない劣おとった能力だ」とせせら笑った。

　それでも初代当主は他者の言葉には耳を貸さず、自身の魔法に対する理解を深めていき、名もない一人の兵士でありながら敗北必至の戦局を単身で覆くつがえして見せた。

　皇太子の初うい陣じんで異能を振るい、戦場にいた皇太子と多くの兵士たちの命を救ったという功績から、初代当主は『アイゼンフッド』という家名と爵しやく位いが与あたえられた。

　そんな初代当主の功績を語るには欠かせない、最も馬鹿げた行動と内容がある。

『無む駄だ死じにばかりでバカらしい。ちょっと向こうと話し合ってくる』

　そう言って初代当主は単身で敵てき陣じんに乗り込み、自身だけでなく敵陣営の者を誰一人として傷つけることなく突とつ破ぱした後、対話による終戦を実現させた。

「初代当主は自身の魔法で戦場に流れた血を全部まとってから敵陣に突とつ入にゆうして、『この戦いでこれだけの奴が死んだ。誰も幸せにならないし話し合いで解決しようぜ』と言って、相手の要求や言い分を全部まとめて、助けた皇太子を盾たてにして皇こう帝ていを無理やり交渉の場に引きずり出して終戦に合意させたの」

　以前、アルテシアは嬉うれしそうに初代当主の逸いつ話わを語っていた。

　その時だけは当主ではなく、英えい雄ゆう譚たんに胸を躍おどらせる無む邪じや気きな少女のようだった。

　それほどまでに、彼女はアイゼンフッドという家門に誇りと愛着を持っていた。

　しかし、彼女が当主として下した決断によって亜人たちは離はなれていった。

　だからこそ、彼女は自じ嘲ちようするように語ったのだろうが――

「――アルテシア様は、今も『鉄血の誓い』を守り通しているではないですか」

　カルツの言葉を聞いて、珍めずらしくアルテシアが驚おどろいた表情を浮かべたのを覚えている。

　この頃ころ、カルツは書類の整理や仕事の一部を手伝っていた。

　アルテシアが倒たおれて、屋敷の外に出ることさえ難しくなってしまったからだ。

　そして業務のために書類を整理していた時、偶然見つけてしまった日記に書かれていた内容をカルツは知ってしまった。

「だから、そんな風に自身を貶めるようなことを言わないでください」

「……人の日記を勝手に見るなんて、ずいぶんと悪い子に育っちゃったわね」

「申し訳ありません。業務に必要な物かと思って目を通してしまいました」

「それなら途と中ちゆうで読むのを止めればいいでしょう。ちゃんと見つからないように隠しておいたのに……今さら三百年前の話を持ち出すなんてズルいわ」

　頬ほおを膨ふくらませながら言うアルテシアの姿は、年相応の少女と変わらなかった。

「罰ばつとして紅茶のお代わりと、夜のデザートにあなたが作ったプリンを出しなさい」

「アルテシア様、プリンは昨日も召めし上がったでしょう」

「だって毎日食べたいくらい美お味いしいんだもの」

「あまり甘かん味みばかり食べていると太られますよ」

「肉体年ねん齢れいの時を止めているから体型は変わらないし、食べ物は全部魔力に変へん換かんされるようになっているから問題ないと何度も説明しているでしょう？」

「……分かりました。僕ぼくの落ち度なので用意させていただきます」

「ふふん、最初からそう言っていればいいのよ」

　そうアルテシアが勝ち誇ったような笑えみと共に胸を反らす。

　そんな彼女との何気ないやり取りや会話が楽しかった。

　そんな時間が永遠に続いて欲ほしいと心から思うほどだった。

　だから――そんなカルツの想おもいが少しだけアルテシアに伝わったのだろう。

「私は自分を卑ひ下げして言っていたわけじゃないのよ、カルツ」

　口元に微び笑しようを浮かべながらアルテシアは言う。

「同志たちから恨まれていたって構わない。同志を裏切った最悪の『大罪人』と罵られても構わない。むしろ憎にくんでいて欲しいと望みながら私は口にしているのだから」

「……どういうことですか？」

「苦しい時や辛つらい時には、その怒りを向ける存在がいないと余計に辛くなるものよ。その役目を時には担うのが上に立つ者としての責務であり、たとえ悪感情であっても亜人という種が団結する一助となり、自分たちを守ることに大きく繋がるもの」

　実際、事件後に亜人たちは種族間における結束と団結を強める結果となった。

　アイゼンフッドが種族間の架かけ橋はしとなって交流が生まれ、『異族狩がり』以後には過去に諍いさかい合っていた種族とも積極的に交流を行い、各おの々おのが強固な国家へと成長していった。

「それに恨まれているということは……まだ私を覚えているということでもあるもの」

　アルテシアは自身の魔法によって、半ば永遠の時を生きることができる。

　だから人々の記き憶おくの中からも忘れ去られた時こそ、自分という存在が真の意味で『死』を迎むかえるのだと何度か語っていた。

　きっと――この時には、自分に残された時間が少ないことを自覚していたのだろう。

「もっとも、三百年も前の話だから今では忘れている者の方が多いでしょうけどね」

「……そんなことはありません。亜人たちは人間よりも長命な種族が多いですし、今も同志たちはアルテシア様のことや『鉄血の誓い』を覚えているはずです」

「そうね。もし覚えていてくれるのなら嬉しくて泣いてしまうかもしれないわ」

　だけど、とアルテシアは微笑を浮かべながら言う。

「恨まれていても構わない。同志の誓いや私のことを忘れてしまっていても構わない。私が今の彼らに望んでいることは一つだから――」

　その時に語った彼女の願いは、まるで子供が口にするような願いだった。

　だが、その願いは『アイゼンフッド』の人間に相応しい言葉でもあったからこそ――




「――僕は、アルテシア様のような方に仕えることができて本当に幸せです」




　そう、心からの言葉を彼女に贈おくった。




◇




　サンドル・ウレキ子爵の所有するオークション会場が火災に見み舞まわれた。

　その情報を耳にしたのは、新聞社が報道するよりも早い段階だった。

「火災の火元は出品物を保管していた倉庫とのことです。火の勢いから見て自然発火ではなく、放火によって意図的に引き起こされたというのが調査結果となります」

　調査に当たっていたジェイド家のフィデルが抑よく揚ようのない声音で報告する。

「いかがなさいますか――オルナメント大公」

　報告を聞いて、壮年の男……ザーヴィス・オルナメント公こう爵しやくは眉み間けんのシワを撫なでた。

「お前はどう見ている、ジェイド卿きよう」

「サンドル・ウレキ子爵が行ゆく方え不明であり、取引帳簿等が持ち出されている様子から見て、自身の失態による報復を恐おそれて逃とう亡ぼうしたものと見ています。ほとぼりが冷めるまで潜せん伏ぷくした後、今回の取引記録を使って処分の取り消しを試みるつもりかと思われます」

「必ず見つけ出して殺せ」

　ザーヴィスが低く唸うなるような声で告げると、フィデルは表情を変えることなく頷く。

「既すでに捜そう索さくは行っております。それとバリス伯爵への処分はいかがしましょう」

「奴の現状はどうなっている」

「現在、ギレンツィオ・バリス伯爵には放火の容疑が掛けられて拘束されています。オークションの結果に憤ふん慨がいしてウレキ子爵の下を訪れていたこと、その際にウレキ子爵と言い争うような声を聞いたという従業員たちの証言も多数出ております」

「ハッ……役に立たないどころか、無む駄だな面めん倒どうに巻き込まれおって」

「いかがなさいますか」

「サンドルが見つかって放火の罪を被せるまで放置して、牢ろう獄ごくで頭を冷やすように伝えておけ。余計なことを喋しやべればどのような末路を辿たどるかは判断できるだろう」

　元々、ギレンツィオには全ての罪を被せるつもりだった。

　奴ど隷れいを買い取った張本人であり、凌辱の限りを尽くした外げ道どうとして断罪して世間の関心を向けさせることで、オルナメント公爵家という家門に影えい響きようが出る前に切り捨てるつもりだったが……その役目すら果たせない無能とは思っていなかった。

「例のエルフはどうなった」

「消失した焼け跡あとから遺体が一つ出ました。崩落した瓦礫によって押し潰され、激しく損そん壊かいしていたことで当人と確認することは困難でしたが、その背格好や瓦礫の下から出てきた拘束具などから、火災によって焼しよう死ししたのはエルフと見られます」

「不幸中の幸いか。あのエルフには然しかるべき時に死んでもらうのが理想だったが……身元不明の遺体になったのなら、現時点で存在が公になることもない」

　あのエルフには大きな意味があった。

　だからこそ見た目だけが取り柄えの中身が薄うす汚ぎたないエルフたちと手を組み、その身み柄がらを拉ら致ちした後にサンドルの持つ人脈を使って数多の奴隷商と国を経由させて、容易に追つい跡せきが行えないように注意を払った。

　そしてギレンツィオのところで奴隷として手元に置き、エルフの国を統すべている王室派が傾かたむいたところで殺す手て筈はずだった。

　その計画は僅わずかに逸それたが、大願を果たす上では何も問題ない。

「計画に支障はない。人間種との友好を掲かかげる王室派のエルフたちは、今回の拉致事件について公表することができない。それまでに貴族派のエルフたちが動き出して状況を乱せば我々の思おも惑わく通りに事は進むだろう」

　気を落ち着かせるように、ザーヴィスは椅い子すへ体重を預ける。

　神樹帝てい国こくアルブサージュにおいて、六大公爵家は何よりも大きな力を持っている。

　精せい霊れい魔ま法ほうを司つかさどる『スピリティア公爵家』。

　神聖魔法を司る『サンクトゥス公爵家』。

　召しよう喚かん魔法を司る『サマニエル公爵家』。

　付ふ与よ魔法を司る『コラティオン公爵家』。

　呪じゆ詛そ魔法を司る『マレディクト公爵家』。

　錬金魔法を司る『オルナメント公爵家』。

　魔法という強大な技術を半ば独どく占せんし、皇族さえ敬意を向けて接するほどの影えい響きよう力りよくを持つ六大公爵家に対して、表立って歯向かおうと画策する者は皆かい無むと言っていい。

　しかし――

「この計画を終えれば……我らオルナメントが他の公爵家よりも先に駒こまを進められる」

　同じ六大公爵家であれば話は変わってくる。

　帝国の頂点に立つ者たちとはいえ、公爵家の中にも序列は存在している。

　それは千年前に帝国が築かれて初代皇帝から公爵家としての立場を認められた際、当時の功績に応じて名を呼ばれた順番だった。

　その中で……オルナメントの名が呼ばれたのは六番目だった。

　今でこそ『六大公爵家』として一ひと括くくりにされているが、その事実によって他の公爵家たちはオルナメントを『格下』として見ており、事あるごとに嘲ちよう笑しようの対象としてきた。

　その屈くつ辱じよくをオルナメントの当主たちは受け続けてきた。

　国を防衛するという重大な責務を担になって完かん璧ぺきに遂すい行こうしたにもかかわらず、「ただ国に引きこもって後ろで見ていただけの臆おく病びよう者もの」と他の公爵家からは揶や揄ゆされてきた。

　だからこそ――オルナメント家は三百年前から準備を進めてきた。

　アイゼンフッド公爵家……人々から忘れ去られた七番目の公爵家。

　公爵家の中で最も新しく若い家門でありながら、運よく皇太子の命を救ったという理由によって、皇帝からの絶大な信しん頼らいと友愛を受けた成り上がりの家門。

　それだけでなく、アイゼンフッドは自分たちが偶然手に入れた異能に『固有魔法』という名めい称しようを冠かんして、一部の優すぐれた者たちだけに許された『魔法』という存在を汚した。

　だからこそ、六大公爵家は結けつ託たくしてアイゼンフッドを滅ほろぼそうとした。

　それもアルテシア・アイゼンフッドの自己犠ぎ牲せいによって完全には果たせなかったが……アイゼンフッドの領地を獲かく得とくし、オルナメントは他の公爵家を凌りよう駕がする方法を見み出いだした。

　その研究と実用段階まで持って行くために、三百年という長い歳さい月げつを費ついやしてきた。

　オルナメント家が六大公爵家の中で最も優れた家門であると証明する。

　大願を果たす前に、自分たちの動きを他の公爵家に気取られるわけにはいかない。

「回収に出た馬車が止められた件は、どこまで調査が進んでいる？」

「捕らえた貧ひん民みんたちについてはコーリア家の人間が交友を持っていたと証言しており、当人たちも財務調査を免まぬがれようとした貴族を狙ねらった犯行だと証言しているので、他の公爵家が関かん与よしている可能性は低いと思われます。それ以上の情報は望みがないかと」

「試料の一部が破損していた件についてはどうだ」

「試料は一いつ般ぱん薬品に偽ぎ装そうするため、あえて粗そ雑ざつな保管方法を取っていました。確認した際に複数の薬くすり瓶びんは破損していましたが試料に問題はなく、薬瓶の破は片へんを回収して復元した結果、数は一致していたため、偶ぐう発はつ的てきに破損したものだと見受けられます」

「そちらもただの不運ということか。どこかの馬鹿が公爵家の間で交わした密約を無視したのかと思っていたが、不運が重なったことで神経質になりすぎていたようだ」

　六大公爵家の間では一つの密約が交わされている。

　アルテシア・アイゼンフッドが死ぬまで、他家の動きには干かん渉しようしない。

　帝国と皇帝の絶対守護者であるアイゼンフッドが死に、六大公爵家が実権を握るまでは不干渉を貫つらぬくといったものだ。

　そして各々がアイゼンフッドの死後に備えて……六大公爵家は自分たちの家門が大陸の頂点に君臨しようと準備を進めている。

　その最中、拉致したエルフを回収するために帝都を発たとうとした馬車が止められて、指示を与えていたオークションの主催者が消えて会場が放火された。

　全てが立て続けに起こったからこそ、ザーヴィスは他者の関与や妨ぼう害がいを疑って調査を命じていたが……それらは杞き憂ゆうとして片づけることができる。

　たとえ他の公爵家が動きだそうとも、手に入れた秘物だけは死守しなくてはいけない。

　オルナメントが存在を確認しながらも、アイゼンフッドという忌いまわしい家門が居い座すわっていたせいで手出しできなかった秘物を――

「しかし、捕とらえた貧民たちの証言で気になった内容があります」

「言ってみろ」

「子供に騙だまされた、といったものです」

「…………子供？」

「はい。その者たちの証言によれば、同じ貧ひん民みん街がいの子供から財務調査を免れようとしている貴族がいるという情報を聞き、その話に信しん憑ぴよう性せいがあったとして実行に移したようです」

「ハッ……子供の話に踊おどらされたマヌケだったということか」

「しかし、捕らえた人間の一人は過去に貴族として男だん爵しやく位いを持っていた者でした。その人間が信憑性のある情報と判断する内容だったということでもあります」

　フィデルの言葉を聞いて、ザーヴィスも僅かに目を細める。

「その子供が意図的に虚きよ偽ぎの情報を流したと？」

「いえ……調べた内容によると、実際にサマニエル公爵家の派は閥ばつに属するライカーン家に動きがあり、後日に財務調査のための立ち入りが行われていました」

「それならば、その会話を子供が耳に挟はさんでオウムのように伝えたというだけだろう」

「その会話を貧民の子供が覚えていたことが私には気き掛がかりです。たとえ会話を耳にする機会があったとしても外では隠いん語ご等を用います。それを貧民の子供が『金になる会話』と理解して記憶しただけでなく、貴族の事情に精通している人間に伝えたとも――」

「……なるほど。私が過か剰じように反応したことで、お前まで神経質になっているようだ」

　だが、とザーヴィスは表情を改めてから告げる。

「所しよ詮せんは貧民の子供だ。何か思惑があったとしても雲外の我々には及ばず、他者の入れ知ぢ恵えであったのなら用が済んだ時点で消される運命だ。杞憂とも言えない些さ事じだろう」

　馬車を止めた理由が子供の言葉を鵜う呑のみにしただけならば、他の公爵家が関与している可能性は低いと言っていい。

　会話を信憑性に足るほど記憶していたことについても、同じサマニエル公爵家の派閥に属する者が他家の失態を狙い、その子供に吹ふき込こんだと考える方が自然だろう。

「お前の徹てつ底ていした仕事ぶりについては私も高く評価している。そして――その才覚を見出して、お前を養子に迎えたジェイド家の前当主についてもな」

　その言葉を告げた瞬間、フィデルの眉まゆが僅かに動いたのが見えた。

「だからこそ、お前までつまらないことを気に掛ける必要はない。我々の目指すべき場所は大局を制することであり、我わがオルナメントは些事ごときで揺ゆらぐほど脆ぜい弱じやくではない」

「……申し訳ありません、私の失言でした」

　恭うやうやしく頭を下げるフィデルを見て、ザーヴィスは鷹おう揚ように頷く。

　たかが貧民の子供など気に掛ける必要さえない。

　何者であろうとも、この計画とオルナメント公爵家を揺るがすことはできない。




　だからこそ――ザーヴィス・オルナメントは泰たい然ぜんと構え続けた。
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「――オルナメントが動くことはないだろう」

　オルナメント家の動向予測を語りながら、カルツはルチアと共に歩いていた。

　その説明を聞いて、ルチアも納なつ得とくしたように頷うなずいてみせる。

「そりゃねぇ……いくら不運が続いているって言っても、調べた上で何も出て来なかったら偶然って片付けるだろうし、公爵家なんて立場にいたら慢まん心しんもするでしょうよ」

「慢心というよりも、下手に動くことで他の公爵家に気取られることを嫌きらった結果だろう。公爵家にとって一番の敵は他の公爵家だからな」

　だからオルナメント自身が動くことはない。

　たとえ派閥に属する人間を使ったとしても、明確な情報が入るまでは現状維い持じを貫いて、想定している出来事が起こるまで動かない。

「それに君が上う手まくやってくれたから、かなり時間を稼かせぐことができたはずだ。それだけ時間を与えれば『彼女』も指示通りに動いてくれているだろう」

「あっ！　それで思い出したっ！」

　そう声を上げてから――ルチアがひょいとカルツに向かって頭を出してきた。

「…………なんだ？」

「ちゃんと仕事したから褒ほめて欲しいなって」

「報酬は渡わたしただろう」

「頑がん張ばったら頭撫でてって前に言ったじゃん」

　そうルチアが不満そうにぷくりと頬を膨らませる。

　その様子を見て、カルツは溜ため息いきをついてから差し出された頭を撫でた。

「……これでいいのか」

「えへへー、坊っちゃん優やさしいー」

「実際の年齢も含めて、その歳としで頭を撫でられて喜ぶのはどうなんだ」

「だって子供じゃないと頭を撫でてもらえる機会なんてないじゃん？　それとも年齢通り、何も知らない坊っちゃんに色々と教えてあげようか？」

「余計に相手をするのが面倒だから今後も頭を撫でさせてくれ」

「にひひっ、これで坊っちゃんに頭を撫でてもらえる権利を得たっ！」

　そう少女らしく、ルチアは嬉しそうに笑みを浮かべていた。

　確かに彼女の境遇を考えれば、他者に頭を撫でられたり、褒めてもらえるといった機会は少なかったのかもしれない。

　寿じゆ命みようを犠牲にしたとはいえ、今の彼女はその時間を取り戻もどすことができた。

　だからこそ、そういった以前では得られなかった経験を楽しむように、今のルチアは子供らしく振る舞まっているのかもしれないと考えたが――

「あ、撫でてもらうフリして坊っちゃんに抱だきついたら面おも白しろい予感がする」

「その時は僕の手が平手打ちに変わるぞ」

「えー、メイドを暴力で従えて好き勝手しちゃうのは解かい釈しやく違ちがいだなー」

「君は一体なんの話をしているんだ……」

　途中で面倒になったので、カルツは考えるのをやめることにした。

「ところでさ、本当に坊っちゃんのやり方でオルナメントが失しつ脚きやくするの？」

「今後の流れについては説明しただろう」

「説明そのものは理解したんだけど……私は実際に見たわけじゃないから実感が湧わかないというか、一つダメになったくらいで引き下がるのか半信半疑って感じ？」

　首を傾かしげながら、ルチアが考え込むように腕うでを組みながら言う。

　実際、ルチアの疑念については納得できる。

　オルナメントは帝国の頂点に君臨する公爵家の一角であり、その権けん威いや影響力は帝国内だけに留まらず、大小様々な形で大陸全土に及およんでいる。

　そんな強大な存在が一つの失態で傾くことなど、本来ならあり得ないことだ。

　しかし――

「そこは問題ない。こちらは正せい攻こう法ほうで相手をするわけじゃないからな」

「なにせ未来の情報を握にぎってるわけだしねぇ……」

「そういうことだ。僕は公爵家が何を目的として動き、その目的を果たすために重要な事こと柄がらや内容について全て把は握あくしている。そして第三者の意図に気づいたところで、公爵家たちは僕という貧民の子供が黒幕だという考えには至らない」

「それで気づかない内に背後からグサリと刺してくるんだからタチ悪いね」

「それが一番確実だからな。それに……僕は自分の行動が正義であるとも思っていないし、六大公爵家を断罪して英えい雄ゆうになりたいというわけでもないからな」

　アルテシアを死の運命から救い、アイゼンフッドという家門を復興させる。

　目的はそれだけで、他には何も必要ない。

「さて……まずはオルナメントに風穴を空ける『矢』を手に入れようか」

　そう言って、カルツは目的地の看板を見上げた。

『ヴェルトフォンセ商会』

　そう看板には記されていたが、大きく掲げられているのは帝国の文字ではない。

　エルフたちが用いる象形古語。

　その建物だけでなく、周囲の建物に掲げられている看板には多種多様な文字が使われており、その注ちゆう釈しやくとして共用言語が小さく加えられている。

　カルツたちが訪おとずれたのは、帝都内にある『亜あ人じん特区』と呼ばれる区画だ。

　人間と取引を行う亜人たちのために設けられた区画であり、通りを歩いている者たちの姿も人間は少ない。

　特とく徴ちよう的てきな長い耳を持つ容よう姿し端たん麗れいなエルフ。

　子供のような体たい躯くで巨きよ大だいな鉄箱を運うん搬ぱんするドワーフ。

　頭に双そう角かくを持ち、鱗うろこに覆おおわれた手足を組み合わせて談だん笑しようする二人のドラゴニア。

　獣けもの耳みみと尻しつ尾ぽを揺らして客引きをするビスティナ。

　それらの亜人たちだけでなく、背に翼つばさを生やした者、宙を浮くように地面を滑すべりながら進む者など、同じ帝都内とは思えないほどの多様性に富んでいる。

　その光景を横目に眺ながめながら、カルツは目的の商会に足を踏み入れた。

「――いらっしゃいませ。我がヴェルトフォンセ商会に何か御ご用ようでしょうか」

　近くにいたエルフの男性が耳を見せるように髪を上げて挨あい拶さつする。

　エルフは容姿が最も人間種と近いため、特とく徴ちようである長耳を挨拶の時に見せる。

　その慣習に合わせて、カルツも自身の耳を見せてから会え釈しやくをした。

「そちらの主人に面会予定がある。来訪の旨むねを伝えてもらえるか」

「……商会主であるセドルは本日別件で外出しております。日付をお間ま違ちがえでは？」

「商会主ではなく、君たちエルフにとっての主人だ。彼女に『古き誓いを知る者が来た』と伝えてもらえれば通じるので確かく認にんして欲しい」

「……確認して参りますので、少々お待ちください」

　カルツが『彼女』と強調して伝えたことで、エルフの男も何かを察したのだろう。

　その男だけでなく、商会にいる他のエルフたちも来訪者であるカルツたちを注視していることから、あらかじめ『来客』の可能性があることは伝わっていたようだ。

　そして……しばらくしてから、エルフの男がカルツたちの下に戻ってきた。

「確認が取れました。ご案内させていただきます」

　そうして奥おくにある執しつ務む室しつに通されると……そこには地下に続く階段があった。

　煌こう々こうとした明かりが灯ともされた階段。

　先導する案内役の背中を追って、カルツたちは地下へと進んでいく。

　そして、その先に見えたドアが開かれた直後――




「――お待ちしておりましたわ、古き誓いを知る者」




　部屋で待っていたのは――オークション会場で見た奴隷少女だった。

　しかし、今の装よそおいは大きく異なっている。

　白を基調としたドレス。

　綺き麗れいに手入れが施ほどこされ、本来の輝かがやきを取り戻した緑金色の髪。

　以前とは違ちがい、生気の宿っている力強い紅玉の瞳ひとみ。

　だが、それこそ彼女の本来あるべき姿だ。

「御お目め通どおりの許しをありがとうございます。フェイユ・ブラスカス様」

　その名を口にしながら、カルツは恭しく頭を下げる。

　彼女が持つ本来の身分を考えれば、カルツのような貧民や平民だけでなく、たとえ貴族といった相応の身分があったとしても彼女と面会することは叶かなわない。




「緑森国家シルヴァーユ――その王室に名を連ねる姫ひめ君ぎみにお会いできて光栄です」




　そう、カルツは目の前に座すわるエルフの姫君に向かって告げた。




◇




　このエトルリア大陸には様々な国が存在している。

　その中で人類種最大の帝国が神樹帝国アルブサージュであり、大陸南部の大部分を領地として保有しているのが現状だ。

　南方以外の土地にも人間種の国は存在しているが、それは主に山脈を隔へだてた大陸北部であり、山脈に沿うような形で亜あ人じん種しゆたちの国が点在している。

　その内の一つが『緑森国家シルヴァーユ』というエルフの国だ。

　種族人口としては決して多くないが、長命な亜人種たちの中で最も長い寿命を持ち、帝国や北方諸国に次ぐ歴史を持つ由ゆい緒しよ正しい国でもある。

　そしてエルフたちにとって『ブラスカス家』という名は大きな意味を持つ。

　目の前にいる少女……フェイユ・ブラスカスはシルヴァーユ王室の血を引く傍ぼう系けい血族であり、ブラスカス家は外交や通商といった対外活動で国を支えてきた名家だった。

　その立場故に――彼女は回帰前の世界で悲劇に見舞われた。

『ブラスカス令れい嬢じよう拉ら致ち冒ぼう涜とく事件』

　王室と対立する貴族派のエルフたちの手引きによってオルナメント公爵家の息が掛かかった者たちに拉致され、彼女は奴隷として帝都内に送おくり込まれて凄せい惨さんな死を遂とげた。

　挙句の果てには彼女自身の『死』さえもオルナメントに利用され、事件を発ほつ端たんとして内部崩ほう壊かいと外部の侵しん略りやくを招き……緑森国家シルヴァーユは大陸の中から消えた。

　だが現在、発端となったフェイユは生きている。

　これで最悪の悲劇は回かい避ひできたと言えるだろう。

　この状じよう況きようで次にカルツが行うべきことは――




「――本っっっ当に最悪だったんですのよっ!!」




　ぷりぷりと怒いかりを露あらわにしているフェイユの愚ぐ痴ちを聞くことだった。

「……心中はお察しいたします。フェイユ様は高貴な方ですから」

「そうですわよねっ!?　このわたくしを拉致監かん禁きんしたばかりか、奴隷身分に堕おとして売り渡そうとするなんて、貴族派の馬鹿共を八やつ裂ざきにしないと気が済みませんわっ!!」

「ええ、はい……フェイユ様の仰おつしやる通りでしょう」

「なかなか話の分かる子供ですわねっ！　エルフと違って人間の子供は赤子同然だと思っていましたけれど、わたくしの認にん識しきを改めますわっ！」

　そう言いながら、フェイユは上じよう機き嫌げんにグラスを呷あおる。

　既に彼かの女じよの脇わきにはボトルの山が積まれているような状況だ。

「……フェイユ様、少し飲まれすぎではないでしょうか」

「はふ……あなたが飲まないからわたくしが代わりに飲んでいるんですのよ？」

「申し訳ありません。人間は十五歳の成人を超こえないと飲酒が許されないもので」

「他の人間の目がないんですから、少しくらいいいじゃありませんの……」

　むすーっと頬を膨らませながら、フェイユが不満げにグラスを指先でいじり回す。

　完全に酔よっ払ぱらって出来上がっているエルフだった。

　そんなフェイユを見て、ルチアが宥なだめながら自分のグラスを差し出す。

「まぁまぁフェイユ様、お酒は私がいくらでも付き合いますので」

「あら、戦うだけじゃなくてお酒までいけるなんて素す晴ばらしいメイドですわね」

「私の故郷は水の代わりに果実酒を飲む場所でしたから。あまり酔えないので普ふ段だんは飲みませんが、フェイユ様がお望みでしたらいくらでもお付き合いさせていただきます」

「うぅ……命まで救っていただいただけでなく、わたくしのお酒にまで付き合ってくれるだなんて……あなたという恩人のことは末代まで語かたり継つぎますわっ!!」

　ガッチリと握あく手しゆを交わしてから、二人は勢いよくグラスを傾ける。

　亜人は酒精に強いのでフェイユも実際はそこまで酔っていないだろうが、そんな亜人と同じペースで飲み続けているルチアの方が気掛かりだ。

「……ルチア、本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

「飲み慣れてるから酔ってないけど、それより膀ぼう胱こうが限界かもしれない」

「トイレに行け」

「メイドのおもらしが見たくて坊ぼっちゃんが会話を長引かせてるのかと」

「特とく殊しゆすぎる性せい癖へきと可能性を考こう慮りよするな」

　ルチアが素面しらふであることを確認してから、カルツは表情を改める。

「フェイユ様、そろそろ本題に入ってもよろしいでしょうか」

「ああ……そういえば話があると言ってましたわね。その伝言を子供に押おし付けるというところが少し癪しやくではありますけれど」

「いえ、私は伝言役ではなく当人です」

「…………は？」

「私がこのルチアに指示を出して、あなたを救い出すように命じました。その他にも彼女に渡しておいた情報なども含ふくめて――」

　そうカルツが言葉を続けようとした時――




　破は砕さい音と共に、眼前のテーブルが叩たたき潰つぶされた。




「――まさか、酔った相手だからと適当なことを言ったわけじゃありませんわよね？」

　拳こぶしを振ふり下ろしたまま、フェイユは怒ど気きを孕はらんだ紅眼を向けてくる。

　エルフは自身の体内にある魔力を操作し、軽快かつ卓たく越えつした動作を可能とする。

　魔力操作によって木々の間を飛び移るだけでなく、訓練次し第だいで僅かな枝葉さえも足場にすることができ、狩しゆ猟りようの際には周囲の魔力と同化して気配を完全に消すこともできる。

　しかし……『ブラスカス』の名を持つ紅眼のエルフには別の力が宿っている。

「君の固有魔法については知っている――『同志』ブラスカス」

　フェイユの様子を見て、カルツは口調を改めて対たい峙じする。

「全ての物体が等しく影響を受ける『重力』……それらを集約、分散といった形で自在に操あやつるのがブラスカス家に生まれた紅眼に発現する固有魔ま法ほうだ」

「ハッ……『同志』という呼び名をおじいさま以外から聞くとは思いませんでしたわ」

　かつてブラスカス家はアイゼンフッド公爵家の同志として名を連ねていた。

　その証としてアイゼンフッドは『固有魔法』の発現を促うながし、ブラスカスに生まれた紅眼の持ち主に『固有魔法』が継けい承しようされるように施して『鉄血の誓ちかい』を交かわした。

　だが、それは過去の話でしかない。

「それで――『大罪人』の関係者が今さら何の用だって言うんですの？」

　低く、恨うらみがましい声こわ音ねと共にフェイユが問い質ただしてくる。

　同志と呼んで不ふ朽きゆうの誓いを交わしながら、自ら誓いを反ほ故ごにして見捨てた家門。

　それが亜人たちから見たアイゼンフッドという家門だ。

「アイゼンフッドについての話は幼い頃からおじいさまに聞かされていましたわ。異なる種族でありながら我々亜人たちを『同志』と呼び、いかなる窮きゆう地ちに立たされようとも尽じん力りよくして同志たちを救ってきた偉い大だいな家系であると」

　亜人たちにとって、アイゼンフッドという存在は英雄であり象しよう徴ちようだった。

　人間の手で排はい斥せきされ、一時は淘とう汰たの道を辿ろうとしていた。

　そこにアイゼンフッドが全ての亜人たちと友好を交わして橋はし渡わたしとなることで、個々の種族ではなく『亜人』という大きな括くくりとなって人間種に劣おとらない結束力を得た。

　だと言うのに、アイゼンフッドは三百年前に築き上げてきた全てを捨てた。

「おじいさまは言っていましたわ。アイゼンフッドが同志たちを見捨てるはずがない、そこには何か理由があると……しかし当主のアルテシア・アイゼンフッドは同志たちの言葉に耳を傾けることはなく、何も語らず、顔を合わせることさえしなかったと」

　幾いく度どとなく同志たちは面会や書簡を求めた。

　それでもアルテシアは一切応じることなく拒こばんだ。

「我々亜人を狙った『異族狩がり』という許すまじき所行に対して……当主アルテシアは同志たちと立ち上がるどころか、その手を差し伸のべることも取ることもせず、不朽であったはずの『鉄血の誓い』さえ反故にし、当主としての責任を放ほう棄きして逃にげ出した」

　罪状を並べ立てるように、アルテシアが行った過去について語る。

「あなた方に救われたことには感謝していますわ。シルヴァーユ王家の血を引く者として、ブラスカスの名の下に望むままの褒ほう賞しようを与あたえると約束しましょう。しかし――そちらの望みが『裏切り者』に加担することでしたら、『亜人』としてお受けできませんわ」

　それはエルフという個の種族としての言葉ではない。

　アイゼンフッドに見捨てられた『亜人』という者たちの総意だ。

　だからこそ――




「――まだ、アイゼンフッドと交わした『鉄血の誓い』は続いている」




　カルツの言葉を聞いて、フェイユが怪け訝げんそうに表情を歪ゆがませる。

「何を言い出すかと思えば……そんなものは三百年前に消えていますわ。あなたが関係者かアイゼンフッドの隠かくし子かは知りませんけれど、あなた方が反故にされた誓せい約やくを盲もう目もく的てきに信じてわたくしを助けたというのなら無む駄だ骨ぼねでしたわね」

「それは同志トラキア・ブラスカスの意向と捉とらえて構わないか？」

「……軽々しく、おじいさまの名を口にしないでもらえるかしら」

　怒気を孕ませながら、フェイユはカルツに向かって拳を突つき出す。

「おじいさまは……トラキアはアイゼンフッドのことを今も信じ続けていますわ」

　紅眼に薄うすく涙なみだの膜まくを浮うかべるフェイユに対して、カルツは静かに言葉を紡つむぐ。

「知っているとも。トラキア・ブラスカスは同志として最後までアルテシア様を庇かばい、同族だけでなくブラスカスの縁えん者じやたちからも白眼視されて更こう迭てつされたとな」

　フェイユの祖父……トラキアは最後までアイゼンフッドを信じていた。

　ブラスカス家の役職から更迭され、遠方での蟄ちつ居きよを命じられようとも、アイゼンフッドに対して「同志として必ず力になる」といった内容の書簡を送り続けていた。

「おじいさまはアイゼンフッドのことを『同志』と呼び続け、『私たちの紅眼を見て綺麗だと言ってくれる人たちだ』と嬉うれしそうに語っていましたわ」

　エルフたちの間で、紅眼は『火』を連想させる不ふ吉きつの象徴とされている。

　だからこそ古の慣習として、紅眼で生まれてきた赤子を忌み子として処分してきた。

　しかし……王室の傍系であるブラスカス家に紅眼を持つ赤子が生まれてしまい、当時の王が情けを掛けて「時じ代だい錯さく誤ごな慣習を撤てつ廃ぱいする」と声明を出して慣習は取り払はらわれた。

　だが、それも決して幸せな道ではなかっただろう。

　紅眼の持ち主は同族たちからの偏へん見けんと蔑べつ視しに晒さらされながら生きることになり、今も稀まれに生まれてくる紅眼に対する差別的思想は完全に払ふつ拭しよくされていない。

　そして友好関係にあったアイゼンフッドが没ぼつ落らくしたことで、祖父のトラキアだけでなく、フェイユ自身も王室の中では少なからず不ふ遇ぐうな扱あつかいを受けていたと聞いている。

　それでも祖父のトラキアはアイゼンフッドを信じ続けて語ったのだろう。

　同族から蔑視を向けられようと、『友』と呼んでくれる者たちがいると。

　生まれ持った紅眼を忌み嫌うのではなく、その輝きを見て褒める者たちがいると――

「――『同族が紅眼を嫌けん悪おするなら、鉄と血の名を冠する我々は友と呼ぼう』」

　カルツが文言を紡いだ直後、フェイユの目が僅かに見開かれる。

「それは――」

「アイゼンフッド初代当主が当時のブラスカス公子に告げた言葉だ」

　停戦後、国交のためにアイゼンフッド初代当主はエルフたちの国へと足を運んだ。

　その際にブラスカス公子が不遇な扱いを受けているのを目もく撃げきし、今後の人間とエルフの国交はブラスカスを通して行うと初代アイゼンフッドは宣言した。

「彼かれは言った。『同族に嫌われているのなら、同族以外から友人を見つければいい。自分を嫌う奴やつより好いてくれる奴を見つければいい。世界は広くて色んな奴がいるんだから、外に出て自分のことを好いてくれる奴を見つけてこい』と」

　そう告げた初代当主により指名され、人間や他種族との国交を結ぶ役割を任命されたことによって、後にブラスカス公子は王室の傍系として正式に立場を認められた。

「我々は同志たちと交わした言葉を一言一句覚えている。そして……その意味を誰だれよりも深く知るアルテシア・アイゼンフッドは決して『鉄血の誓い』を違たがえることはない」

　アルテシアは同志と呼んだ亜人たちを見捨てたわけではない。

「アルテシア様が自身と家門の全てを明あけ渡したのは、六大公こう爵しやく家と取引を行うためだ」

　それは公爵家としての権限や財産といった対外的に見える物だけではない。

「帝てい都とからの外出権、交友のあった者たちとの連れん絡らくや面会、家門の歴史書と生活道具以外の財産、後こう継けい者しやの擁よう立りつ、アイゼンフッド家の血統存続、関連組織の設立など……自身と家門に対して制限を課し、完全に無力な存在へと貶おとしめることで取引を締てい結けつさせた」

　そうしなければ、全てを守ることができなかった。

　守ることができないと理解してしまった。

「彼女が持っている『時』という固有魔法は、既すでに決定された『過去』に干渉することさえできる。だが、そのためには自身の『時間』を消費しなくてはいけない」

　全ての存在には定められた『時間』が存在している。

　俗ぞくに寿命や天命と呼ばれるものを削けずらなければ、過去へと戻ることはできない。

「彼女は何度も過去へと戻った。亡なくなった自身の両親、その後に起こった『異族狩り』の犠ぎ牲せい者しやたちを助けようとしたが……未来を変えることは叶わなかった」

　アルテシアが過去へと戻り、未来を変えるために尽力しても……最後には必ず両親の死と『異族狩り』の未来に帰結してしまった。

　強大な固有魔法を有していたとはいえ、アルテシアは十七歳の少女でしかなかった。

　結託した六大公爵家に対たい抗こうするだけの手段もなければ、それらを実現できる方法もなく、そのために力を貸してくれる人材もいなかった。

「彼女は何度も『回帰』を行い、それによって多くの寿命を失って『回帰』することさえも危あやぶまれてきたところで……彼女は自身の肉体時間を止め、その過程で得た唯ゆい一いつ実現できる最善の方法を導き出し、自身とアイゼンフッドを人柱にして取引を行った」

　六大公爵家の目的はアイゼンフッドという家門を潰すことだった。

　つまり、その結果が六大公爵家の手によるものか、当主であるアルテシアが自らの意志で家門を潰すのかは問わないということだ。

　だからアルテシアは『取引』という手段で先手を取った。

　アイゼンフッドという家門が持つ権限の全てを移い譲じようし、絶大な固有魔法を所持しているアルテシアの自由を制限する条件に組み入れて無力な存在に変えたことで、絶望的だった状況から一つの希望を見出した。

　その取引の内容こそが――




「――『亜人』たちを帝国法に基づき、同じ人間として扱うように、と」




　取引を交わしたことで『異族狩り』を行った者たちには殺人や傷害の罪が適用され、該がい当とうする家門の者たちは皇こう帝ていの名において厳げん罰ばつに処され、事態は速すみやかに終息していった。

　その後、皇帝は『異族狩り』の件について正式な謝罪を亜人たちに対して発布し、今後も交友を続ける意思を示すために帝都の一部を『亜人特区』と制定して治外法権を認めた。

「その取引がなければ『異族狩り』は終わらなかった。そして……彼女が『悪』という形で怒りや怨えん嗟さを引き受けなければ、『亜人』たちは再び個々の種族に戻っていた」

『異族狩り』によって生まれた禍か根こんは、既に後あと戻もどりできない状況となっていた。

　アルテシアが自身の魔法を用いて事態を終息すれば、触しよく発はつされた亜人たちが人間たちに対して報復に出て大規模な戦せん闘とうに発展する可能性があった。

　アイゼンフッドが調停する以前……人間と他種族が争っていた時のような戦争が起こるだけでなく、既に他種族全体が『亜人』として団結しつつあったからこそ、大陸を二分するほどの大戦争に至るのは明らかだった。

　だからこそ――その戦によって多くの命が散ることがないように、その怒りが人間に対して向かないように、アルテシアは『大罪人』になることを選んだ。

「彼女は、間違いなく『鉄血』の名に相応ふさわしいアイゼンフッドの当主だ」

　アルテシアは何度も『回帰』を行い、両親や多くの者たちの死を見てきた。

　それでも、最善の選せん択たくを採るために犠牲を払うと決めた。

　全てを理解した上で『自身の両親を救わない』ことを選んだ。

　今後何が起こるか知った上で『親しかった者を見殺しにする』ことを選んだ。

　そんな常人では精神が壊こわれそうな状況を体験しながらも、彼女は家門の意志を貫いた。

『鉄血のアイゼンフッド』

　そう呼ばれていた家門の当主であることを誇ほこることができるように。

「アルテシア様は亜人を見捨てたわけじゃない。自身と家門が積み重ねてきた誇りと信用を犠牲にして――全ての人間と亜人たちが平和に過ごせる結末を望んだんだ」

　そう言葉を締しめてから、カルツは真まっ直すぐフェイユを見み据すえる。

「君が今の話を虚きよ言げんや妄もう想そうだと思うのは構わない。だが、今もアイゼンフッドを信じる同志トラキアの言葉と、その姿を見てきた君であれば理解できるはずだ」

　紅色の眼を見つめ返しながらカルツは言う。

「もう一度言おう。アイゼンフッドの掲かかげる『鉄血の誓い』は今も失われていない」

　アイゼンフッドという家門が守り続けてきた誓いを口にする。

「僕ぼくは誰よりも平和と友愛を望んだアルテシア様を救い出したい。六大公爵家が幅はばを利きかせる世界ではなく、彼女が想おもい描えがいた理想郷を作りたい」

　突き出された拳を手のひらで包み、フェイユを見上げながら堂々と告げる。

「君の返答を聞かせてくれ――『同志』フェイユ・ブラスカス」

　カルツの問いかけを聞きながら、フェイユは逡しゆん巡じゆんするように口を噤つぐんでいた。

　そして……深く息を吐はいてから、怒りで閉じていた手を解ほどいた。

「……過去に交わした誓約は続いていて、あなた方は誓約に従ってわたくしの命を救った。そんな状況で返せる言葉なんて一つしかありませんわ」

　近くに置かれていたボトルを掴つかみ、それを豪ごう快かいに傾かたむけてから――




「――わたくしが何をすべきか教えなさい、『同志』カルツ」




　勢いよくボトルを叩きつけたフェイユを見て、カルツは表情を崩くずしてから頷いた。

「君には今後、僕の『顔』として表に立ってもらいたい。子供の僕が何かを言ったところで全て黙もく殺さつされてしまうからな」

　誰も無力な子供の言葉には耳を傾けない。

　しかし……他種族とはいえ、王族の傍系という立場を持つフェイユの言葉ならば無下にされることはない。

「それでは――今後の計画について話そう」

　そう不敵な笑えみを浮かべながら、カルツは静かに語り出した。




◇




　今後の計画について語り終えたところで、カルツは静かに息を吐いた。

「以上がオルナメント公爵家の行おうとしていることであり、君が拉ら致ちされた理由だ」

「……なるほど、その筋書きについては理解しましたわ」

　溜息をつきながら、フェイユが呆あきれたように頭を振る。

「確かに現状のシルヴァーユは国交を維持する王室派と、以前のように国交を閉ざして種族の安あん寧ねいを望む貴族派が対立していますわ。その理由についても三百年前の『異族狩り』が原因として挙げられますけれど」

「オルナメント公爵家が目を付けた理由もそれだろう。王室派である君が人間たちの手で奴ど隷れいという身分に堕とされた挙句、無残な死を迎むかえれば貴族派を擁よう護ごする声は強まる」

　貴族派の手引きによって王室の傍系であるフェイユが拉致され、奴隷身分に堕とされて尊厳を冒ぼう涜とくされ、その挙句に殺されたことで王室派の立場は大きく揺らいだ。

　事件を発端として暴動が起こり、貴族派が国の実権を握るはずだったが――

「――その混乱を利用して、オルナメント公爵家はシルヴァーユを征せい服ふくする」

　それは貴族派のエルフたちには知らされていなかったことだ。

　オルナメント公爵家は貴族派に手を貸す代わりに、貴族派が実権を握って国を閉ざした後の通商相手にオルナメントを指名するように取引を交わした。

　エルフたちにはそうせざるを得ない理由があった。

　人間や他種族と国交を交わしたことによって、彼らの生活水準は過去とは比ひ較かくにならないほど上がっている。

　しかし国交を閉ざせば、豊かで利便性のある生活が失われる。

　今後の生活水準を維持するために、貴族派はオルナメント公爵家との通商を特例として許可し、その通商利益を独どく占せんするという形で取引は交わされた。

　だが……それはオルナメントにとって踏ふみ台だいでしかなかった。

「君の死と内乱によって、シルヴァーユは一時的に外界との交流を遮しや断だんする。その間は人間側の情報が遮断され、最終的に準備を進めていたオルナメントから奇き襲しゆうを受けるわけだ」

「ですが……あなたの話によれば、アルテシア当主が交わした取り決めによって亜人たちには手出しができないはずでしょう？」

「そうだ。だからこそオルナメントは『シルヴァーユの内乱鎮ちん圧あつ』という名目で出兵する。そして表向きはシルヴァーユ国民の保護を任務として掲げるが――」

「……実際は閉へい鎖さされた国内で王室派と貴族派の主要人物を亡き者にして、指導者を失ったシルヴァーユという国を公爵家が代理統治するといった流れですわね？」

　オルナメントの襲しゆう撃げきによって、シルヴァーユは指導者を完全に失った。

　国家は機能不全に陥おちいり、その犠ぎ牲せいと被ひ害がいから国を立て直すためにはオルナメント公爵家の復興支し援えんと代理統治を受け入れるしかなかった。

　その結果――エルフという種族は、オルナメント公爵家の奴隷に成り下がった。

「わざわざ君の拉致などに派は閥ばつの人間を用いたのも、間接的にオルナメント公爵家の管理責任に問題があったと認めるためだ。一時的に世間から非難を浴びることになるが、それを大義名分として自身の家門が内乱鎮圧や復興支援を積極的に行う口実に使えるからな」

「まったく……利用されそうだった身としては笑えない話ですわね」

「しかし君はこうして生きている。それを今度は僕たちが利用すればいい」

「……そういえば利用される相手が変わっただけでしたわね？」

「オルナメントと違って悪いようにはしないつもりだ。それにエルフという種族全体を救うことにも繋つながるから、姫ひめ殿でん下かとして国民のために頑張ってくれ」

「そんな都合の良い時に利用される姫なんて嫌いやですわっ！」

　不満そうにフェイユがぷいっと顔を背そむける。確かに気持ちは分からなくもない。

　そんな時、思い出したようにフェイユが首を傾げた。

「そういえば気になっていたのですけれど」

「ああ、質問があるなら遠えん慮りよなく言ってくれ」

「あなたって何者なんですの？」

「……それを今訊きいてくるのか」

「だって先ほどの話は国の情勢や情報の意味を正しく理解していなければ語れないものでしたし、わたくしを助けて貴族派の者たちや関係者を吊つるし上げられるように、帳ちよう簿ぼや書類といった証しよう拠こを確保させたのもカルツがやったということでしょう？」

　ルチアに確保させた帳簿などは、全てフェイユが脱だつ走そうする時に手て渡わたしている。

　その他にも治外法権となっている『亜人特区』に当分の間は身を隠し続けること、カルツが接せつ触しよくするまでの間に関連している貴族派たちを即そく座ざに捕とらえることができるように準備を進めておくことなど、フェイユに対しても細かい指示を出していた。

「少なくともアイゼンフッドの縁者であることは間違いないとは思いますけれど……普ふ通つうの子供と言うには不自然ですわよね？」

　フェイユがじぃっと疑念の眼まな差ざしを向けてくる。

　だが、それらの追つい及きゆうは想定していたものだ。

「確かに僕はアイゼンフッドの縁者と言っていい。ただし血けつ縁えん者しやというわけではなく、初代アイゼンフッドの故郷であり領地であった『フェルムンド』の出身だ」

「フェルムンドについてはおじいさまから聞いたことがありますわね。アイゼンフッドが代々治めていた土地で、同志である亜人たちが過ごしやすいように二代目当主が固有魔法を使って『楽園』に作り変えた土地だと」

「僕の先祖はフェルムンドの領民だったんだ。しかし『異族狩り』を避さけるために領地を出て、瀕ひん死しだった同志からアルテシア様の意向や覚かく悟ごを聞かされて、その意志を絶やさないように子々孫々と話を受け継いできたんだ」

　事前に用意しておいた身の上をフェイユに語って聞かせる。

　ここでカルツが過去から回帰してきた人間だと明かすのは簡単だ。

　しかし「自分は未来から来たので全て知っている」などと語れば、得ることができた信しん頼らいや今まで語った話の信しん憑ぴよう性せいまで疑われる。それなら伏ふせておくに越こしたことはない。

「だから僕はアイゼンフッドの事情に精通していて、先祖たちはアルテシア様を救うために計画を立て、僕はそれを果たすための教育を受けてきたということだ」

「むぅ……納なつ得とくはしましたけど、説明まで子供らしくなくて可愛かわいげがありませんわね」

「……何か問題か？」

「いくら賢かしこいとはいえ、子供に指示を出されるのは癪ですものっ！　口調も大人びているせいか、相談役の御ご老ろう体たいたちと会話している気分になりますわっ！」

　よほど不満なのか、フェイユは頬ほおを膨ふくらませながら唇くちびるを尖とがらせていた。

　そんなフェイユの様子を見て、傍ぼう観かんしていたルチアが口を挟はさんでくる。

「お待ちくださいフェイユ様、今の坊っちゃんもすごく子供らしいじゃないですか」

「……そうなんですの？」

「はい、坊っちゃんの口調や態度を改めさせるのではなく、私たちの方で好き勝手に解かい釈しやくして発想を逆転させればいいんですよ」

　そう言って、ルチアはこちらの両りよう肩かたにポンと手を置いてくる。

「こちらの坊っちゃんは、傍はたから見ると仏ぶつ頂ちよう面づらでジジ臭くさい喋しやべり方かたをする子供です」

「君は普段の僕に対してそんなことを思っていたのか」

「こんな感じで返答も生意気な感じですが――これらの言動が全て『子供と馬鹿にされたくなくて大人ぶっている子供』と解釈してみたらどうでしょう？」

「…………なるほどっ!!」

「同志フェイユ、君は何に対して同意を示したんだ」

「今の言動も『綺麗なお姉さんの前でカッコつけたくて背せ伸のびしている』と解釈します」

「ふむふむ……そう言われると確かに子供ですわねっ！」

　フェイユが興味深そうに瞳を輝かせながらふんふんと頷うなずく。

　とても嫌な予感がしてきた。

「はい、そして次に坊っちゃんを抱だっこします」

「おい待て、なんでいきなり抱き上げ――」

「この年とし頃ごろは前思春期なので、このように女性が密着すると暴れ回ります」

「いきなり羽は交がい締じめにされたら誰だって暴れるに決まってるだろうッ!?」

　なんとか抜ぬけ出そうと身体からだをよじらせるが、抱き上げながら関節を完全に極きめているようで下手に暴れることもできない。

「今は私に合わせた方がいいよ、坊っちゃん」

「……理由を聞こう」

「エルフは自尊心が高いの知ってるでしょ？　しかも相手は王室傍系のお姫様、そんな身分の人が一方的に助けられて、子供に自国の情勢や情報まで把は握あくされていて、今後まで見み据すえた行動や計画を組み上げる知性まであるんだから姫様の面めん目ぼくが丸まる潰つぶれってわけよ」

「……それで拗すねていると？」

「そういうこと」

「どっちが子供なんだか分からなくなる話だな……」

「それで後は年ねん齢れいでマウント取るしかないから、自分より子供っぽいところを見て安心したいってところじゃない？」

「……それで今から僕を子供扱いするから全て受け入れろと」

「さすが坊っちゃん、賢いだけじゃなくて察しも良い」

「僕は子供扱いを避けられない呪のろいでもあるのか……」

「見た目が子供の時点で不ふ可か避ひだよ、坊っちゃん」

　そんな会話を交わしながら、カルツは為なす術すべなく項うな垂だれるしかなかった。

「最初は恥はずかしがって少し暴れますが、やはり坊っちゃんも男の子なので綺麗な女性に抱っこされると大人しくなります」

「つまり暴れたのも照れ隠しということですわねっ！」

「そういうことです。今はフェイユ様の前なので張り切ってますけど、普段は一人でお風ふ呂ろに入るのを嫌がったり、眠ねむれなくて私のベッドに潜もぐり込こんでくることもありますよ」

「あらあら……口調や態度は大人びていても、まだ子供みたいですわねー？」

　ルチアが息を吐くように捏ねつ造ぞうした事実を語ると、フェイユがにんまりと目を細めながら頬をツンツンと突いてくる。そんな扱いに慣れてきている自分が悲しい。

「フェイユ様も抱っこしてみます？　ちょうど良いサイズなので抱き心ごこ地ちも抜ばつ群ぐんですし、膝ひざに乗せてあげると大人しくしていますよ」

「ふふん、そこまで言うなら仕方ありませんわねっ！　わたくしの膝ひざ上うえはどんなに狂きよう暴ぼうな犬いぬ猫ねこだろうとおとなしくなるほど居い心ごこ地ちが良いですわよっ！」

「ついに僕の扱いは犬猫と同等になったか……」

　全てを諦あきらめ、カルツは目を輝かせながら膝を叩いているフェイユに引き渡わたされた。

　そのまま死んだ目で頭を撫なでられていると、さすがに申し訳ないと思ったらしいルチアが会話の流れを元に戻もどそうとする。

「そういえば坊っちゃんの出身地で思い出したんですけど、オルナメントから奪うばう予定の土地も『フェルムンド』ですよね？　そこがアイゼンフッドにとって重要な土地なのは分かるんですけど、なんで他の公爵家であるオルナメントが重要視しているんですか？」

「そこにオルナメントにとって重要な物が埋うまっているからだ。君たちはオルナメントの象徴である錬れん金きん魔ま法ほうの理念を知っているか？」

「えーと……『世界を構成する真理への到とう達たつ』でしたっけ？」
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「そうだ。その前段階に『人工生命の創成』、『錬金魔法における至高の物質を生成する』といったものがある。その内の一つがフェルムンドに存在しているんだ」

　錬金魔法を象徴とするオルナメント家門が生しよう涯がいを捧ささげて生成に臨のぞんでいる物質であり、錬金魔法を扱う者たちにとっては奇き跡せきの物質。

『不可能さえも可能にする』という性質から、彼らは古代の世界樹創成神話になぞらえて、世界を救済するという不可能を成なし遂げた偉大な者の名を与えた――




「――『賢けん者じやの石』、それがフェルムンドの地に眠っている物質だ」




　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、ルチアが僅わずかに顔を歪めた。

「……本物の『賢者の石』が存在しているってことですか？」

「そうだ。少なくとも彼らの定義に合がつ致ちする物質に近いとされている」

　土地の魔力を帯びた鉱物は『魔鉱石』と呼ばれ、魔力の『吸収』、『放出』、『蓄ちく積せき』といった性質を得るようになる。

　魔鉱石を動力源として組み込んだ物は『魔具』と呼ばれ、高価ではあるが簡易的に魔法を扱うことができ、魔力を充じゆう填てんすることで再利用することもできる。

　そして、帝てい国こくは世界樹の存在によって土地全体が常に潤じゆん沢たくな魔力を帯びている。

　その魔力と魔鉱石が持つ性質を利用して膨ぼう大だいな魔力を蓄積する『魔ま力りよく炉ろ』を建造し、生活基き盤ばんに利用することで、帝国は他国よりも高い生活水準を実現していた。

　他にも『蓄積』としての機能を排はい除じよし、『吸収』と『放出』の性質だけを残した枷かせを作ることで、意図的に魔力を体外へ発することを阻そ害がいできる。つまり魔具や魔法の発動ができなくなるものであり、フェイユの首輪にも用いられていたとルチアから聞いている。

　しかし世界樹や土地から生じる魔力、もしくは人間といった生命が生み出すエネルギーには限界があり、過度に使用すれば尽つきて無くなってしまう。

　だが――『賢者の石』には、もう一つの性質が備わっている。

「『賢者の石』は内部に蓄積されていた魔力が尽きると、周囲から魔力を『吸収』するのではなく『生成』を始める。つまり半ば無む尽じん蔵ぞうに魔力を生み出すということだ」

「……それって誰が見てもヤバイですよね？」

「そうだ。特に魔力を用いた魔導技術に特化している帝国が保有すれば――魔具を巨きよ大だい化かさせて出力を上げた『魔導兵器』を作り上げることもできる」

　実際に回帰前の世界でオルナメントは『魔導兵器』を作り上げ、『シルヴァーユ鎮圧戦』に魔導兵器を投入してエルフたちを蹂じゆう躙りんした。

「既にオルナメントは『賢者の石』に関する研究を七割まで進めて、魔導兵器の製造だけでなく、不老不死の効能を持つエリクシルの生成にも着手している」

「……もしかして、私に使ったやつ？」

「君に使ったやつだ。試料が輸送された日と被かぶっていたから、ちょうど良いタイミングだと思って他の薬品と一いつ緒しよに盗ぬすんで君に使ったという経けい緯いだ」

「おおう……その偶ぐう然ぜんが無ければ今いま頃ごろ私は死んでたのかぁ……」

「もしダメでも別の方法で君は救っていたけどな。君は僕が動き出す上で最も重要な人間だったから、他に救うための手立てを十二通り近くは用意していた」

「そこまでして救いたいくらい私のこと好きってことっ!?」

「面めん倒どうな気配を感じたから話を戻そう」

「そんな照れなくてもいいじゃんー。私も坊っちゃん大好きだからさー」

　嬉しそうに頬を突いてくるルチアの言葉を無視して、カルツは話を強制的に戻す。

「重要なのはオルナメントが魔導兵器によってシルヴァーユという拠きよ点てんを手に入れた後、そこで魔導兵器の量産計画を立てていることだ」

「……確かにシルヴァーユから先には他種族の国々がありますし、その魔導兵器とやらを使って他国を侵しん略りやくするのなら前線拠点に適していると言えますわね」

「そういうことだ。そして産出地であるフェルムンドからも近いことから、オルナメントは最初の侵しん攻こう先さきをシルヴァーユに選んだんだろう」

　オルナメントは帝都だけでなく重要拠点の防衛を担になっていたことから、有事の際に備えて防衛拠点となる各地の地形調査や地質調査を行っていた。

　その調査過程でフェルムンドの地下に『賢者の石』が眠っていることを知り、その存在を自分たちの胸の内に留とどめて秘ひ匿とくして……アイゼンフッドが全ての領地を手放した際には率そつ先せんしてフェルムンドの地を手に入れて管理下に置いた。

　その事実を他の公爵家に知られないように秘匿し続け、三百年という長い時間を掛かけて研究と準備を進め、自分たちの家門が六大公爵家の頂点に立つことを目指してきた。

　だが――

「――逆に言えば、フェルムンドの地を奪い返せば奴らの計画は瓦が解かいする」

　オルナメントの計画の要は『賢者の石』という存在だ。

　既に魔導兵器の製造に取り掛かっていても、膨大な魔力を生み出す『賢者の石』が無ければ実用段階には至らない。

「だけど、オルナメントが『賢者の石』を運び出してる可能性だってありますよね？」

「それはない。君がその情報について掴んでいないのが何よりの証拠だ」

　ルチアは六大公爵家について調査を行っていた。

　その中でアルテシアの固有魔法については皇室、六大公爵家、それら六大家門の側近である侯こう爵しやく家しか知り得ない情報であり、その情報を知り得ていたことから見ても極めて高い諜ちよう報ほう能力と調査能力があると言っていい。

　そのルチアでさえ『賢者の石』に関する情報を掴んでいなかったのなら、オルナメントは他家に情報が漏もれないように細心の注意を払って動いているはずだ。

「もちろん研究用として一部は運び出している物もあるだろうが、大半は手を付けていない状態と見ていい。他所よそに運うん搬ぱんするためには多くの人手が必要となって秘匿性に欠け、それだけ大規模な動きを見せれば他の公爵家に悟さとられて今後の計画に支障が出るからな」

「なるほどなぁー……だからシルヴァーユの鎮圧って名目で向かう時にフェルムンドを経由して『賢者の石』を回収、それで鎮圧戦で魔導兵器の威い力りよくや成果を開示しつつ、新しい拠点で魔導兵器を量産製造して他の公爵家たちの動きを牽けん制せいするって感じかー」

　オルナメントが先んじて動いたことで、他の公爵家たちはシルヴァーユから先の地域に手を出すことが困難となって大きく遅おくれを取った。

　その遅れを取り戻すように他の公爵家たちが競きそうように侵しん攻こうを進めたことも、十数年という僅かな期間で大陸全域が支配された理由の一つだった。

　そんな会話の最中、フェイユが溜ため息いきをつきながらカルツの頭に顎あごを乗せてくる。

「はぁ……今さらながら、ずいぶんと荷が重い役目を任されてしまいましたわね」

「この方法が使えるのは君しかいないんだ。君に渡した情報で貴族派たちを吊るし上げて内乱を防ぎ、今回の件に関してオルナメントに責任を追及しても……『賢者の石』がある限り向こうは何度でも計画を立て直してシルヴァーユに侵攻できる」

　フェイユが生きていることから王室派の権力は揺ゆるがず、今回の件に関わった貴族派の者たちを罷ひ免めんして爵しやく位いを奪えば大きな内乱には発展せず、シルヴァーユへの侵攻計画は大きく遅れることになる。

　しかし、それでは終わらない。

　オルナメントから『賢者の石』を奪わなければ、何度阻そ止ししようとも計画を再起させて、いずれシルヴァーユに侵攻してくる。

　アルテシアの死によって三百年前に交わされた契けい約やくが反故になれば、オルナメントだけでなく全ての公爵家たちが他国に侵攻蹂躙して大陸の支配に動き出す。

　それを理解しているからこそ、フェイユもこちらの申し出に応じてくれたのだろう。

「全ては君に託たくされている、同志フェイユ」

「……その一言で済ませようとするあたり、なかなか良い根こん性じようしていますわね」

　そう言って、フェイユが恨うらみがましい視線と共に頬をむにむにと何度も突いてくる。

「あなた、わたくしに何をさせようとしているか当然理解していますわよね？」

「当然だ。正気を疑われる方法だということも理解している」

　これから行おうとしていることは、下手をすれば帝国への反逆と捉えられる行こう為いだ。

　仮にカルツやルチアが行えば、問答無用で死罪を言い渡されるだろう。

　だからこそ――王族の傍ぼう系けいであり、拉ら致ち被ひ害がい者しやの当人として情じよう状じよう酌しやく量りようの余地があると判断されるフェイユでなくてはいけない。

　そうして、確実に優位な交こう渉しようの場を作り上げるために――




「――一週間後、君には皇城を襲撃してもらう」




　そう、カルツは不敵な笑みと共に告げた。







六話







　その日は雲一つない晴天だった。

　だからこそ、アルテシアは今日の会合を皇城のテラスで行うことにした。

「――君は本当に普ふ段だんと変わらないね、アルテシア」

　ティーカップを傾けようとした時、対面に座すわる男が苦く笑しようする。

　その様子を見て、アルテシアは普段通りの態度で言葉を返した。

「そういうあなたは普段よりも緊きん張ちようしているわね、クラウス」

「ああ……今日の会議のことを考えるだけで、胃が痛くて眠れなかったものでね……」

「それなら会議中は居い眠ねむりすればいいじゃない。それで悩なやみ事ごとも解決するわ」

「悩みの種にそんなことを言われるとはなぁ……ッ!!」

「皇帝とは悩みが尽きない立場だから仕方ないわね」

　からかうような口調で、アルテシアは帝国の統治者に向かって不ふ遜そんな言葉を掛ける。

　クラウス・フォン・アルブサージュ。

　それが目の前にいる男の名であり、神樹帝国アルブサージュの皇帝として大陸南部を統治し、世界に恩おん恵けいを与あたえる『世界樹』の管理を行っている者だ。

　アルブサージュの皇帝とアイゼンフッド当主の関係性は、通常の君主と臣下という立場とは異なっている。

　アイゼンフッド公爵家は他の公爵家とは異なり、帝国という国ではなく、皇室という血筋ではなく、当代の統治者である『皇帝』そのものに忠誠を誓ちかって仕える。

　そして皇帝はアイゼンフッドの当主を唯ゆい一いつ無む二にの『友人』として扱い、皇帝の決定にさえ異を唱えることができる相談役の立場を与えた。

　今では多くの制限によって自由を失ったアルテシアだが、その特とく殊しゆな友人関係は今でも続いており、帝国の中で唯一自由に会話や謁えつ見けんを行うことができる人間でもある。

「……それで、本当に伝えるのかい？」

「ええ。既に多くの者たちが忘れているとはいえ、『皇帝の守護者』として籍せきを置いている以上、私という存在の死によって影えい響きようが出るでしょうから」

　始めは些さ細さいなことがきっかけだった。

　朝、普段通りの時刻に起きることができなかった。

　それは常人であれば日常の一つとして片付けられることだろう。

　しかし、『時』を司つかさどることができるアルテシアにとっては違ちがう。

　自身の固有魔ま法ほうによって、アルテシアは肉体を保持するために様々な処置を施ほどこしていることから、その肉体に『不測の事態』というものは起こらないはずだった。

　だが、些細な出来事は徐じよ々じよに積み重なっていった。

　月に一度、屋や敷しきの外を散歩する時に本来ならばあり得ない疲ひ労ろうを感じた。

　飲食物を魔力に変へん換かんする頻ひん度どが増えた。

　割れたカップを片付けようとした時、その指が切れて血が流れた。

　三百年という長い時間を生きてきた中で、それらは初めて起こった出来事だった。

　だからこそ、アルテシアは自身の身体に起こっている変化に結論を出した。

「――私の魔力は、徐々に失われているわ」

　アルテシアが明確に口にしたことで、クラウスは表情を歪ゆがませる。

「……皇医からの診しん断だん書しよには僕も目を通したよ。体内の魔力量が徐々に減っているのは確かく認にんしたけど、その原因については一いつ切さい不明っていうところもね」

「私も固有魔法の影響かと思ってアイゼンフッドの歴史書を読み直したけれど、同じような症しよう状じようは確認できなかったわ。正直言ってお手上げってところかしらね」

「そんな軽い話ではないだろうッ!?」

　そう、クラウスは声を荒あららげながらテーブルを殴なぐりつける。

「人間に宿る魔力は生命活動が正しく行われている証拠だ……一時的に増減することはあっても、徐々に失われるということは決してあり得ない」

「その言葉は正しくないわね。老ろう衰すいというものは魔力量の減少によって起こるものであり、私は見た目こそ変わらないけど三百歳さい超ごえのおばあさんだもの」

「……茶ちや化かさないでくれよ。そんなものは確実にあり得ないのだから」

　アルテシアに『老衰』という現象は起こらない。

　肉体年齢を止め、その維い持じに必要な魔力は飲食物や呼吸を変換することで十分に賄まかなえるため、魔法が維持できなくなったわけでもない。

　アルテシアの魔法に不備があったということもない。

　そもそも『固有魔法』というものは他の公爵家が扱あつかう魔法とは大きく異なる。

　その力に覚かく醒せいした瞬間、固有魔法の覚醒者は魔法の扱い方を本能的に理解する。

　人が無意識の内に心臓を動かして呼吸を行うように、その力によって何ができるのか、逆に何が禁きん忌きであるのかを理解することができる。

　それが無ければ度たび重かさなる『回帰』によってアルテシアは早々に寿じゆ命みようが尽きていたし、その理解に不備があれば三百年も生きることなく死を迎えていたことだろう。

　だからこそ、本来ならばあり得ないことだった。

　しかし、現実にアルテシアの魔力は減少している。

「あり得ないという言葉を使うのは感心しないわ。善悪問わず人間の想定を超えた事態は起こり得る。それが今回は私の身に起こったというだけの話よ」

「……それがどうして、君の身に起こらなきゃいけないんだ」

　俯うつむきながら、クラウスは拳こぶしを握にぎり締める。

「……最後の当主である君が死に瀕ひんしているのなら、それを僕は現皇帝として見過ごすわけにはいかない。世界中の医師を集めてでも原因を究明するつもりだ」

「ダメよ。皇帝は公こう爵しやく家に対して不ふ干かん渉しようという立場を貫つらぬかなくてはいけないのだから」

「……皇帝はアイゼンフッドの友人だろう」

「友人だからこその忠告よ。皇帝が一つの家門に肩かた入いれしなかったからこそ、公爵家同士の均きん衡こうは保たれている。そしてアイゼンフッドは皇帝から『友』と呼ばれることは受け入れても、過度な干渉や施しを受けることは拒こばんできたのだから」

「だからって――」

「聞き分けなさい、クラウス・フォン・アルブサージュ」

　食い下がろうとするクラウスを制して、アルテシアは凛りん然ぜんと言葉を紡つむぐ。

「私の死によって公爵家たちは大きく動き出すことになるわ。それを制することができるのは帝国を統治する君主であり、この世界で唯ゆい一いつ世界樹に干渉できる『管理者』という立場を担うあなただけよ」

　皇帝の相談役として、アルテシアは諫かん言げんを呈ていする。

「私情によって均衡を崩し、それによって皇帝という立場の意義を公爵家たちに問われてその座を追われたら、多くの臣民が不安と恐きよう慌こうに陥ることになる。私が家門と同志たちのために身を捧げたように、あなたは皇帝として帝国と臣民のことを第一に考えなさい」

　その決して揺るがない姿と言葉によって、クラウスは静かに握っていた拳を解いた。

「……僕よりも、よっぽど君の方が皇帝に向いていそうだ」

「今のも皇族を侮ぶ辱じよくする発言と捉とらえられるかもしれないわよ。昔から発言には気をつけるように何度も言っているでしょう。それにテーブルを叩たたきつけるようなことも――」

「分かった分かった、もう子供じゃないんだから小言はよしてくれ」

　居心地が悪そうに頭を掻かいてから、クラウスは表情を改める。

「それで、僕にできることは他にあるかい？」

「今日の会議で私の現状を説明した後、後こう継けい者しやの擁よう立りつについて提言するわ。そして後継者に関する契約の一部変へん更こうを要求する旨むねを伝えてちょうだい」

「分かった。非常事態ということも加味して他の公爵家たちには呑のませよう」

「それと、その後継者として探して欲ほしい子がいるの」

「うん？　もう後継者にする子を決めているのかい？」

「そこは本人次し第だいだけど……私としては、ぜひお願いしたいかしらね」

「君の目に適かなうってことはすごい子だね。なんて名前だい？」

「分からないわ」

「それじゃ家門は？」

「それも分からないわね」

「それでどうやって探せって言うのさ……」

「特とく徴ちようは十歳さいくらいで黒くろ髪かみ黒目の男の子。見た目からして貧ひん民みんだと思うわ」

「……待ってくれ、君は貧民を後継者にしようとしているのかい？」

「いけないかしら？」

「当たり前だろうッ!?　君一人とはいえアイゼンフッドは公爵家なんだぞ!?」

「私たちアイゼンフッドは出身や血筋を気にしない主義よ」

「確かにそれがアイゼンフッドだけどもッ!!」

　悩みの種が増えたと言わんばかりに、クラウスが頭を抱かかえ始める。

「それで、探してくれるの？」

「君が望むなら捜そう索さくしてみるけど……どうしてその貧民の子なんだい？」

「その子、同じ貧民の子供を助けるために自分の身を投げ出そうとしていたの」

　先日の出来事を思い返しながら、アルテシアは笑みを浮うかべる。

　アイゼンフッドは友人や仲間を何よりも尊重する。

　自分の身を挺ていして、同志たちは互たがいのために動いて全てを分かち合う。

　そのために行動できる強く堅けん牢ろうな意志をアイゼンフッドは貫いてきた。

「――きっと、あの子はアイゼンフッドに相応ふさわしいと思っているわ」

　そうアルテシアが微笑ほほえんでいると、クラウスが目を丸くしながらこちらを見ていた。

「……どうしたのよ？」

「いや……君が素す直なおに笑ったところを初めて見た気がしてね」

「ちゃんと普段も笑ったりしてるでしょう」

「ほとんど僕ぼくに対する苦笑と冷笑と嘲ちよう笑しようじゃないか」

「あなたの話が毎回つまらないから愛あい想そ笑わらいもしてるわよ」

「そんなにハッキリ言わなくてもいいだろうッ!?　確かにそういうのは得意じゃないけど、帝てい都とから出られない君のことを思って僕は世間話をしていたのにッ!!」
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「はいはい、ありがとう。ちゃんと日ひ頃ごろから感謝しているわ」

　そんな適当な言葉を返してから、アルテシアは静かに席を立つ。

「そろそろ時間だから行きましょう、皇こう帝てい陛下」

「ああ……今日の会議は長引くから覚悟してくれ、アイゼンフッド」

　互いに口調を切り替かえ、アルテシアたちは庭園を出て皇城へと向かっていく。

　きっと、長い一日になるだろうと思いながら。




◇




　皇帝と公爵家による定例会議は月に一度行われる。

　国政方針といった公的に発布する内容に関して議論を交かわす場合は他の家門も招かれるが、その定例会議に参席が許されているのは公爵家の者だけだ。

　各公爵家は自身の領地や事業状じよう況きようについて、何かあれば事前に議題を提出し、何もなければ直近の国政状況について議論する流れとなっている。

　そんな定例会議の場に参席している面々を見て、ザーヴィスは内心で舌打ちしていた。

「――あーあ、なんで親おや父じ殿どのは毎回面倒なことをオレに押おし付けるのかねぇ」

　腕うでを組み、両りよう脚あしを投げ出している白しら髪がの青年が大きく欠伸あくびをする。

　アヴァル・スピリティア。

　精せい霊れい魔ま法ほうを司るスピリティア家の三男でありながら突とつ出しゆつした才能を持ち、成人に至る前に精霊魔法の秘ひ奥おうである『精霊化』を習得した麒き麟りん児じだが……自身の魔法研けん鑽さん以外に興味がなく、家か督とくの相続を放ほう棄きして普段から各地を放ほう浪ろうしていると聞いている。

　そして、他の家門の顔ぶれも似たようなものだった。

「アヴァル公子、ここでは他家の目が及およばないとはいえ、皇帝陛下が参席される公的な場でもあります。当主代理として出席しているのですから相応の態度を心こころ掛がけなさい」

「へいへい了りよう解かいしましたよっと、ルシリア聖女様の言葉は神の御み言こと葉ばってなー」

　アヴァルが手を振ふりながら、眉まゆ一ひとつ動かさない金きん髪ぱつの女性に言葉を返す。

　ルシリア・サンクトゥス。

　神聖魔法を司るサンクトゥス家の長女であり、現在は家門の象しよう徴ちようである『聖女』としての役目を担にないながら当主の座を継つぐために準備を進めている。

『聖女』とは帝国内で信しん仰こうされている『神言教』の象徴的存在だ。

　サンクトゥス家の中で生まれる最も魔力量の多い子女は『聖女』という役割を与えられ、神の御言葉である『神言』を授さずかることができるようになる。

　その『神言』は予言に近いものであり、過去には帝国に起こった飢き饉きんや凶きよう作さくを予言するだけでなく、他国の侵略さえも予言して未然に危機を防いだとされている。

　それらの功績からサンクトゥス家は『聖女を輩はい出しゆつする家系』として公爵家の立場を与えられ、各地に神しん殿でんと多くの信者を抱えているが――

「そういや……今回の聖女様はずいぶんと早く代だい替がわりするみたいじゃねぇか？」

「……それは私に対して言っているのですか、アヴァル公子」

「別にオレは噂うわさで聞いただけだぜ？　今回の聖女様は任期が残っているのに、まるで急ぐように当主の座を継ごうとしているってな。他にも以前より『神言』が減ったとか、魔力が衰おとろえて今代の聖女様は魔力が足りていないとか――実は『聖女』が偽にせ物ものだとかな？」

　アヴァルが口の端はしを吊り上げながら言うと、ルシリアが静かに目を細める。

「――てめぇの頭でも理解できるように言ってやるよ、スピリティアの三さん男なん坊ぼう」

　豹ひよう変へんしたように、ルシリアは荒々しい言こと葉ば遣づかいで告げる。

「自分は勘かん当どう同然の身で家のことなんか無関係だと思ってペラペラ喋ってんだろうが……まだくだらない噂について喋るなら、アタシが直接磨すり潰つぶして神の身元に送ってやんぞ」

「おー怖こわい怖い。あんたを聖女と崇あがめる奴やつらに見せてやりたいくらいだ」

「代わりにてめぇの首を信徒に見せてやろうか？」

「冗じよう談だんだからそんなに怒おこらないでくれよ。お詫わびに地方の葉巻でも贈おくってやろうか？」

「アタシが葉巻なんざ吸うわけねぇだろうが。こちとら聖女やってんだぞ」

「マジかよ。絶対裏で吸ってると思ってたのに」

「チッ……退たい屈くつだからってアタシに絡からんでくるんじゃねぇよ、黙だまって座ってろ」

　ケラケラと笑うアヴァルに対して、ルシリアがつまらなそうに舌打ちする。

　そして、そんな二人のやり取りを遠巻きに眺ながめる者たちがいた。

「ほゥ……今回もあっさり終わりましたねェ」

「んだねー。ルーちゃんとスピリティアの長男はバチバチやるから定例会議に行くの面倒だったけど、アヴァっち相手はあっさり終わるから助かるよー」

「両家の対立は伝統みたいなものですからねェ。そういえば最近はウラフィ公女が会議に参席していますが、サマニエルの当主はご多た忙ぼうなのでしょうかァ？」

「おぉう、なんだいキビルっち。今日はこっちに探さぐり入れてくる感じ？」

「そんなつもりはありませんよォ……私は世間話をしたいだけですからねェ」

「どうかなー。うちとしては優ゆう秀しゆうなキビルっちを毎回参席させているのが気になるところだし、コラティオンの方こそ何か企たくらんでるんじゃないのー？」

「そんなそんな、私は他家の方々を眺めるのが好きで参席しているものでしてねェ」

「うさんくさーい。今日もキビルっちは最高にうさんくさい感じだー」

「んっふふ、胡う散さん臭くさいはコラティオンの人間にとっては褒ほめ言葉ですともォ」

　明るい茶ちや髪ぱつを揺らしながら含ふくみのある笑えみを向ける女性に対して、丸眼鏡を掛けた青年が粘ねん着ちやく質しつな笑みを浮かべながらクツクツと喉のどを鳴らして笑う。

　キビル・コラティオン。

　付ふ与よ魔法を司るコラティオン家の次男であり、家督を継ぐはずだった長男を押し退のけて次期当主に抜ばつ擢てきされた実力者だと言われている。

　しかし……実際は実力だけでなく、血の繋つながった兄弟さえも罠わなに掛けて後継者争いから引きずり下ろし、暗あん闘とうの末に家督を奪い取った野心家であると聞いている。

　ウラフィ・サマニエル。

　召しよう喚かん魔法を司るサマニエル家の長女であり、魔力量に劣おとるという理由によって継けい承しよう権けんを長男に譲ゆずったが……召喚魔法によって扱える魔ま獣じゆうの数は歴代の血族の中でも最多であり、多様な方法で情報を収集して家門の権勢維持と派は閥ばつの統制に大きく貢こう献けんしている。

　そして、両者が腹の探り合いを行っている横には――

「………………」

　我関せずと言わんばかりに、黒服の少女がパタパタと足を揺らしていた。

　オクニリア・マレディクト。

　呪じゆ詛そ魔法を司るマレディクト家の四女であり、その幼い見た目通り十二歳を迎むかえたばかりだと聞いている。

　そんな少女が当主代理として会議に参席している理由は、マレディクト家が常に中立と不干渉を貫く立場であることを示すためだと説明を受けている。

　議題の提出や目立った報告がある場合、当主自ら赴おもむくのが慣習となっている。

　しかしマレディクト公爵家は自家に関連がない場合、政争に無関係な末ばつ子しを参席させて発言や意見提示をせずに全て是ぜ認にんすることを公約している。

　それは他の公爵家の情報を探ることや妨ぼう害がいは行わないが、マレディクト側に対して干渉する素そ振ぶりを見せれば報復を行うという意思表示でもある。

　出席する末子の周囲にはマレディクトの呪詛魔法を具現化させた『死し霊りよう』たちが漂ただよっており、相手から受ける悪意や害意に反応して呪詛を与えるようになっている。

　それだけでなく、幼い故に当人が会議の内容を理解せずとも――

「オクちゃん、今日も書記の方よろしくねー」

『がんばる』

「お菓か子しあるけど食べるー？」

『たべる。ありがとう』

　オクニリアが小さな手を動かし、空中に文字を浮かび上がらせる中……その眼前に置かれているペンがテーブルの上で忙せわしなく動き回っていた。

　末子の参席を容よう認にんしてもらう代わりに、マレディクトは『死霊』を使った自動書記によって会話内容の全てを記録する役目を担っている。

　そのため当人が会話を理解する必要はなく、議題内容も全て是認するため問題はない。

『おいしい』

「うんうん、オクちゃんはそのまま純真に育っておくれよー」

　オクニリアがクッキーをかじる姿を見て、ウラフィは満足そうな笑みを浮かべながら眺めていた。悪意や害意が無ければ無害とはいえ、何とも酔すい狂きようなことをするものだ。

　そんな面々が集まっていることが……ザーヴィスにとっては何よりも屈くつ辱じよく的てきだった。

　参席しているのは公子や公女ばかりで、オルナメント以外に現当主は誰だれ一ひと人りとして参席していない。

　マレディクトは以前から末子を参席させる姿勢を貫いているが……その他の家門が当主代理を出席させていることには別の意味がある。

『オルナメントごときの議題に参席する必要はない』

　そういった現当主たちの意思が言外に透すけて見えていた。

　これまでにも似たような状況は多々あり、逆にザーヴィスが所用で参席できず代理を立てた時には「議題の重要性の選別さえもできない当主」と叱しつ責せきされ冷笑を向けられてきた。

　遥はるか昔に「功績が低くて最後に名前を呼ばれた」という理由だけで、他の公爵家たちから軽視されてきた。

　だが――その屈くつ辱じよくに報むくいる日は遠くない。

　フェルムンドの地に眠る『賢者の石』を使い、魔導兵器の運用を確実な物にすることができれば、他の公爵家たちを出し抜ぬいて機先を制することができる。

　そのためにオルナメントは息を潜ひそめてきた。

　決して『賢者の石』の存在が悟られないように細心の注意を払はらい、その研究に家門の心血を注そそぎ込み、歴代の当主たちの意志を継いで計画を実現できるように尽じん力りよくしてきた。

　予期せぬ出来事が起こったとしても、その程度で揺らぐほど軟なん弱じやくな家門ではない。

　既すでに大願は目前に迫せまっているのだから――

「――皆みな、揃そろっているようで何よりだ」

　そう口にしながら皇帝陛下が会議室に現れた。

　参席者が一いつ斉せいに立ち上がったのを見て、クラウスが軽く手で制する。

「少々遅れてしまった。何やら城内で騒さわぎがあったようで、使用人たちが慌あわただしく動き回っていて着替えに手間取ってしまってね」

　クラウスが着席する中、その背後で付き人のように少女が背後に立つ。

『アルテシア・アイゼンフッド』

　議席を奪われ、発言権を失われ、家門の全てを奪われ、名ばかりの公爵家に成り果てながらも当主として在り続ける女じよ傑けつ。

　あらゆる牙きばを削そぎ落そうとも、その絶大な能力から『皇帝の守護者』という立場としての存在感を誇ほこる忌いま々いましい血族の生き残り。

　だが、その命はもう残されていない。

　既に身体からだを冒おかしつつある『世界樹の呪詛』によって確実に命を落とす。

　その命が完全に尽きた時こそ――オルナメント公爵家が帝国の頂点に立つ。

「それでは――定例会議を始めようじゃないか」

　そう告げてから、クラウスは僅かに頭を振る。

「本日の議題提出はオルナメント大公だったが……緊きん急きゆうの用件があるので、そちらを優先的に議論させてもらいたい。アイゼンフッド、発言を許可するので説明を頼たのむ」

「承うけたまわりました、皇帝陛下」

　恭うやうやしく頭を下げ、発言の許可を得てからアルテシアが一歩前へと出る。

「……先日から私、アルテシア・アイゼンフッドの身に異常が起こっており、魔力生成が正常に行われず魔力量が減少していることが確認されました」

「へぇ……そりゃなんとも不思議な話だな。まさか三百年も生きてきたせいで今さら老衰が起こったとかいうくだらない話じゃねぇよな？」

「その通りです、スピリティア公子。症状は老衰に近いものではありますが、皇帝陛下の許可を得て魔法を行使したところ異常はなく、アイゼンフッドの歴史書にも同様の症状は確認できなかったため、新種の病である可能性も考こう慮りよされます」

　その説明をオルナメントは既に聞いていなかった。

　それどころか、内心で再び舌打ちをしていた。

（よりにもよって……事情を知る者が私だけの時に報告が行われたか）

　その情報は六大公爵家の現当主だけが知る密約だ。

　現当主が結けつ託たくして創り上げた『世界樹の呪詛』。

　それは病でも自然現象でもなく――歴史的な大家である公爵家たちの魔法技術と知識によって創り上げられた『魔法』の一種だ。

　たとえ魔法に精通した者であろうとも解呪することはできない。

『世界樹の呪詛』は六大公爵家が連綿と受け継いできた秘奥によって組み上げられており、自身が担当した箇か所しよ以外は現当主たちも完全に把は握あくしていない。

　その全体図を把握しているのは――

「あちゃー、魔力が減ってるならアイゼンフッドは役目を果たせないねー」

「んっふふ……ではァ、正式に公爵家から除名ということですなァ」

「致いたし方かたありません。それがアイゼンフッドに残された唯一の価値なのですから」

　その場にいる者たちが口々に言葉を発する。

　事情は知らずとも、アイゼンフッドに肩入れすることはない。

　そんな状況下であっても、アルテシア・アイゼンフッドは決して揺るがない。

「それらの状況を鑑かんがみて、アイゼンフッドは後継者の擁立を提言します」

「……記き憶おく違ちがいでなければ、三百年前に交わされた契約によってアイゼンフッドは現当主を最後として後継者を作らない条じよう項こうがあったはずでは？」

「サンクトゥス公女の言葉通り、我々アイゼンフッドは三百年前に六大公爵家と契約を交わして様々な制約を設けました。しかし私の死によって一時的に守護者が消えて混乱が生じることを危き惧ぐし、新たな制約を加えることで後継者の擁立に関する条項の改定を打だ診しんさせていただこうという提言となります」

「なるほどねー、その制約内容については後で議論するとしても……うちを含めて大半が当主代理だから、最終判断は唯一の現当主に任せたいかなー？」

　そんなウラフィの発言と共に、一斉に視線がザーヴィスに向けられる。

　周囲の視線を受けながら、ザーヴィスは深く息を吐はいてから口を開いた。

「……現当主の意見としては、条項の抹まつ消しようではなく改定ならば、他家の当主たちも同意するだろうと考えている。会議の終しゆう了りよう後、各当主に通達した後に承しよう認にんする形となるだろう」

「感謝致します、オルナメント大公。それでは提出された議題の処理を行った後――」

「だが……今回の件は我々に対する礼を欠いていると思わないか、アイゼンフッド」

　ザーヴィスの言葉を聞いて、アルテシアの眉が僅わずかに動いたのが見えた。

「そちらにとっては緊急の内容だろうが……自身が三百年前に契約を持ち掛けておきながら、それを一方的と言わざるを得ない形で改定させて欲しいと言うのだからな」

　どちらにせよ、アルテシアが死ぬことは確定している。

　別に後継者を擁立したところで、公爵家が持つ全ての権限を剥はく奪だつされている状況では何をしたところで無意味に終わるので些さ事じでしかない。

　だが――

「それならば相応の態度によって礼を尽つくすべきではないのか」

　三百年前に謀ぼう略りやくを受けながらも、折れることなく意志を貫いて家門を守り抜いた少女。

　きっと当時の当主たちは、少女が涙なみだながらに哀あい願がんする姿を求めていただろう。

　しかし三百年前のアルテシアは最後まで毅き然ぜんとした態度を貫き、交渉という形を取って六大公爵家と対たい峙じしたと伝わっている。

　だからこそ、ザーヴィスは見てみたかった。

　そんなアイゼンフッドの当主が膝ひざを屈くつする瞬しゆん間かんを――

「……仰おつしやる通り、差し迫った状況に陥おちいったのは私の不徳の致すところであり、問題を解消するためとはいえ、一方的に要求を行うのは六大公爵家に対して礼を欠いたものでした」

　そう言いながら、アルテシアが後ろに向かって一歩退く。

「既に家名と守護の役目以外を持たない家門でありながら、分不相応な要求を行った非礼を、この場を借りて改めて詫びさせていただきます」

　その表情は鉄のように固く変わることがない。

　その紫玉の瞳ひとみは今も煌こう々こうと堅牢な意志が宿っている。

　しかし……たとえ形だけであろうとも、三百年越ごしに頭を垂れる姿を見られる。

　そして、アルテシアが目を伏ふせてから頭を下げようとした時――




　会議室の扉とびらが、耳みみ障ざわりな音を立てながら歪んだ。




　鉄が擦こすれる音と木材の砕くだける音が響ひびき、外から差し込こむ光が人ひと影かげを作る。

「――ようやくお会いできましたわね、オルナメント大公」

　瓦が礫れきを踏ふみ砕きながら、緑金の髪かみを持つ少女が会議室に踏み込んでくる。




「わたくしを拉ら致ちした件について、納なつ得とくのいく説明をしてただけますかしら」




　紅眼を光らせながら、フェイユ・ブラスカスは堂々と宣言した。




◇




　一いつ瞬しゆん、その場にいた者たちは呆あつ気けに取られたように動きを止めていた。

　当然の反応だろう。

　ここは皇城であり、衛兵だけでなく魔法士たちも駐ちゆう屯とんしている。

　そんなところに堂々と闖ちん入にゆう者しやが現れるなど誰も想定していない。

　そうして生まれた隙すきをフェイユは見み逃のがさなかった。

「さぁ今すぐ納得いく説明をしてみなさいなッ!!　このわたくしがシルヴァーユ王室の傍系であるブラスカス家の者だと知った上で拉致し、その権けん威いを貶おとしめて辱はずかしめる意図を持って奴ど隷れい身分に堕おとした理由というものをッ!!」

「無礼なッ！　この場に集まっている者たちが何者か知っての――」

「いや……待て、サンクトゥス公女」

　そうクラウスが言葉と手で制してから、闖入者であるフェイユに視線を向ける。

「以前の祭典でトラキア翁おうと共に挨あい拶さつを交わした時以来か、ブラスカスの御ご令れい嬢じよう」

「あら……これは失礼しましたわ。改めてまして帝てい国こくの大樹、アルブサージュ皇帝陛下への御ご挨あい拶さつをフェイユ・ブラスカスから申し上げさせていただきます」

「挨拶は結構だ。それよりも……君は自身が行ったことについて理解しているか？」

　粉ふん砕さいされた扉を横目で見てから、クラウスは厳然とした態度で告げる。

「君が行ったのは他国の皇城……それも要人が集まる場の襲しゆう撃げきだぞ」

　しかし、フェイユも怯ひるむことなく堂々と対峙する。

「僭せん越えつながら、その言葉は皇帝陛下にお返しさせていただきましょう。帝国がこちらに対して取った、その度どし難がたい行為についての説明をお聞かせいただけますかしら？」

「……なるほど、どうやら容易に片付く話ではないようだな」

　襲撃について言げん及きゆうしたにも拘かかわらずフェイユが強きよう硬こうな態度を崩くずさなかったことから、クラウスは事態を重く受け止めて鷹おう揚ように頷うなずく。

「それでは――両者の話を詳くわしく聞かせてもらおうか、オルナメント大公」

　フェイユが口にした関係者の名を呼びながら、クラウスは静かに睥へい睨げいする。

　しかし、ザーヴィスの表情に変化はない。

「そちらについては、本日オルナメントが提出した議題とも関連する話でございます」

　そう前置いてから、ザーヴィスは静かに立ち上がった。

「先日、我わが家門の派閥に属するウレキ子し爵しやくが保有するオークション会場が火災に見み舞まわれ、調査を行ったところ容疑者にバリス伯はく爵しやくの名が挙がり拘こう束そくしました。そして……その際に競せり落とそうとしたのが、奴隷身分に堕としたブラスカス嬢じようであると自白しました」

　その発言を聞いて、フェイユが僅かに眉を動かすのが見えた。

「バリス伯爵の言葉によれば、現在行ゆく方え不明となっているウレキ子爵がシルヴァーユ王室と反目している貴族派に接せつ触しよくし、ブラスカス令れい嬢じようの拉致誘ゆう拐かいによって王権を揺ゆさぶり、貴族派が掲かかげている尊種攘じよう夷いが実現できるように話を持ち掛かけたとのことでした」

「……ずいぶんと馬鹿げたことをしてくれたものだな」

「ウレキ子爵は派は閥ばつ内ないでの立ち位置に不満を抱いだいており、独自に森人種であるエルフとの繋がりを持つことで地位を確立しようとしたものだと考えております。そしてバリス伯爵は『エルフの奴隷を落札して欲しい』とウレキ子爵から持ち掛けられており、それによって拉致したブラスカス令嬢の正体を隠かくして落札を行わせて証しよう拠この隠いん滅めつを図はかり、バリス伯爵に責を負わせるつもりだったので火を放ったと伯爵自身は供述しております」

「……火災の件は私の耳にも入っていたが、内容については初耳だな」

「今後のシルヴァーユとの国交に亀き裂れつが入りかねない話であったことから、我がオルナメントにてウレキ子爵の捜索と共に精査を行っていました。そして事実確認が取れたために本日の議題にて報告する予定だった次第であります」

　渋じゆう面めんを浮かべながら、ザーヴィスは事の次第について説明する。

　しかし……その渋面の下では、想定した通りだと笑みを浮かべていることだろう。

　なにせ、その発言内容は全て事実だからだ。

　実際に貴族派と接触を行って拉致を実行したのはウレキ子爵であり、バリス伯爵は落札を行おうとしただけでフェイユの拉致には一いつ切さい関かん与よしていない。

　最初から二人は捨て駒ごまとして扱われることが定められていた。

　そして――

「重要参考人であるウレキ子爵だけでなく、令嬢の行方についてもオルナメントは保護するために捜索を行っておりましたが……御おん身みの無事を確認できたことで、我が家門が行った愚ぐ行こうを謝罪できる機会を得たことが何よりも幸いでございます」

　沈ちん痛つうな面おも持もちと共に、ザーヴィスはフェイユに向かって恭しく頭を下げる。

　火災が起こってから既に長い時間が経たっており、フェイユの死が偽ぎ装そうされていた点、その遺体がウレキ子爵本人であると確認できるだけの時間は十分にあった。

　そして……調査によって浮かび上がった疑念に言及するために議題を提出した。

「その御身を救った者については――然しかるべき報ほう酬しゆうを与えねばなりますまい」

　フェイユを救い出し、その死を偽装した協力者の存在。

　その存在が他の公爵家であるとザーヴィスは半ば確信しているはずだ。

　計画の一部を知ることができるほどの権力を持ち、定例会議が行われる日時を知り、皇城内で騒ぎを起こしながらも会議室まで辿たどり着けたことが何よりの証明と言えるだろう。

　だからこそ、フェイユも事前の打ち合わせ通りに事を進める。

「わたくしを救い出したのは北方の大家であるメルカトル大商団の娘むすめですわ。彼かの女じよの慧けい眼がんがわたくしの正体を見み抜ぬき、その財を投じてまで救い出そうとした矢先に火災が起こったことで、そのまま逃とう亡ぼうして助けを求めましたの」

　それも何一つとして間ま違ちがっていない。

　実際にエデルが落札した様子はその場にいた者たちが目もく撃げきしていることから、フェイユを救い出した人間がエデルであることは明白だ。

　そのエデルが「どの公爵家と繋がっているのか」という点にザーヴィスは注意を向けているからこそ、それ以上のことはフェイユも語らずに会話の方向を変える。

「彼女については今回の件を公表した後、王室に属する者を救った功労者として然るべき報酬と栄えい誉よを与あたえ、今後の交易関係の権利を譲じよう渡とするつもりですわ」

「……今の発言は、帝国との国交を断たつという意味と捉えて構わないものか？」

「当然ではありませんか、皇帝陛下。こちらが貴族派を抑よく止しできなかった落ち度があるとはいえ、それに乗じる者よりも救い出してくれた友人の手を取るのが道理でしょう？」

　フェイユの発言に雰ふん囲い気きを変えたのはクラウスだけではなかった。

　緑森国家シルヴァーユは帝国が最初に国交を始めた他種族国家だ。

　今回の一件によって両国の国交が断絶されることになり、その理由が公表されることになれば、少なからず他の亜あ人じん国家にも影えい響きようを与えることになる。

　通商といった目に見える損益だけでなく、他国への往来制限、そして各公爵家が携たずさわっている事業などについても影響を与えかねない。

　しかし――『賢けん者じやの石』を持つオルナメントという家門は別だ。

『賢者の石』には魔力を吸収させると、その後に同質の魔力を生成する特性がある。

　そうして生成された魔力を用いて錬れん金きん魔法による分解と再構築を行えば、亜人国家から輸入している魔力含がん有ゆう資源と同水準に近い素材を再生成することが可能であるため、事業や研究に影響が出ることは皆かい無むに等しい。

　だからこそ……他の公爵家が国交断絶の影響を受けて対処に追われる中、オルナメントだけは影響を受けることなく他家を出し抜くことができる。

　そこまで見み越こした上で、『ブラスカス令れい嬢じよう拉ら致ち冒ぼう涜とく事件』を引き起こしていた。

「……オルナメント大公、ブラスカス令嬢の意向について申し出ることはあるか？」

「本件については派閥内の動きを完全に把握しきれず、その長としてオルナメントの管理が行き届いていなかった不ふ手て際ぎわによって起きました。そのためオルナメントは如い何かなる形であろうと賠ばい償しようや要求を行う心持ちではありますが……本件でブラスカス令嬢の受けた恥ち辱じよくや苦痛は、その程度では計り知れないものとお見受けしております」

「その通りですわ、オルナメント大公。本件はシルヴァーユ王室を軽視した行こう為いであり、この身が救い出されなければ事実が公になることもなく、わたくしは奴隷という身分に堕とされたまま命を落とす結果となっていたことでしょう」

　今回の件がきっかけとなって、両国の関係は修復ができないほどの亀裂が入る。

　たとえフェイユが生存していたとしても、関係悪化と国交断絶という展開を避さけることは叶かなわず、どちらにせよオルナメントの思おも惑わく通りに事は進んでいく。

　だからこそ、ザーヴィスが頭を下げながら内心で笑みを浮かべていた時――




「――まぁ、それは冗談なのですけれど」




　そう、ひらりと手を返しながらフェイユは告げた。

「……今、なんと？」

「わたくしはそういった未来もあったと提示しただけですわ」

　不満そうな表情を浮かべながらも、フェイユは深々と息を吐いてから告げる。

「ですが、わたくしもシルフヴァーユ王室の血を引く者であり、国の繁はん栄えいと民を何よりも優先する身。私情に任せて帝国との国交を断てば国民たちにも大きな影響を与えて国益を損そこなうことにも繋がるでしょう」

　その発言はザーヴィスだけでなく、他の者たちも予想していなかったことだろう。

　エルフが種としての誇りや強い自尊心を持つことは周知の事実だ。

　今回の一件はフェイユ個人だけでなく、王室さえも軽かろんじる行為として受け取られるものであり、たとえ国交断絶によって国益が損なわれる事態に陥ろうとも、エルフという種族は誇りを優先すると誰もが考えていた。

「貴族派の者たちに制裁を加えるため公表は行いますが、帝国の人間が主導であった事実については伏せるというのがこちらの正式な意向ですわ」

「……寛かん大だいな心に感謝しよう。だが、その理由について尋たずねても構わないか？」

「先ほど述べたように国益を優先したこと、そして派閥の長としてオルナメント大公が事実を認めて責を負い、謝罪と賠償の意思があると明言したのが理由ですわ。それらを確かめるためとはいえ、皇城に押し入る形で拝はい謁えつしたことをこちらも謝罪致しましょう」

　この場にいる者たちに向けて、フェイユが殊しゆ勝しような態度で頭を下げる。

　これで、主導権は完全にフェイユが握にぎる形となった。

　国交断絶という手札を見せ、オルナメントから正式に賠償の意思があるという言葉を引き出し、国益を優先するために自身が受けた屈辱を呑むという姿勢を見せた。

　つまり――終着までの道筋は既に作り上げられたということだ。

「それでは皇帝陛下、改めてこちらからオルナメント大公に要求する賠償条件について提示させていただいても構いませんかしら？」

「……承知した、正式な申し出としてこちらも受けよう」

「ご安心くださいませ。いくらこちらに分があるとはいえ、皇城に押し入るという暴挙を不問にしていただくことも踏まえて妥だ当とうな要求をさせていただくつもりですわ」

　フェイユが穏おだやかな笑みをクラウスに向ける最中、ザーヴィスは内心で焦しよう燥そうを覚えながらも、さほど大きな不安を抱いていなかっただろう。

　どのような賠償を要求されたところで、公こう爵しやく家の一角であるオルナメントにとって大きな痛手となることは一つとしてない。

　国交断絶によって他家に影響を及ぼすことは叶わなかったが、問題なく事態を収めることができると考えていたことだろう。




「――わたくしは、オルナメント領地『フェルムンド』を要求しますわ」




　その要求内容を聞くまで、自身の計画に瑕か疵しがないことを疑っていなかっただろう。

「……フェルムンドの地だと？」

「ええ、わたくしの祖父が過去にアイゼンフッド公爵家の派閥に属していた同志であったこと、皇帝陛下は存じていらっしゃるかしら？」

「ああ、トラキア翁と言葉を交わした時に聞き及んでいるとも」

「祖父トラキアは三百年前の一件によって、その身を退ひいて隠いん居きよしましたが……今も同志であったアイゼンフッドを想おもい、同志として肩かたを並べることができたことを誇り、不ふ朽きゆうの友であるとして、嫡ちやく孫そんであるわたくしに語かたり継いでおりますわ」

　三百年間伝えることができなかった祖父の想い。

　その言葉を代弁し、クラウスを通して背後に立つアルテシアに向かって伝える。

「エルフは長命な種族ではありますが、既に祖父トラキアは四百歳さいを超こえて老ろう衰すいが始まっております。ですから祖父が愛した土地で残りの時間を過ごしてもらいたく、今回の要求内容として提示させていただきましたわ」

「なるほど。トラキア翁はブラスカス当主の座を退いた後、帝国に対して多くの便べん宜ぎを図ってくれた過去がある。それで此こ度たびの一件で被ひ害がいを受けたブラスカス令嬢の溜りゆう飲いんが下がるのであれば、こちらとしても快く応じる所存だ」

「あら、それは嬉うれしい御言葉ですわね。わたくしも祖父からアイゼンフッドの話を聞き及んでいましたが、他国の領土なので気軽に立ち入ることができませんでしたので」

　二人が和やわらいだ空気で会話を交わす中、ザーヴィスは静かに俯うつむいていた。

　今も表情を変えていないのは当主としての意地だろう。

　だが、その下で震ふるえている拳こぶしを見れば心中を読み取るのは容易だった。

　たった今、クラウスは領地の譲じよう渡とに対して前向きな姿勢を見せた。

　その言葉をフェイユが引き出し、その取引を半ば確定させた状況に持ち込んだ。

「……御言葉ですが、フェルムンドの地は今でこそ我がオルナメントの管理下に置かれていますが、元はアイゼンフッドが保有していた公爵領でもあります。既に家名しか残されていない家門とはいえ、公爵領が他国に渡わたるのは帝てい国こくの沽こ券けんにも影響が出るかと」

　それはザーヴィスが苦くるし紛まぎれに考え抜いた言い分だったのだろう。

　だが、その言い分が通じない舞ぶ台たいは既に整っている。

「確かにオルナメント当主の言葉には一理ありますが……フェルムンドは帝国防衛の要所からも外れた地であり、土地にある鉱山等の資源価値も低い。何よりも既に三百年以上が経った今では、元公爵領であることを考慮する必要があるかも疑問です」

「うちもルーちゃんの言葉に賛成かなー。帝国領の内地ってわけじゃないから飛び地にもならないし、通商や往来で混乱を招くようなこともないしねー」

「それではァ……私もお二人の意見を支持しましょうかねェ」

「オレは別にどっちだろうと構わねぇけどよぉ……さっきオルナメントのおっさんが自分でケツを拭ふくって言ったんだから、要求を呑のむのが筋ってことでいいんじゃねぇか？」

『マレディクトは、すべて、ぜにんする』

　他の代表者たちが『要求は妥当である』と判断して意見を述べる。

　それが当然だ。

　他の公爵家にとって、フェルムンドという地に一いつ切さいの価値はない。

　そこに『賢者の石』という莫ばく大だいな価値を持つ物質が眠ねむることを知らない。

　オルナメントが保有している無価値な土地の一つを明け渡すだけで、自身の家門が受ける被害を回かい避ひできるのであれば、フェイユの要求を支持するのが妥当と言えるだろう。

　そこに――『賢者の石』が眠るという事実をザーヴィスは開示することができない。

「…………ッ」

　ザーヴィスは目に動どう揺ようを浮うかべながら押おし黙っていた。

『賢者の石』の存在を開示すれば、この状じよう況きようを変えることはできるだろう。

　しかし、他の公爵家を出し抜くという目的は叶わなくなる。

　今まで同じ公爵家でありながら不ふ遇ぐうな扱あつかいを受け、その地位向上のために長年の研究と投資を行ってきたオルナメント家の悲願を果たせなくなる。

　それどころか今まで存在を秘ひ匿とくしてきたことを追及され、『賢者の石』だけでなく研究成果さえも他家に奪うばわれる可能性がある。

　そして、フェルムンドの譲渡を拒きよ否ひすることもできない。

　既にフェイユからの要求は満場一致で「妥当である」との判断が下された。

　それをただ一人……ザーヴィスだけが拒否すれば、「その土地に何かある」という疑念を他の公爵家たちに抱かせることになる。

　オルナメント家が無価値な土地であるように見せかけて徹てつ底てい的てきに秘匿していたからこそ、ここで譲渡を拒否すれば大きな疑念を抱かせることになる。

　もし他の公爵家が動き出し、『賢者の石』の存在が露ろ見けんすれば……どちらにせよ、前者と同じ道を辿ることになる。

　最初から、ザーヴィスに選せん択たく肢しなどなかった。

　その選択肢を奪うために――カルツは六大公爵家が揃う定例会議の日を狙ねらった。

　金も権力も持たない貧ひん民みんの子供では、公爵家に対たい抗こうすることはできない。

　それこそオルナメント公爵家という家門の前では、カルツという存在は視界にすら入らない些さ末まつな存在だっただろう。

　フェイユのように立場があっても、ザーヴィスには多くの手札があっただろう。




　だが――自身と同じ六大公爵家が相手であれば、無視することはできない。




　自分と同等以上の権威を持つ家門たちであるからこそ、ここで下手に動いてしまえば取り返しのつかない事態に繋がる。

　だからこそ、ここでザーヴィスが放てる言葉は一つしかない。

「……そちらの要求は理解した、ブラスカス令嬢」

　その声が僅かに震えていることに気づいた者は誰一人としていないだろう。

　その双そう眸ぼうの奥おくで、静かに怒りの炎ほのおを滾たぎらせていることに気づいた者はいないだろう。

　ただ一人――この状況を作り上げた者を除いて。




「オルナメントは、賠償としてフェルムンドの地を譲渡する……ッ」




　ザーヴィスの言葉によって、クラウスは鷹揚に頷いてから口を開いた。

「その言葉、神樹帝国アルブサージュ皇帝として確かに聞き届けた。この名において此度の件を確実に執しつ行こうするとブラスカス令嬢に誓ちかおう」

「ええ。今後も我々の関係が続くことを願っておりますわ」

　フェイユが恭しく頭を下げたところで、クラウスは静かに息を吐いた。

「さて……あまりにも想定しないことが起こりすぎた。本日の定例会議はここで終了とし、オルナメント大公は早さつ急きゆうに誓せい約やく書しよと権利書を私の下に送り届けてくれ」

「……承知しました、皇帝陛下」

　ザーヴィスが覇は気きを失った声こわ音ねで言葉を返し、そのまま会議室を後にする。

「アイゼンフッドの件については来週に臨時会議を行って決める。私はブラスカス令嬢と話があるので他の者たちは解散してくれ」

　その言葉に従い、他の者たちが退室したところで……クラウスは再び深々と息を吐いた。

「……此度の件で迷めい惑わくを掛けた、ブラスカス令嬢」

「本当に良い迷惑でしたわ。同族に手引きした不ふ埒らち者がいたとはいえ……わたくしのような立場の者が奴隷身分に堕とされるなど、本来ならば起こってはいけないことですもの」

　そう言葉を返してから、フェイユは横目でアルテシアを見る。

「陛下、少々アイゼンフッドと言葉を交かわしてもよろしいかしら？」

「……すまないが、それは諸事情によって許可できない」

「それはわたくしが亜人であり、同志トラキアの血けつ縁えんであることが理由ですの？」

「…………」

　フェイユの言葉に対して、クラウスは何も答えずに押し黙だまる。

　六大公爵家と交わされた契けい約やくの中には、その内容を亜人たちに対して流る布ふすることを禁ずる条項も含ふくまれている。

　その条件に当時の皇帝は「契約が正しく履り行こうされているか報告義務がある」として、皇位に就ついた者だけがアルテシアに『報告』という名目で自由に会話できる権利を得た。

　それを三百年間……その皇位に就いた者が変わろうとも、歴代の皇帝たちは唯ゆい一いつの友人としてアイゼンフッドの傍そばに在り続けてきた。

　だから、フェイユがアルテシアと会話を交わすことは許されない。

　しかし――

「――それなら、こちらの子は構わないと捉とらえてよろしいですわね？」

　隣となりに立つカルツの肩を叩たたきながらフェイユは告げた。

　傍にいたカルツの姿を見て、クラウスは僅かに眉まゆをひそめながら尋ねる。

「そういえば疑問に思っていたが……そちらの子供は？」

「帝都にいた貧民の子供ですわ。わたくしが火災から逃にげる時、人目につかない道を示してメルカトルの娘がいるところまで案内した恩人の一人ですの」

「それは……なんとも素す晴ばらしい働きをしてくれたな」

　そう柔やわらかい眼まな差ざしを向けるクラウスに対して、カルツは静かに頷いてから口を開く。

「陛下、僕ぼくは以前アルテシア様に救われた経けい緯いがあります。このような場ではありますが、その礼を告げることは叶いませんでしょうか」

「……アルテシア、君が言っていたのはこの子供か？」

「ええ……服装などは整っているけど間違いないわ」

　僅かに驚おどろきを見せながらも、アルテシアは表情を改めて静かに頷く。

「僕は後日フェイユ様の下に付きますが、今は家名も何も持たない貧民の子供です。どうか言葉を交わす慈じ悲ひをいただければ幸いです」

「……いいだろう。君が取った勇気ある行動とブラスカス令嬢を救った功績を鑑みて、特別にアイゼンフッドと言葉を交わすことを許可する」

　そう言ってクラウスは一歩退き、アルテシアの背を押した。

　それに合わせて、カルツも一歩踏み出す。

「お久しぶりです、アルテシア・アイゼンフッド様」

「……ええ。こんな形で再会するとは思っていなかったけれど」

「はい。アルテシア様に救っていただかなければ、こうして再会してお礼を申し上げることも叶わなかったことでしょう」

　そう答えながら、カルツは笑え顔がおを見せる。

「アルテシア様が他者を助けるという姿を示してくれたからこそ、僕もフェイユ様を見つけた時に行動を起こすことができました。ありがとうございます」

「それはあなた自身の強さよ。だから私に感謝するんじゃなくて、立派な行動をしたあなた自身を褒ほめてあげなさい」

　そう微笑ほほえみながら、アルテシアは讃たたえるようにカルツの頭を優やさしく撫なでる。

　そして……カルツは力強く拳を握り締しめた。

「この件でフェイユ様に目を掛けていただき、僕は新たな道へと進むことになりました」

　もう、以前と同じ人生を辿ることは叶わない。

　これから七年の内に、アルテシアは徐じよ々じよに身体が蝕むしばまれていく。

　数年の内に出歩くことができなくなり、やがて寝ねたきりの生活を送ることになる。

　回帰前とは違ちがい、一人で孤こ独どくと死の恐きよう怖ふに苛さいなまれながら過ごすことになる。

　本当は前と同じように傍で支えたかった。

　少しでも彼女の苦痛を肩かた代がわりして、同じ時間を過ごしていきたかった。

　その未来を知りながら、彼女を一人で残さなくてはいけないのが心苦しかった。

　それでも――







「――だから、今度はあなたを助けることができる人間になります」




　紫玉の瞳を真まっ直すぐ見つめながらカルツは告げる。

　一瞬、アルテシアは驚いたように目を丸くしながらも――

「――いつか、その日が来ることを私も待ち望んでいるわ」

　そう、晴れやかな笑顔と共に言葉を返した。

「私を救い出してくれる王子様にしては、少しばかり小さすぎるけれど」

「まだ子供ですから」

「ふふっ……そうね、ちゃんと好き嫌きらいせずに食べて健すこやかに育つのよ」

　くすくすと控ひかえめに笑ってから、思い出したようにアルテシアが口を開く。

「そういえば、まだあなたの名前を聞いていなかったわね」

「カルツです。そして後に授さずかる家名は――『アキメネス』となる予定です」

　その名を告げた瞬間、アルテシアの表情が固まった。

「あなた――」

「それでは、ここで僕たちは失礼させていただきます」
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　アルテシアの言葉を遮さえぎるように、カルツは一歩退いて恭しく頭を下げる。

「――帝国の繁栄が世界樹と共に在り続けることを心より願っております」

　そう別れの挨拶を告げてから、カルツは背を向けて会議室を後にした。




◇




　アルテシアたちと別れて皇城を出た後。

　カルツたちは商館が用意していた馬車に乗り込んでいた。

「さて……帝都でやるべきことは済んだし、このまま予定通り出発しよう」

「そうですわね。さすがにわたくしも手紙だけでお父様や陛下を宥なだめるのも限界がありますし、シルヴァーユに戻もどって詳しよう細さいを説明しなくてはいけませんもの」

　カルツが渡した情報を使ってフェイユが手を回したことによって、今回の事件に関かん与よした貴族派の者たちは拘束されている。

　そこで拉ら致ち被ひ害がいを受けたフェイユ当人が証言することによって、貴族派は失しつ脚きやくして王室派の立場は盤ばん石じやくなものへと変わるだろう。

　そして、時間を稼かせぐこともできた。

「これで賠償関連の書類、譲渡対象であるフェルムンドの詳細資料の準備、それらを皇帝が確かく認にんして調印を行い、書簡をシルヴァーユに届けるまで最短でも二週間は掛かる。それだけあればザーヴィスが最後に取る行動も阻そ止しできるはずだ」

　フェルムンドを手放したことによって、オルナメント公爵家は『賢者の石』が眠る鉱脈を利用することはできなくなった。

　だが、まだザーヴィスが当主として取れる行動が残されている。

　正確には――その道筋をカルツが残しておいた。

「ですが……あなた一人をフェルムンドに降ろすのは少し不安ですわね」

「あの土地は僕にとって庭のようなものだ。地形だけでなく人目に付かない抜ぬけ道みちも知っているし、採さい掘くつ場じようへの出入り口も把握しているから問題なく入り込める」

　シルヴァーユへと向かう道中、カルツはフェルムンド近きん郊こうで降りる予定となっている。

　しばらくザーヴィスは処理に追われて身動きが取れない。

　その隙を見計らってカルツが単独でフェルムンドに潜せん入にゆうし、アイゼンフッドの者だけが知る限られた道から『賢者の石』を確保するといった手て筈はずだ。

　しかし、フェイユは腰こしに手を当てながら眉を吊つり上げる。

「そうではなく、子供一人を放り出すことが不安だとわたくしは言っていますのっ！」

「……いや、それは確かに真っ当な意見だが」

「今はルチアもいませんし、今からでも誰か他の人間を付けた方がいいですわ。誰かに誘ゆう拐かいされた後では遅おそいんですからっ!!」

「誘拐された君が言うと説得力があるな」

　フェイユに言葉を返しながらカルツは苦く笑しようする。

　商館でフェイユと面会して以降、ルチアは別件によって傍を離はなれている。

　そして、ルチアがいない間はフェイユと共に過ごしていたわけだが――

「ちゃんと地図や当面のお金は持ってますわよね？　身分証としてブラスカスの徽き章しようも渡しましたし、数日分の携けい行こう食しよくと着き替がえ、それと簡易野営具や寝ね袋ぶくろなどを入れた鞄かばんも馬車に積んでありますから忘れたらダメですわよ？」

「……なんとも至いたれり尽くせりの厚こう遇ぐうだな」

「当然ですわっ！　わたくしを助けた恩人に何かあってはいけませんし、何よりルチアからカルツの世話をお願いされたんですものっ！」

　むふんと誇ほこらしげにフェイユが胸を反らす。

　ルチアがいない間、それはもうフェイユは過保護だった。

『地下だと退たい屈くつでしょう？　何か欲ほしいものがあったら取り寄せますわよ？』

『そろそろお腹なかが空すく頃ころかしら？　食べたい物や好きな物があったら遠えん慮りよなく言うんですわよ？　商館の者に届けてもらいますからっ！』

『今はルチアがいませんから、しばらくはわたくしが一いつ緒しよに寝てあげますわね。ちゃんと寝るまで傍にいてポンポンしてあげますわっ！』

　そんな感じで事あるごとに気を遣つかわれて、逆に気き疲づかれしたくらいだった。

　ルチアだったら適当に対応していただろうが、フェイユの場合は「自分がお姉さんだから何かしてあげよう！」という純じゆん粋すいな善意だったので無下にもできなかったのだ。

「ちゃんとアーンってしなくても、一人でご飯を食べなきゃダメですわよ？」

「それは元から大だい丈じよう夫ぶだから安心してくれ……」

「あら、わたくしの時は甘あまえていたってことですの？」

「ああ、うん……もうその解かい釈しやくで構わないさ……」

「そういう素す直なおじゃないところがカルツは本当に可愛かわいいですわねっ！」

　そう上じよう機き嫌げんでフェイユが頭を撫で回してくる。この状況を作り出した全ての元げん凶きようがこの場にいないことが余計に腹立たしい。

「ともかく……僕は一人でも大丈夫だ。ルチアからも上う手まくやっていると報告が来ているし、予定通りなら途と中ちゆうで合流できるだろうからな」

「むぅ……それなら大丈夫と信じましょう。ただのメイドと違って腕うでが立つようですし」

「そうだな。それに彼女は腕が立つだけのメイドってわけじゃない」

　そう答えながら、カルツは客室から外を眺ながめる。

　アイゼンフッドの領地であったフェルムンドを奪だつ還かんし、その地に眠る『賢者の石』を奪うことでオルナメントの計画を頓とん挫ざさせることは叶った。

　だが、それだけでは足りない。

「僕は六大公爵家が大だい嫌きらいだ。それこそ誰よりも強く憎にくんでいると言っていい」

　以前の人生で、アルテシアは六大公爵家の手で謀ぼう殺さつされた。

　自身の愛する者たちを犠ぎ牲せいにし、自身の全てを賭とし、ただ平和に過ごせる世を望んでいた少女の願いを踏みにじり、その私欲を満たすためだけに命を奪った。

　それは過去に戻り、現在では行われていないとしても許されることではない。

　その事実を覚えているからこそ許すことはない――




「――だから、僕の手で報むくいを与えないと気が済まないんだ」




　そう、カルツは誰だれにともなく呟つぶやいた。







七話







「――今までありがとう、カルツ」

　ベッドに横たわりながら、アルテシアは力無く微笑んでくれた。

　しかし、その眼からは徐々に生気が失われていっていた。

　既すでに紫玉の瞳ひとみは焦しよう点てんが定まっていなかった。

「あなたは誰よりも私に尽つくしてくれた。私やアイゼンフッドという家が受け継ついできた誇りと志を理解して、今日に至るまで鉄の忠義を貫つらぬいてくれた」

　こちらに顔を向けながら、僅わずかに左手を動かそうとする。

　しかし、アルテシアには既に手を伸のばす力さえ残っていなかった。

「……それが、アルテシア様に拾っていただいた僕にできる唯一の恩返しでしたから」

　アルテシアに拾われたことでカルツは救われた。

　数多くいる貧民の一人として、日々の食事さえも取れずに残飯を漁あさりながら飢うえを凌しのいで過ごしていた時、カルツは彼女に拾われた。

　住すみ込こみの使用人として人間らしい生活を与えられて、文字の読み書きや多くの知識を教わって……彼女の生家である『アイゼンフッド公爵家』の知識や歴史、それを連綿と受け継いできた先人たちの志、全てを継いで一人で生きてきた彼女の想いについて知った。

　だから、カルツも傍にいる人間として相応ふさわしくなれるように努力を重ねた。

　アルテシアがいなければ、その努力や誰かに想いを抱くということすら知ることもなく、どこにでもいる貧民の一人として野垂れ死んでいた。

　言葉通り、カルツにとってアルテシアは『全て』だった。

　だというのに、その全てが消えようとしている。

　もはやカルツの手を握り返すこともできず、その手からも温ぬくもりが失われている。

　それでも彼女は微び笑しようを崩くずさない。

　たとえ自身の死が迫せまっていようと、その姿と信念は決して揺ゆるがない。

　それこそが――アイゼンフッドの当主であると示すように。

「カルツ……あなたの意志は変わらないのね？」

「はい。なにせ僕はアイゼンフッドの当主から直々に薫くん陶とうを受けた者ですから」

　そう、アイゼンフッドが代々受け継いできた当主の指輪を見せながら言う。

　そこに嵌はめられているのは、アイゼンフッドが代々守ってきた物だった。

　指輪に嵌められた『賢者の石』に当主自身の固有魔ま法ほうを写し、有事の際には固有魔法が継けい承しようできるように次代の当主へと渡すのが習わしなのだと言っていた。

「過去に『回帰』すれば……あなたの寿じゆ命みようも大きく失われるのよ」

「構いません。全ては僕自身の意志であり、たとえアルテシア様に止められたとしても僕は同じ決断をしていたでしょう」

「ふふっ……この私の言葉に背そむくなんて、あなたにできたかしら？」

「ええ。当主の言葉であろうとも背きましょう」

「それは悪い子ね……おしおきとして、お尻しりでも叩いてやりたい気分だわ」

「そんなこと一度もやったことないでしょう」

「そうね……あなたはすごく頑がん張ばり屋さんだったから」

　言葉を紡つむぐ最中も、彼女の手から静かに力が抜けていく。

　その握られた手に落ちる涙なみだも、もはや彼女は気づいていない。

「カルツ――最後だけ、弱音を言ってもいいかしら」

　そう、残された命の灯火ともしびを燃やすようにアルテシアは唇くちびるを震わせる。

「本当はね……すごく寂さびしかったの。お父様やお母様が死んで、周りにいた人たちも死んで、それを助けようと足あ掻がいて……だけど何もできなくて、私は一人になるしかなかった」

　アイゼンフッドの当主ではなく、『アルテシア』という少女としての想いを語る。

「だけどね……あなたと一緒に過ごせて、私は改めて自分が間違っていなかったと思うことができたの。だってすごく楽しくて幸せな時間だったんだもの」

　七年という彼かの女じよにとっては短い歳さい月げつを思い返しながら語る。

「だから、私は自分の決断は正しかったと思うことができた。私が幸せだと感じたように、救われた多くの人々が平和で幸せに過ごせていると思うことができたから」

　それが彼女の願いだった。

　それだけが彼女の望みだった。

『誰もが平和で幸せに過ごせますように』

　そんな子供のような願いを叶えるために、アルテシアは自身と家門の全てを捧ささげた。

　それこそが初代アイゼンフッドの掲かかげた理念だったからだ。

「だからね、カルツ――」

　そう、残された気力を振ふり絞しぼってから――




「――私と一緒にいてくれて、ありがとう」




　その言葉と共に、握っていた手から完全に力が失われた。

　そこには普ふ段だんと変わらない微笑があった。

　しかし……その閉じられた眼からは一筋の涙が流れていた。

　アイゼンフッド公爵家の当主としてではなく、一人の少女として流した涙だった。




　そうして――アルテシア・アイゼンフッドは静かに息を引き取った。
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　皇城での定例会議から一週間。

　ブラスカス家に対する賠償として、必要な書類を皇帝に対して提出した後――

「…………ッ!!」

　公こう爵しやく邸ていにある書しよ斎さいで、ザーヴィスは無言のまま書斎机を殴なぐりつけた。

　その手に鈍にぶい痛みが起ころうとも、ザーヴィスの怒いかりが収まることはない。

「……どこで失敗した」

　何もミスなどしていないはずだった。

　フェルムンドの地に『賢けん者じやの石』が眠っていることは徹底的に秘匿し、研究のために持ち出す際にも細心の注意を払はらっていた。

　その研究内容についても、ザーヴィスに至るまでオルナメント当主が代々受け継いできた秘伝であり、決して表に漏もれることはなかったはずだ。

　だというのに――フェルムンドの地が奪われることになった。

「…………誰だ」

　生気を失い、幽ゆう鬼きのように目を光らせながら呟く。

「誰が……この私を陥おとしいれた……ッ!!」

　他の公爵家が関与しているのは間ま違ちがいない。

　同じ公爵家の者でなければ、ここまで気取られることなく状況を整えることはできない。

　その裏には確実に何者かが暗あん躍やくしている。

　フェイユ・ブラスカスの拉ら致ち、奴ど隷れいを頑かたくなに扱うことがなかったメルカトル大商団の介かい入にゆう、オークション会場の火災、定例会議が行われる日時、数多あまたの警備を潜くぐり抜けて会議室に向かうことができるように皇城内部に精通した者――

　定例会議や皇城の内部は他者でも知ることができるだろうが、オルナメントという家門が進めてきた計画について知る者はごく一部だ。

　それは、たとえば――

「――お呼びでしょうか、オルナメント大公」

　普段と変わらず、恭うやうやしく頭を下げながらフィデルが書斎に入ってくる。

　今まで献けん身しん的てきにオルナメント家へと仕えてきたジェイド家の人間。

「到とう着ちやくが遅おくれた件について、申し訳ありま――」

　その言葉を遮るようにザーヴィスが腕を振るった直後。




　書斎の床ゆかと壁かべが生物のように蠢うごめいた。




　床と壁が蛇へびのように蠢き、フィデルを勢いよく壁に叩きつけただけでなく、首と手足を拘こう束そくして磔はりつけにする。

「かッ――!?」

「お前は本当によく私に仕えてくれたな、フィデル」

　フィデルを睨にらみながら、ザーヴィスは怒りで声を震わせる。

「全て……今回の件を引き起こすためだったか」

「な、にを……ッ!?」

「お前が我々の計画の情報を流したのだろう、フィデル」

　フィデルは今回の拉致だけでなく、今後の計画についても全て把は握あくしている。

　そして――裏切りに走った動機についても察しがつく。

「お前にジェイド家の家か督とくを確実に継がせるために、自身の養親を殺すように命じたことが気に食わなかったか？」

　ジェイド家の前当主と夫人は子を生なすのが難しい体質であったため、家門の存続を優先するために優ゆう秀しゆうな子供を養子として迎むかえ入れた。

　しかし新たに子供が生まれたら相続権は実子に移り、フィデルという人間はジェイド家から除名されることになる。

　そこに付け込んで――ザーヴィスはジェイド家の前当主と夫人をフィデルに殺させた。

　殺さなくてはいけない理由があった。

「愚おろかにも私の意向に背き、『賢者の石』について公表して世間に貢こう献けんすべきだと世よ迷まい言ごとを抜かした前当主と違って……自らの養親を手に掛かける貪どん欲よくな姿勢とオルナメントに対する忠心を見て目を掛けていたというのに残念だ」

「仰おつしやっている意味が……分かりません、大公ッ!!」

　必死に抵てい抗こうしながら、なんとかフィデルが言葉を絞り出す。

「私が参ったのは、あのエルフについての報告です……ッ！　奴やつが生きていたことで、我々と関与していたシルヴァーユの貴族派たちが拘束されて投とう獄ごくされたと――」

　そう弁明するが、ザーヴィスは冷ややかな目を向けながら鼻で笑う。

「ハッ……そうだな。メルカトルと共きよう謀ぼうしてあのエルフを助けたお前だからこそ、最初から全て知っていたのだと気づくべきだった」

「なにを……なにを、大公は仰っているのですかッ!?」

「この期ごに及およんで白を切るとは、その胆たん力りよくは素直に称しよう賛さんしよう」

　そうザーヴィスは告げてから――




「――二週間前、お前が報告に訪おとずれた時には既に裏切っていたのだろう？」




　ウレキ子し爵しやくの死が偽ぎ装そうされたこと、フェイユ・ブラスカスが生存していること、貴族派が捕ほ縛ばくされるまでの流れについて……フィデルは二週間前に報告を行っていた。

　だからこそザーヴィスは方針を切り替かえて、一週間後に控えていた定例会議の場で拉致事件の全容を語り、どの公こう爵しやく家が手引きしたのか探さぐる予定だった。

　それを利用されて、逆に背中を刺さされる形となった。

「上手くやったものだ。ここまで致命的に崩されるとは思ってもいなかった」

「お待ち、ください……ッ!!　私が大公の命によってウレキ子爵の捜そう索さくとエルフが生存してる痕こん跡せきの調査をし、シルヴァーユ近辺の内通者から受け取った情報を得て帝都に帰投したのは本日のことですッ!!」

「ほう……それは何とも不思議な話だ」

「何者かが私の姿に扮ふんして大公に接せつ触しよくしたのですッ！　私がジェイド家の家督を相続するために手を貸していただいた恩を忘れるはずが――」

「つまり……お前に扮していたという何者かは、対外的には派は閥ばつに属する家門の一つでしかないジェイド家が公爵家に代わり、公おおやけにはできない仕事を担になっていることまで把握していたということになる。どちらにせよ、その情報を掴つかまれたお前の失態ということだ」

　それも一部の者であれば知ることができる情報だろう。

　しかし……仮に何者かがフィデルに扮して接触したとしたら、その暗躍者はフィデルがオルナメントの計画に精通している重要人物だと知っていたことになる。

　それを知るのはザーヴィスとフィデル自身しかおらず、その立場が外部に漏れることは万に一つもあり得ないことだ。

　だが――それはフィデルが裏切ったという可能性を除いた場合の話だ。

「今まで御ご苦く労ろうだった、フィデル・ジェイド」

　壁の一部がフィデルの顔面を覆おおい、その中からくぐもった声が響ひびいてくる。

　蠢いていた壁が拘束していた身体からだを包み込んでいく。

「我わがオルナメントの悲願を阻はばんだ罪を――その命で贖あがなってもらおう」

　そのままフィデルは声を上げることもなく、壁の中に飲のみ込まれていく。

　やがて、書斎の壁が以前のような元の姿を取り戻したところで……先ほどまで室内で響いていた苦く悶もんの叫さけびは聞こえなくなった。

　裏切り者の末路を見届けたところで、ザーヴィスは静かに立ち上がる。

「まだ、ここでオルナメントの悲願を絶やすわけにはいかない」

　目立たない服装に着替え、本ほん棚だなに向かって軽く手を振るう。

　本棚が音を立てながら形を変えて入り口を形成する。

　その先に現れた、地下へと続く螺ら旋せん階段。

　暗くら闇やみに包まれた地下に向かって、ザーヴィスは静かな足取りで降りていった。

「まだ、『賢者の石』の所在について知る者はいない」

　その所在を知るのはオルナメント公爵家の当主だけだ。

『賢者の石』が眠ねむる鉱脈には、オルナメント公爵邸からしか向かえない。

　帝都の遥はるか地下深く……そこからフェルムンドに向かって延びる長大な地下通路。

　それが実現できたのは、オルナメントが錬れん金きん魔ま法ほうの大家であるからだ。

　あらゆる無機物を自在に操あやつり、それらを思うままに再構成することができる錬金魔法の大家であるからこそ、拠きよ点てん防衛や陣じん地ち形成において右に出る者はいなかった。

　他家が「魔法で劣おとるから様々な手段に頼たよらないといけない」と蔑ないがしろにした機械技術に着目し、様々な機械や魔具を開発することで他家との差異を付けてきた。

「オルナメントこそが……公爵家の頂点に立つべき家門なのだ……ッ!!」

　その執しゆう念ねんを燃やしながら、ザーヴィスは昇しよう降こう機きに乗って最下層に降り立った。

　そこに用意されている魔導車。

　疲ひ労ろうする馬や魔ま獣じゆうと違い、魔力がある限り走行し続ける車両。

　そして――

「『賢者の石』さえあれば、いくらでも計画は立て直せる」

　懐ふところから飾かざり銃じゆうを取り出し、鍵かぎ穴あなへと差し込んで捻ひねり回す。

　それによって、原動機が唸うなるような音を立てながら動き出した。

「そして――このオルナメントを陥れた者たちを八やつ裂ざきにしてやる」

　その目を血走らせながら、ザーヴィスは勢いよく加速機を踏ふみ込んだ。

　馬車であればフェルムンドまで三日は掛かる。

　しかしフェルムンドまで直通で結ばれた地下通路を使い、そこを魔導車で走り続ければ一日も掛からずにフェルムンドに到着する。

　そして、可能な限り『賢者の石』を回収して公爵邸に運はこび込めばいい。

　フェルムンドの地下にある鉱脈全てを利用できなくなるのは痛手だが、皇帝の調印を終えてシルヴァーユに書簡が到着するまでは数日の猶ゆう予よがある。

　その間に『賢者の石』を可能な限り回収し、運うん搬ぱん用ようの魔導車に積つみ込んで公爵邸に運び込めば問題ない。

　だから何も問題は――

「――――ッ!?」

　そう思考を巡めぐらせていた時、ザーヴィスは眼前に見えた物体を見て制動機を踏んだ。

「――――なぜだ」

　明かりに照らされている光景を見て、ザーヴィスは放心した表情で呟いた。




　眼前に見える――行く手を阻むように崩れた道を眺めながら。




「なぜ……なぜ、どうして……ッ!!」

　うわ言のように言葉を繰くり返しながら、ザーヴィスは飾り銃を取り出す。

「なぜだ……なぜだなぜだなぜだなぜだなぜだああああああああああああああッ!!」

　虚うつろな目を向けながらも、ザーヴィスは錬金魔法によって眼前の壁を作り変えていく。

　残された希望へと縋すがるように、崩ほう落らくした道を再生成していく。

　しかし、その視界は何も変わらない。

　ただ、どこまでも瓦が礫れきに覆われた道だけが存在している。

　道が崩落することなどあり得ない。

　地下深くに存在する通路に手出しできる者はおらず、錬金魔法によって通路内は頑がん強きような材質で固められ、たとえ外部の干かん渉しようを受けても崩落するなどあり得ない。

　だが、それが第三者の手で行われたことだけは確かだった。

　自分の行く手を阻む見えざる者の存在。

「誰が私の覇は道どうを阻むというのだあああああああああああああああああああッッ!?」

　血走った目で魔法を使い続け、瓦礫の山を通路に再構築し続けて――




「――想定通りに来てくれたな」




　視界の先に見慣れた通路の姿が現れたのと同時、そんな声が聞こえてきた。

　まだ幼い、高く中性的な声。

　その人ひと影かげが小こ柄がらだったことから、子供であることは理解できた。

「食しよく糧りようが尽きる前で助かった。子供の身体でフェルムンドまで戻るのは酷こくだからな」

　そこにいたのは少年だった。

　貴族然とした衣服に身を包んだ、黒くろ髪かみ黒目の少年。

　何の変へん哲てつもない、目に留とどめることも無ければ記き憶おくに強く残る印象もない少年。

　なぜ、そんな少年がこの場にいるのか。

「ここから先にお前の未来はない。オルナメントの悲願はここで完全に潰ついえる」

　そう言葉を発する姿は、幻げん覚かくや幻げん聴ちようといったものではない。

　そして――




「――ここがお前の墓場だ、ザーヴィス・オルナメント」




　少年は、そんな馬鹿げた言葉を口にした。
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　目の前にいるザーヴィスには、もはや公爵家としての威い厳げんは無かった。

　目を血走らせ、髪を振り乱した幽鬼のような姿。

　それこそ貧ひん民みん街がいで食べ物を取り合って争っている子供と変わらない。

「無様な姿だな、ザーヴィス・オルナメント」

　憐れん憫びんにも似た感情を抱いだきながらカルツは告げる。

「六大公爵家と名乗り、帝てい国こくの頂点に立つ者であるなら……どれほどの困難を迎えようとも、決して揺るがず、折れず、泰たい然ぜんと構えるのが公爵家当主のあるべき姿だろうに」

　少なくとも、カルツが知る公爵家の当主はそうだった。

　両親を失い、同志を失い、自由を失い、魔力を失い……たとえ起き上がることすらできなくなろうとも、彼女はカルツの前では一度たりとも『当主』としての姿を崩さなかった。

　そんなカルツの言葉を聞いて、ザーヴィスが薄うすら笑わらいを浮うかべながら唇を震ふるわせる。

「公爵家のあるべき姿だと……？」

　憤ふん怒どと憎ぞう悪おに染まった目でカルツを見み据すえながら、その手に短たん銃じゆうを握にぎり締める。

「まさか……目の前にいる子供が私の悲願を阻んでいたと？　帝国を支える六大公爵家が名も知れぬ子供一人に翻ほん弄ろうされていたと？　そんな馬鹿な話があるわけがない、そんな事実が存在するわけもない、あり得るはずもない――」

　大おお仰ぎように両りよう腕うでを広げながら、焦点の定まらない目でケタケタと笑い声を上げる。

「――そんな存在は、私の目の前にはいない」

　ザーヴィスが言葉を放った瞬しゆん間かん、短銃に嵌められた宝石が眩まばゆい輝かがやきを放った。

　直後、通路の地面だけでなく天てん井じようや壁までもが嘶いななくような音と共に振しん動どうする。

　崩ほう壊かいと再生を繰り返すようにして周囲の景色を作り変えていく。




『錬金魔法』




　魔力によって物体の構成を一時的に分解し、組み合わせ、再構築する。

「何者であろうと、私の前に立つ者を許すわけにはいかない」

　自身の意のままに物質を操る魔法。

　オルナメント公爵家は錬金魔法によって多くの逸いつ話わを築いてきた。

　敵軍が橋を落として歓かん喜きする中、目の前で新たな石橋を錬れん成せいして絶望させた。

　難なん攻こう不ふ落らくとされた敵軍の要所を土地ごと作り変えて陥かん落らくさせた後、それ以上の城じよう塞さいを築き上げて奪還に来た敵軍を殲せん滅めつした。

　電でん撃げき戦せんを仕し掛かけてきた敵軍が帝国の領地に迫っていた時、その目前で城塞を作り上げて突とつ撃げきしてきた敵軍を屠ほふり上げて帝国の地を踏ませなかった。




「――私の前に立ちはだかる者は、オルナメントの名の下に轢ひき潰つぶせばいい」




　半球状に再構築された広大な空間。

　削けずり取った物質を利用して生み出された原始的な兵器群。

　石いし槍やり、石剣けん、弩ど砲ほう、石弓、投とう擲てき機、投石機、阻そ塞そく柵さく、石いし壁かべ……それらが際限なく生成され続け、土で塗ぬり固かためられた人形たちが兵器の周囲に配置されていく。

　狭せまい地下とは思えない『城塞』が作り上げられていく光景。

　あらゆる敵の侵しん略りやくを阻み、その物量によって敵を轢き潰す。

　その絶対的な防衛能力と攻こう城じよう能力、生成された兵器群と泥どろ人形による拠点制圧力と展開力から、初代オルナメントは敵国から異名を与あたえられていた。




『不落孤こ城じようのオルナメント』




　単身でありながら一夜にして城を築き上げ、兵を持たずとも軍を退け殲滅する。

　その圧あつ倒とう的てきな力と功績によって、オルナメントは帝国を支える公爵家の一角に至った。

「ハハハハハハッッ!!　我がオルナメントの悲願が潰えたッ!?　この場が遥かなる高みと栄光に至ったオルナメント公爵家当主ザーヴィス・オルナメントの墓場だとッ!?　視界にすら入らない無力な子供が、この私の行く手を阻んだつもりでいたかッ!?」

　残ざん忍にんに表情を歪ゆがめながら、ザーヴィスは眼前に立つカルツを睥へい睨げいする。

「――そうだな。僕ぼくの力ではお前を殺すことはできない」

　その言葉は正しい。

　未来の情報を知るとはいえ、カルツ自身は何も力を持たない子供でしかない。

　アルテシアのように強大な固有魔法を持つわけでもなければ、六大公爵家が連綿と受け継いできた優すぐれた魔法技術を持っているわけでもない。

　だからこそ――

「――お前を殺すのは、お前自身の力によるものだ」

　そうカルツが告げた直後。




　展開されていた『城塞』が、地じ響ひびきを立てながら崩れ始めた。




　正確には崩れているのではない。

『元の姿へと戻もどる』ようにして、『城塞』と兵器たちが砂さ礫れきや土ど塊かいに姿を変えていく。

「な、ぜ……なぜだ、なぜだなぜだなぜだなぜだなぜだ……ッッ!?」

　自身の頭を抱かかえるように、ザーヴィスは呆ぼう然ぜんと眼前の光景を眺めていた。

　それは目の前で起こっている光景が理解できないからではない。

　むしろ――誰よりも理解してしまったからこそ、ザーヴィスは壊こわれたように叫ぶ。

「なぜ――貴様が我らの秘ひ奥おうである『錬金魔法』を使っているッ!?」

　目の前で起こっているのは、錬金魔法のプロセスの一つである『分解』だ。

　その魔法技術はオルナメント公爵家、並びにオルナメントの派閥に属する貴族たちだけが扱あつかうことを許され、秘奥の一部として伝授されている。

　たとえどこかで得た魔法理論の知識を理解したとしても、錬金魔法に特化した専門的な訓練、長年を費ついやして習得する精密な魔力操作技術、それに応じた魔力量が無ければ扱うことはできず、派閥に属さない人間が模も倣ほうできる技術ではない。

　だというのに、ザーヴィスが生成した物たちは同系統の魔法によって『分解』され続けており、生成速度を上回って元の状態へと強制的に戻されている。

「――『特定魔力の記録保存及び再現方法』」

　そうカルツは口にしてから一歩を踏み出す。

「『生成物質による老化逆行作用』『魔力虚きよ無む状態からの反応実験』『魔力の最大生成量及び生成速度』『同種魔力による相そう互ご作用と連動伝達』」

　カルツが言葉を並べ立てると、ザーヴィスは大きく目を見開いた。

「なぜ……なぜだ……」

　これまでに何度も呟いてきた言葉と共に、ザーヴィスが力無く膝ひざを折る。

　その言葉の意味をザーヴィスは誰よりも理解できる。

　オルナメント公爵家の人間だけが理解できる。

「なぜ……我がオルナメントが研究してきた『賢者の石』の内容を……」

「人格や方法を考こう慮りよしなければ、お前は紛まぎれもなく優秀な人間だ。オルナメントが三百年の年月を費やして研究し、『賢者の石』の性質や作用を解明して完成させた人間だからな」

　そう――カルツはその手の中にある赤しやつ光こうを放つ石を見せながら告げる。

　それは今から十年後に起こる出来事だ。

　シルヴァーユ侵しん攻こうとエルフたちを用いた人体実験によって、ザーヴィスは大規模な研究を重ねることで、『賢者の石』が持つ特性を全て解明して自身の力とした。

　だが、『現在』のザーヴィスには理解できない。

「崩落させた通路の中に複数の『賢者の石』を紛れこませ、お前が錬金魔法によって通路を再生成したことで魔力と魔法術式を保存し、それらを僕の下にある『賢者の石』まで伝達させることで……お前自身の錬金魔法を再現させてもらった」

　もしもザーヴィスが冷静だったならば、崩落した通路の中に『賢者の石』が散らばっていることに気づいたかもしれない。

　現在では解明できていない作用や性質を利用されたとしても、何かしらの目もく論ろ見みがあると勘かんづくことができたかもしれない。

　だが――その平静を保てないようにカルツは全てを組み上げてきた。

　馬車の一件を始めとして、様々な要因から第三者の関かん与よを疑わせた。

『賢者の石』の存在を知らない、他の公爵家が関与していることを仄ほのめかした。

　計画の要である『賢者の石』を失うという可能性によって精神的に追い詰つめた。

　信用を置いていた部下の裏切りを匂におわせて完全に孤こ立りつさせた。




「これが――お前を殺すために組み上げた最適解だ」




　そんなカルツの言葉を聞いて、ザーヴィスが身体を震わせながら魔法を行使する。

「バカな……あり得ない、あり得ない、あり得ないあり得ないあり得ないッ――」

　膝をついて俯うつむきながらも、ザーヴィスは魔法を行使し続ける。

　自身の『城塞』の『分解』を食い止めようと生成を繰り返し続ける。

　しかし、それ以上の速度で『城塞』は崩ほう壊かいしていく。

　カルツが手にしている『賢者の石』と鉱脈を連動させ、そこから魔力を抽ちゆう出しゆつし続けることによって、無限に等しい膨ぼう大だいな魔力でザーヴィスの魔法を無力化する。

「私はッ……オルナメントの悲願を果たさなくてはいけないんだ……ッ!!　我々を見下してきた他の公爵家たちに報いるため、その恥ち辱じよくに耐たえてきた当主たちの無念を晴らすため、それだけに捧げて生きてきた三百年の月日のために……ッ!!」

　その言葉や想おもいの結末を示すように、積み上げてきた物たちが崩れていく。

「その想いだけは酌くんでやろう、ザーヴィス・オルナメント」

　ザーヴィスに対して、カルツは冷ややかな視線と共に懐へと手を入れる。

　子供の手には少し余る、小さな拳けん銃じゆう。

「僕も、当主の無念を晴らすために生きてきた身だからな」

　それは回帰前の人生で起こったことだ。

　定例会議の時、アルテシアに連れられてカルツは会議に参加した。

　そしてアルテシアは自身の病状を説明し、カルツを自身の亡なき後の後こう継けい者しやとして立てることを提案したが、契けい約やくの反ほ故ごを名目にザーヴィスは「相応の態度を示せ」と告げた。

　その言葉に従って、アルテシアは膝をついて頭を垂れた。

　そんなアルテシアに対して、ザーヴィスはアイゼンフッドを罵ば倒とうした。

　公爵家の誇ほこりも忘れ、唯ゆい一いつ残された席だけにしがみつく家門。

　貧ひん民みんを迎え入れることしかできない卑いやしい家門。

　自身が愛する家門を貶けなす言葉に耐え、頭を下げていたアルテシアの横顔を覚えている。

　しかし、ザーヴィスは後継者の擁よう立りつを認めなかった。

　認めたのはカルツを使用人として置き、アルテシアの世話をすることだけだった。

「そのまま頭を垂れていろ、ザーヴィス・オルナメント」

　膝を折り、力無く座すわり込むザーヴィスの頭に銃口を向ける。




「それが――我が当主を罵倒し、その命を奪うばった罪人に相応しい末路だ」
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　その言葉と共に、カルツは静かに撃げき鉄てつを下ろした。




◇




　銃じゆう弾だんに頭を撃うち抜ぬかれ、ザーヴィスは絶命した。

　目を見開き、絶望した表情で天を仰あおぐ姿。

　その末路をしばらく見つめてから……カルツは小さく息を吐はいた。

「――ルチア、もう終わったから出てきてくれ」

　暗闇に向かって声を掛けると、通路に散らばる瓦礫から人影が現れた。

「うへぇ……坊ぼっちゃんの言う通り、下手なことしなくてよかったなぁ」

　そうして聞こえてきたのは、普段の少女らしい声こわ音ねではない。

　低く重苦しい男の声だ。

　そして――その声を発したのは、見覚えのある『男』の姿だった。

　フィデル・ジェイド。

　オルナメント公爵家の側近として、秘ひ密みつ裏に計画を進めていた人間。

　しかし、カルツは溜ため息いきをついてから男に向かって軽く手を振る。

「いつまでその姿でいるんだ。もう姿も戻していいぞ」

「ほいほい、これで面めん倒どうな仕事ともおさらばだなーっと」

　軽い言葉と共に男が顔面を掴むと――その下から見覚えのある顔が現れた。

「ふいー、もう肩かた凝こって仕方なかったよ。この人ってば仕事一筋って感じだったし、公爵家のオルナメント様万ばん歳ざいって感じだったしさぁ」

　そんな愚ぐ痴ちをこぼしながら、ルチアが自身の体格に合うように袖そでなどを捲まくる。

「はーあ……もう私ここで着き替がえてもいい？」

「逆に面倒だと思ったから元の姿に戻ってくれ」

「えぇー……二週間ぶりに愛いとしのメイドちゃんと再会したんだから優やさしくしてよ」

「誰だれが愛しのメイドちゃんだ」

「もちろん私のことだけど」

「当然のように言うんじゃない」

　ルチアの軽口を適当にあしらってから、カルツは改めて確かく認にんする。

「それで、君の存在が他者に露ろ見けんしたようなことはあったか？」

「そんなヘマするわけないでしょ。こっちはそれで飯食ってた人間なんだからさ」

　ルチアが親指を立てながらにぱりと笑う。

　これは、回帰前の世界でルチアが死亡する前に囁ささやかれていた話だ。

　裏社会において、諜ちよう報ほうや暗殺を請うけ負う集団がいた。

　だが、その実体や詳しよう細さいについて知る者はいない。

　痕跡や足取りについても巧こう妙みように隠いん蔽ぺいされて犯人像さえも絞れない。

　明らかに他者の手で殺されていながら、誰も姿を見ることさえ叶かなわない。

　交こう渉しようを請け負うために現れる顔役の人間は老ろう若にやく男なん女によと多た岐きに渡わたり、それが雇やとわれた人間なのか構成員なのかも分からず、組織規模を掴むこともできない。

　そういった経けい緯いから、正体不明の暗殺集団は『顔の無い者たち』と囁かれるようになり、やがて《無貌》という通り名によって一部の者たちの間で浸しん透とうしていった。

　誰も本当の顔を知らない。

　その人物は特定の顔を持たない。

　だからこそ誰にでも成り代わることができる。

　その観察眼によって他者に成りすまし、本来なら入り込こめない懐の奥おく深ふかくまで入り込んで情報を盗ぬすみ、対象に警けい戒かい心しんを抱かせることなく近づいて暗殺を成功させてきた。




　その正体は――『ルチア・ディーネス』という一人の人間だった。




　もしも彼女が後こう援えん者しやからの依い頼らいを受けずに命を落としたりしていなければ、その後も《無貌》という通り名は裏社会で名を馳はせていたことだろう。

　しかし魔ま法ほう技術に長たけている帝国内で潜せん入にゆう調査を行い、六大公爵家という巨きよ大だいな存在を敵に回したことが原因で、ルチアは正体を暴あばかれて刺し客かくに殺されてしまった。

　それは――彼女の変装技術が『魔法』に由来するものだったからだ。

「誰にも話したことなかったのに、よく私が『固有魔法』を使えるって気づいたねぇ」

「アイゼンフッドに身を置いていた人間なら分かることだ。歴史書には今までに発現したことのある『固有魔法』についての列記や詳細の記述もあったからな」

　あとは様々な情報から正体を組み上げていったに過ぎない。

《無貌》と呼ばれる特異な存在。

　身元不明の女性遺体が出た直後に《無貌》の活動が一いつ切さい途と絶だえたという事実。

　そして山さん賊ぞくたちの首くび狩り事件、特とく殊しゆな訓練を行っていた孤こ児じ院いんの元職員、ディーネス家の元使用人などの証言を辿たどり、最終的に「なぜ今まで完かん璧ぺきに遂すい行こうできていた依頼をこなせなかったのか」という要因を探り、それが魔力を伴ともなう『固有魔法』だと断定した。

「アイゼンフッドが没ぼつ落らくした後の世では、固有魔法は異能、奇き跡せきの御み業わざ、特異体質と様々な呼び名に変わり、それが魔力に由来するといった詳細を知る者は少なくなった。だから君が能力の本質を見誤っている状じよう況きようで帝国に赴おもむき、魔法士の間で使われる魔力検知等の技術に引っ掛かって正体が露見したと考えたわけだ」

「おぉーう……御ご明めい察さつだけど複雑な感じ」

　納なつ得とくしつつも、ルチアが何とも言えない表情で唇くちびるを尖とがらせる。

　そういった魔法関連の知識のすり合わせも最初の時点で行っていたため、カルツは魔力検知等を潜くぐり抜ける方法や偽装する方法を先んじて伝えていた。

　だからこそ、正体が露見することもなくフィデルに成りすますことができた。

「対処の仕方は教えたが、帝国内での使用は最低限に留めてくれ。君の力が『固有魔法』に由来するものだと勘づかれたらアイゼンフッドや同志たちに疑いの目が向けられる。その必要がないように君の容姿を逆行させたという意図もあるからな」

「分かってるってば。それに普段通りの私の方が坊っちゃんも嬉うれしいもんねー？」

「別にどんな姿でも僕は気にしないが」

「どんな姿でも私のことが好きってことっ!?」

「無む駄だば話なしをしてないで残っている仕事を片付けよう」

　会話を切り上げて、カルツは絶命しているザーヴィスに視線を向ける。

　ザーヴィスに対して同情心を抱くことはない。

　その余地が生まれないほどに、オルナメントは未来で多くの罪を重ねた。

　フェイユを拉ら致ちして奴隷身分に堕おとして尊厳を踏みにじるだけでなく、その死さえ利用してシルヴァーユの国とエルフたちを支配下に置き、亜あ人じんたちを同じ人間として扱うことはせずに魔法や『賢けん者じやの石』の研究材料として扱った。

　たとえ未来の出来事を罪に問わなかったとしても、これまでにもオルナメントは数多くの悪事に手を染めて、全てを闇やみに葬ほうむってきている。

　だからこそ――

「ルチア、そこの死体を使うから少し離はなれていてくれ」

　ザーヴィスの死体を睥睨しながら、カルツは『賢者の石』を掲かかげる。

　模倣したザーヴィスの魔力を使い、その肉体に向かって魔法を行使する。




「――彼かの女じよの命を奪った罪人に対して、僕は死という安あん寧ねいを与えるつもりはない」




　そう告げながら――カルツは遺体の心臓に向かって『賢者の石』をねじ込んだ。







終話







　フェイユ・ブラスカスが定例会議に現れてから一ヵ月後。

　クラウスは庭園で天を仰ぎながら深々と溜息をついた。

「はぁぁ……本当に色々と胃が痛くなる一ヵ月だった……」

「それは大変だったわね。あなたが忙いそがしいと私も庭園に来られないから暇ひまだったわ」

「まるで普ふ段だんの僕が暇みたいに言わないでもらえるかい……ッ!?」

「皇こう帝ていなんて暇なくらいでいいのよ。それだけ国が平和ってことだもの」

　愚痴をこぼすクラウスに対して、アルテシアは素知らぬ顔でカップを傾かたむける。

「それで、今回の件はどうなったのかしら」

「ああ……オルナメント公爵家から正式に書面を受け取って、僕自身が内容に不備がないように確認してからシルヴァーユ王室に書簡を送ったよ。それでブラスカス令れい嬢じようと王室からも賠ばい償しよう内容を受じゆ諾だくするといった返答も来たから一件落着だ」

「それは良かったわね」

　素っ気ないアルテシアの返答を聞いて、クラウスは僅わずかに首を傾かしげる。

「……今回の件は君にとっても嬉しいことのはずだろう？　三百年前の一件で手て離ばなしてしまった領地が縁えんのあるブラスカス家に渡ったわけなんだから」

「それ自体は喜ばしいことよ。彼女の祖父であるトラキアは私もよく知っているし、血けつ縁えん者しやであるフェイユ嬢じようが管理してくれるのなら悪いことにはならないでしょう」

　だけど、とアルテシアは言葉を続ける。

「もっとも、あの領地を管理するのは彼女ではないでしょうけどね」

「……どういうことだい？」

「後で調べてみるといいわ。おそらく領地の保有権はブラスカス名義となっているでしょうけど、領地の管理は『アキメネス』という家門に一任されるでしょうから」

「アキメネスって……どこかで聞いたことがあるような気がするな」

「フェイユ嬢と一いつ緒しよに来ていた少年が授さずかると言っていた家名よ」

「僕は詳くわしく知らないけど……君の知っている家門なのかい？」

「家門そのものは知らないわ。だけど――それは帝国の南東部に咲さく花の古い名前なの」

　それは他者にとっては『花の名前』でしかない。

　しかし――アイゼンフッドの人間にとって、その名は別の意味を持つ。

「私たちアイゼンフッドは家か紋もんにトリカブトを掲げているわ。それは初代アイゼンフッド当主が『花は平和の象しよう徴ちようだから』という思いつきで決めたことだったけれど、その慣習として派閥に加わった者たちに象徴となる『花』を送ったり、同志の間で行動を起こす際の隠いん語ごとして使っていた歴史があるの」

「……待ってくれ、それじゃ彼かれはアイゼンフッドの関係者ということか？」

「確信はないわ。だけど、その花の意味と彼の言葉が合致しすぎているもの」

　あの時、カルツが告げた言葉。

『だから、今度はあなたを助けることができる人間になります』

　アキメネスの花には「あなたを救う」といった花言葉がある。

　そこからアイゼンフッドは『アキメネス』の名に別の意味を与えた。




「――『我らが同志の敵を殲せん滅めつする』、それがアイゼンフッドにおける意味よ」




　それは本来、危機に晒さらされている同志に対して援えん軍ぐんを送り、アイゼンフッド及および同志全軍を投入する全面戦争の号令だ。

　カルツはその言葉をアルテシアに向かって告げた。

　そして今……アルテシアは未知の病によって命の危機に脅おびやかされている。

「今回のブラスカス令嬢の件……オルナメントは派は閥ばつに属する者が単独で起こしたという形にしていたけれど、その被害者が現れなかったら事件は明るみに出なかった。そうでなければ皇帝陛下様の報告が至らなかったということになるけれど」

「今回の件は僕も完全に初耳だ。僕は皇帝として契約の履り行こうを見届ける身として、亜人側の情報収集には尽じん力りよくしている。そして君に嘘うそ偽いつわりなく報告していると誓ちかっていい」

「そこは信用しているわ。だけど……あなたが知らなかったということは、意図的に情報が伏ふせられていたということであり、もしも私が死んだ後に発覚していたらオルナメントは契約を反故にした責を負うことはなかったでしょうね」

「待ってくれ、その言い方はまるで――」

「オルナメントは私の死ぬ時期が分かっている、という風に聞こえたかしら？」

　笑えみを浮かべるアルテシアとは対照的に、クラウスは静かに息を呑のむ。

「私の死期について把は握あくしているのなら、私の状態も病ではなく別の要因で引き起こされたということ。それをオルナメントが単独で行ったとは思えないし、下手すれば公こう爵しやく家全体が関わっている可能性もあるわね」

「……三百年前と同様にということか」

「あなたも気苦労が絶えない皇帝ね」

「その巻き込まれている当事者に言われると笑えない話だ」

「どちらにせよ、制約に縛しばられている私にできることは何もない。私やあなたが動けば何か勘づかれるだろうし、何もせず普段通りに過ごしましょう」

「なッ……このまま黙だまって見過ごすっていうのかッ!?」

「だって下手なことをすれば、あの子の邪じや魔まになってしまいそうでしょう？」

「まさか……本当にあの子供が君を助けるとでも思っているのか？」

「ええ。そう私は信じているわ」

　確信に満ちた笑みと共にアルテシアは言う。

　根こん拠きよなんてものは何一つない。

　彼が何者であるかも分からない。

　だが――アルテシアと対たい峙じした時、彼の瞳ひとみの奥おくには確かな『意志』が見えた。

「だから、私は王子様を信じて待つことにするわ」

「王子様って……そんな乙おと女めみたいなことを言う性格じゃないだろうに」

「三百年生きていても心はいつでも乙女ということよ」

「柄がらにもないことを言わないでくれ。これでも君との付き合いは長い方なんだから」

「あら、それならアイゼンフッドらしい言葉を返そうかしら」

　そう言って、アルテシアは誇らしげに笑みを浮かべる。

「我らアイゼンフッドの絆きずなは血よりも濃こく、鉄よりも固い意志で繋つながっている……それは幾いく星せい霜そうの時を経ようと、遥はるか先の未来であろうと永遠に朽くちることはない」

　アイゼンフッドが代々受うけ継ついできた文言。

　遠く長い時間の中でも朽ちることなく受け継がれてきた意志――




「――それこそが、我らアイゼンフッドの『鉄血の誓い』である」




　その意志を継いできた当主として、不敵な笑みを返した。




◇




　帝国からの書簡は滞とどこおりなくシルヴァーユ王室に到とう着ちやくした。

　事の顛てん末まつについては当事者であるフェイユから説明され、計画の主犯は貴族派の者たちであると証言したことによって、王室に縁のある者を拉致した国こく賊ぞくとして処しよ刑けいされた。

　帝国側も拉致事件に関与していたのではないかと声を上げる者たちもいたが、そちらについてもフェイユが「関与はなかった」と改めて証言し、賠償と不当拉致による奴ど隷れい問題の解消に努めることを皇帝に確約させた旨むねを臣民に公表した。

　それだけでなく――

『――今回の拉致事件について、我々オルナメントは事態を重く受け止めている』

　そう、映像機に映し出されたザーヴィスが声を上げる。

『此こ度たびの件において、我わがオルナメントの派閥に属していたウレキ子し爵しやくは奴隷として引き受けた者の身元確認を怠おこたり、危あやうく不当な方法で連れて来られたブラスカス令嬢の尊厳や生命を脅かす事態に繋がるところだった。そのような杜ず撰さんな体制が以前から続いていたことを嘆なげくのと同時、派閥の長であるオルナメント公爵家の当主としての管理不足であったことを強く自覚し、今後の不当拉致による奴隷問題について全面的に協力を――』

　そこまでザーヴィスが語ったところで、カルツは映像機の電源を落とした。

「どうやら問題なく『動作』しているみたいだな」

「うへぇ……内情を知ってる身としては恐おそろしいねぇ」

　ルチアがわざとらしく肩かたを竦すくめながら言う。

　先ほど映し出されていたのは、紛れもないザーヴィス・オルナメント本人だ。

　だが――その中身は、当人と断言できない存在に変わっている。

「坊っちゃん、あれって具体的にはどんな技術なの？」

「オルナメントが『賢者の石』の研究を進めて作った『人造人間』の技術だ。『賢者の石』によって魔ま力りよくを模倣し、それを肉体に埋うめ込んで心臓の代わりにすることで疑ぎ似じ的てきな不老不死を体現するといった具合にな」

　だが、とカルツは顔をしかめながら言葉を続ける。

「その埋め込んだ『賢者の石』に魔力を用いた命令文を組くみ込んでおくことで、『人造人間』は命令文には絶対に抗あらがえないようになる。それによって未来のオルナメントは魔導兵器を作っただけでなく、エルフたちに『賢者の石』を埋め込んで兵士たちに仕立てあげた。しかも都合の悪い記憶などは全て消去してな」

「そっちも聞いてるだけで胸むな糞くそ悪くなる話だけど……それで、今のザーヴィスって具体的にはどういう状態になってるわけ？」

「自身が死んだ時とオルナメントが進めていた計画に関する記憶だけ消して、他の記憶については残してある。あのままザーヴィスを行ゆく方え不明にしたら他の公爵家に余計な疑念を抱かせるし、記憶を消しすぎると公爵家の業務にも支障が出るからな」

　あの時、ザーヴィスは間ま違ちがいなく絶命した。

　そして『賢者の石』を核かくにして当人の記き憶おくを持つ『人造人間』として蘇よみがえらせたが、カルツという他者の手が加わっているのでザーヴィス本人と言えるのかは怪あやしいところだ。

「命令文には僕の魔力が込められている。僕の言葉には全て従うように指示してあるから、今後も定期的に指示を出して都合の良い駒こまとして動いてもらう予定だ」

「まぁ当人についてはフェイユ様の件で自じ業ごう自じ得とくって感じだし、公爵家の現当主を自由に扱えるっていうのは今後も有利に動けそうだねー」

「そういうことだ。今後も同じ手段を使うのは難しいだろうが、ザーヴィスだけでも十分に他家の動きを牽けん制せいできるし、背後にいる僕たちの存在を隠かくすのに役立ってくれる」

　公爵家の権けん威いや影えい響きよう力りよくを使うことができるのは大きな利点であり、他の六大公爵家を失しつ墜ついさせるための有効な手札として使うことができる。

「それよりもルチア」

「はいはい、なんでしょう坊っちゃん？」

「どうして僕は膝に乗せられているんだ」

「いや、しばらく離れてたから坊っちゃんも寂さびしかったかなーと思って」

　カルツを膝に乗せながら、ルチアが上じよう機き嫌げんにニコニコと笑みを向けてくる。

　その様子を見て、カルツは溜息をつきながらも小さく頷うなずいて見せた。

「そうか」

「あれ、なんか前より反応が薄うすいね？」

「正直に言うと慣れた」

「うちの坊っちゃんが早くも女慣れしちゃったよ……」

「君がいない間も四六時中フェイユにくっつかれたり、寂しくないように一緒に寝ねようと言って抱だき枕まくらにされたりして過ごしていたんでな」

「えー、なにそれズルいじゃんっ！　私がベッドに入ろうとしたら顔面叩たたいたくせに！」

「フェイユの場合は善意で、君の場合は本気で貞てい操そうの危険を感じるからだ」

「そんじゃ今回の仕事の報ほう酬しゆうは坊っちゃんとの同どう衾きんにしていい？」

「前みたいに頭でも何でも撫なでてやるから勘かん弁べんしてくれ」

「撫でるならお尻しりでもいいよ？」

「君の頭を診みてもらうために報酬として良い医者を手配しておこう」

　そんな会話を交かわしていると、不意にルチアが顔を覗のぞき込んでくる。

「やっぱり、なんか今日の坊っちゃんは上機嫌だね？」

「そうだな。なにせ――ようやく眺ながめることができた光景が目の前にあるんだ」

　そう言って、カルツはバルコニーの先に広がっている光景を眺める。

　絨じゆう毯たんのように広がる緑の平原。

　遠くに見える白銀の雪山。

　黒こく煙えんと紅々とした溶よう岩がんが見える火山。

　鏡のように反射する広大な湖。

　それらが共存するように並んでいる特異な光景。

　それこそが――友である亜人たちのために用意されたフェルムンドという地だ。

「アルテシア様からフェルムンドの地や同志たちの話を聞く度たびに……まるで冒ぼう険けん譚たんを聞いているように心が躍おどったのを今でも覚えている」

　子供だったカルツに対して、アルテシアは寝ね物もの語がたりとして同志たちの話を聞かせてくれた。

　そんな同志たちの姿や出来事を語るアルテシアの姿を今も覚えている。

　そして――




『いつか、あなたと一緒にアイゼンフッドが生まれた地へと行ってみたいわね』




　病に伏せ、ベッドに横たわりながら呟つぶやいた言葉を今も覚えている。

　結局、回帰前の世界ではそんな些さ細さいな願いさえ叶えることはできなかった。

　だが、今世の自分は何もできなかった無能な少年ではない。

「ルチア、馬車が見えたから客人を迎むかえに行こう」

　遠くに見えた馬車に掲げられているシルヴァーユ王室の紋もん章しよう。

　その後を追うようにして、メルカトル大商団の旗が風に靡なびいている。

　一人だった前世とは違ちがい、今世では心強い同志と呼ぶべき者たちがいる。

　だからこそ――




「――改めて、僕たちが黒幕へと至る最適解について語ろう」




　不敵な笑みを浮うかべながら、『黒幕』への一歩を踏ふみ出した。







あとがき







　平素よりお世話になっております、藤ふじ木きわしろです。

　皆さんは『ショタ』について、どのような見解を持っているでしょうか。

　天真爛漫な元気系、生意気な性格だけど根は優しい系、普段は気弱だけど自分の中に芯があって行動できる系、どこまでも純粋かつ純真で甘えてくる系。

　それは人によって様々な好みがあるところでしょう。

　だから私もここに述べておこうかと思います。

『過去に暗い経験をしているが故に精神だけが年齢不相応に成熟していて普段は何事にも動じないで平静な態度でいるけれど不意な出来事や気を許している年上のお姉さんなどに対して素が出てしまったり平時は表情の変化に乏しかったりするのに感情が顔や態度に出てしまうような感じのショタ』

　申し訳ありません、前のめりすぎて読点すら忘れずに書き殴りました。

　そして、そんな子を主人公とするためには何が最適解であるかと私は考えました。




　そうだ、『黒幕』にしよう。




　解決しました。

　そして今作の『やがて黒幕へと至る最適解』が生まれました。

　しかも「普段は大人びていて無表情なショタがお姉さんたちに囲まれて色々とされちゃって恥ずかしがったり嫌がったりしてジト目で睨んでくる」という私の歪んだ性分も組み込まれているという徹底ぶりです。

　美少年と美少女のジト目は万病に効きますからね。当然というものです。

　さすがに私の人間性と思考が疑われそうなので、真面目な作品紹介へと移ります。

　ざっくり今作について説明すると、「努力型天才のショタが有能美少女なお姉さんたちを仲間にして力を借りつつ、大切な人を助けるために暗躍して『全てにおける黒幕』といった巨悪に至る話」となっております。

　そして、「突発的ではなく既に過去へと戻れる方法が分かっている、未来に起きる出来事が分かっている状況で、捕らわれている人間を助けるために綿密な計画を立てた上で過去に戻ったらどうなるのだろうか？」という私の中にある疑問を作品に組み込みました。

　未来の出来事を変えるために、以前とは違う行動を取ることで主人公が知っている未来から変わってしまうというのも定番です。

　ですが、その変化さえも想定して対策していた場合はどうなるのか。

　そんな未来を変動するのを抑制する方法はないのか。

　そんないくつもある浮かんできた疑問を自分なりに解消しつつ、正体や目的を気取られないように暗躍してお姫様を救い出すことはできるのか。

　といったように、「自身に対して、自分の中で浮かんだ疑問という棒を使って殴りつける」というマゾなのか何なのかよく分からないことをしています。

　前作の『英雄と賢者の転生婚』で未来過去現在が錯綜するという複雑なことをした結果、頭が爆発しかけて作家人生で初の〆切破りをしたのにまったく懲りていません。

　ですが今作も読者の方々に楽しんでいただけるように頑張らせていただきます。

　そして主人公であるカルツくんが最期にどのような結末を迎えるのか、ぜひとも応援して見届けていただければと思います。

　そして本当にありがたいことに、またガンガンＯＮＬＩＮＥ様にお声掛けをいただいて今作のコミカライズ企画が進行しておりますので、そちらも原作と同様にお楽しみいただければと思っております。もう本当にありがとうございます。

　そして『英雄と賢者の転生婚』の五巻をお待ちいただいてくれている読者様。

　ほんッッッッッとうにお待たせしてすみませんッッッ!!

　既に原稿は書き上がっていて近々に出ますッ！　体調がグッチャグチャに崩れたせいでお待たせしておりますが出ますッ!!　面白いとかって感想も本当にありがとうッッ!!

　唐突にダイナミック懺悔謝罪をしましたが、ここで冷静になり謝辞へと移ります。




　編集様。今年の私は一味違うとこを見せてみせます。フラグではないですからねッ！

　イラスト担当ｎｅ-ｏｎ様。ジト目のカルツくんを見た瞬間、私が息を吹き返して体調も回復したので、先生のイラストは万病に効くことが判明しました。今後は諸手で崇めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いします。

　ガンガンＯＮＬＩＮＥ様。再び拙著に対してコミカライズのお声掛けをいただき、本当に感謝の言葉しかありません。もしも今作のように過去へと回帰できるなら、ガンガンを読みながら目を輝かせていた十代の自分に対して自慢しまくっておきます。

　そして今作に携わっていただいた他の方々、手に取って読んでいただいた読者の方々に最大の謝辞を送らせていただきます。

藤木わしろ
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電子書籍版特典『それが私のご主人様』







「――さてと、こんなところでいいかな」

　生活に必要な物資やカルツに頼まれていた服などを揃えたところで、ルチアは紙袋を抱えたまま軽く身体を伸ばした。

「帰ったらお風呂かなぁ……そこまで匂いは酷くないけど、私よりあの子の見た目をどうにかしてあげないと宿の人間にも疑われるし」

　有事に備えて隠しておいた金や衣服を回収し、ルチアが宿の受付を済ませた後にカルツを鞄に入れて運び込んだわけだが、今後も同じような方法を取るのは手間だ。

　そういった今後の動きや人目を考慮して『子供用の紳士服』を頼んでいたり、潜入に長けているルチアが緊急用の衣服や相応の金銭を用意しているだろうと見越していたり、色々と頭の回る人間であることは間違いない。

　そして――その判断や指示に対して一切の迷いもなかった。

　だからこそ、カルツが様々なことを熟慮した上で過去に戻ってきたことが窺える。

『僕はアルテシア様を救うため、全てを捧げて過去に戻ってきた』

　その言葉が虚言や過言ではなく、事実なのだということが端々から理解できる。

　ただ、本当にそれだけを目指して生きてきたのだろうと。

「……まったく、そんなの知っちゃったら協力したくなっちゃうじゃん」

　過去の自分がそうであったからこそ、ルチアもカルツの心情を理解できる。

　出会いこそ唐突で突拍子の事情を持つ相手だったが……そう語っていたカルツに過去の自分を重ねたからこそ、素直に受け入れることができたのかもしれない。

　そんな人間だったら、どうせ消えるはずだった自分の命を懸けるのも悪くはない。

「それにしても偶然とはいえ、あの子は貴族の紳士服で私はメイドかぁ……。これから私のご主人様になるってって考えたら、坊っちゃんって呼んであげた方がいいかな？」

　カルツの反応を予想しながら、ルチアは軽い足取りで宿へと向かって歩く。

　そんな時、ルチアの視界に一つの看板が目に入った。

　貴族向けの宝石装飾店。

　それを目にした時、ルチアの中で一つの妙案が浮かんだ。

「……見栄えは大事だし、せっかくなら少し良い留め具でも買っておこうかな」

　服屋で買ったループタイの留め具は、子供が動き回ったり不意な行動で破損したりすることがないように、華美な装飾の施されていないシンプルな装飾だった。

　しかし、中身が大人であるカルツなら心配もいらない。

　それなら見栄えを考慮した宝石装飾の方が都合も良いだろう。

「私のご主人様になるんだから、それに相応しい物を身に付けて欲しいしね」

　そう口元に笑みを浮かべてから、ルチアは店のドアを開けて店内に入った。

　既にどんな宝石を買うのかは決めている。

　まだ出会ったばかりだが、カルツに相応しい宝石なら分かっている。

「すみません――こちらの留め具に『アメジスト』をあしらっていただけますか」

　紫色に輝く宝石を指しながら、ルチアは店員に向けて告げた。

「かしこまりました。こちらは贈り物でしょうか？」

「いえ、主人である御方のために用意する装飾具です」

　アメジストには『高貴』、『誠実』といった意味が込められている。

　そして、もう一つの込められた意味――




「――その宝石は、きっと私のご主人様に相応しいと思ったので」




『真実の愛』という、最愛の人を助けようとする彼には誰よりも相応しい宝石だ。
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